
1

１　赤ちゃんがすくすくそだつように安心してむかえら
れるのがいい。
２　毎日楽しくすごせるように、
　・家に近い所がいい
　・守ってくれるいい
３　こまっている子どもがいなくなるように、
　・いっしょにすごせなくても代わりになっている人と
楽しくそごせるようにいい。
４　いつでも楽しくいられるよう、父、母を応えんす
る。
　・父・母相だんじょができるいい。
５　安全、安心
　　災害時、安心してくらせる場所を作った方がいい

　「いい」とご意見をいただいた、５つの目
標に向かって、みんなの笑顔があふれるまち
をつくっていきます。
　家に近い所に楽しい場所をつくっていける
ように、子ども食堂など、子どもの居場所を
増やしていきます。

1 1

2

 ①は赤ちゃんのことと、お父さんおかあさんのことをよ
く考えていて、将来、赤ちゃんがうまれたときに①がひ
ろがっていたら、とても役に立つし、便利だと思いまし
た。私は、サン・ムラタで命について学び、赤ちゃんを
育てる大変さが分かったので、より便利だと思いまし
た。
 ②は、私たちのいつもの生活について考えてくれてい
て、もしも、人生楽しくない人でも、このしえんがあれ
ば、より、毎日が楽しくなるのではないかと思いまし
た。
 ③と④は、親子生活を、楽しく、しようとしてくれてい
て、これがあればみんなが笑顔になれると思います。
　⑤は、私たちの心によりそってくれていて、安全にく
らせれば、心配もなくなるし、よりよく、楽しい生活が
できるようになると思います。

1 1

3

　これはいいと思いますそのりゆうは、みんながたのし
く、学校や生活などができるようになったらいいと思っ
たからです。安ぜんにくらせるなど、町をたのしくさせ
たいと思ったからです。
　あかちゃんなどがすくすくそだつと、みんなも、うれ
しくなるからです。
　しょうがいがあったとしても、みんなとえがおでいた
いからです。

1 1

4

　いいとおもいます。そのりゆうは、人がこまったとき
などにいいとおもいます。

1 1

5

　北九州市内でこのように様々な施策に対する取り組み
があり、推進してくださっていることを初めて知り、と
ても安心しました。

　引き続き、本計画に基づき、子ども・子育
て支援に取り組みます。

1 1

6

　ふつうに過ごしているときはあまり感じないかもしれ
ないけど、改めて読んでみると、「北九州市は、こんな
にもたくさんのことをしているんだな」と思いました。
私もこの５つの目標に沿って過ごせるよう、がんばりた
いです。

　もっとたくさんの人に、子どもや子育てを
応援してもらえるよう、この子どもプランを
広く伝えていきたいと考えています。

1 1

「元気発進！子どもプラン（第３次計画）」（素案）に対する意見と市の考え方

No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

≪計画全般に関わるもの≫（６件）

　①から⑤の５つの目標に向かって、みんな
の笑顔があふれるまちをつくっていきます。

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

7

　「あかちゃんがすくすくそだつようにする」というの
はとても大切だと思います。子どもが増えて、「放課後
児童クラブ」がもっと楽しくなることにつながるからで
す。

　初めて赤ちゃんをお世話するときは、いろ
いろ分からないことがありますが、北九州市
では、お父さんがお母さんが、そういったこ
とを勉強したり、お医者さんなどの専門家に
相談できるようにしています。
　お友達がたくさんいると、放課後児童クラ
ブもにぎやかで楽しくなることでしょう。こ
れからも、赤ちゃんがすくすく育つような北
九州市を目指して努力していきます。

1 1

8

　あかちゃんはどんなことをしてもらうとよろこぶの
か、あかちゃんはどんなことをするといやがるのか、い
もうとがいるからいやがることやうれしいことをおしえ
てほしいです。

　小学校・中学校などで「思春期健康教室」
をしています。その中で、赤ちゃん人形の
抱っこ体験などができます。
　これからもこの「思春期健康教室」を続け
ていきたいと思います。

2 1

9

　お父さんやお母さんにも学べる場所があるとはじめて
しりました。

　区役所で、お父さんやお母さんが一緒に赤
ちゃんのおせわのしかたなどについて学べる
両親学級などの教室を開いています。
　これからも、お父さんやお母さんが安心し
て赤ちゃんをむかえられるように、教室をつ
づけます。

1 1

10

　お父さんやお母さんがおせわができるように学べる場
所を作れたらいいと思います。理由は、分からなかった
らあかちゃんがいい育ち方ができないからです。 2 1

11

　お父さんお母さんが赤ちゃんのおせわができるように
ミルクのあげ方やお風呂の入れ方などを分かる場所をつ
くるというのがいいと思った。
　なぜなら、すくすく育つには、育て方をしっておかな
いとあかちゃんはすくすく育てられないと思ったから。
　しかも、ネットでもいいけど少し意味が分からない人
もいるのでやはり人の言葉でしっかり伝えた方がいいと
思ったから。
　あとぼくは一回体験したことがあります。サン・村田
に行って命について学んだから。必要と思った。

1 1

12

　私は、「赤ちゃんが生まれてくるのを、お父さんやお
母さんが安心してむかえられるようにする」というのが
いいと思います。理由は私がお母さんになったときに
ちゃんと準備をしていたら、とても安心できると思った
からです。

1 1

　区役所で、お父さんやお母さんが一緒に赤
ちゃんのおせわのしかたなどについて学べる
両親学級などの教室を開いています。

　これからも、赤ちゃんがすくすく育つよ
う、お父さんやお母さんが一緒に赤ちゃんの
お世話について学べる教室をつづけます。

≪総論≫（１件）

≪各論≫（307件）

施策１　母子保健の充実（12件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

13

　赤ちゃんのミルクのあげ方やお風呂の入れ方など学べ
る場所をつくるのは、いいと思います。理由は、何も知
らないで赤ちゃんのお世話していたらちゃんと育てられ
ないからです。 1 1

14

　ぼくは、お父さんやお母さんがあかちゃんの育て方を
学べる場所をつくるのがいいなと思いました。りゆう
は、ぼくもお父さんになったばかりのときに、赤ちゃん
の育て方が分からないので、そこで学べば赤ちゃんを元
気に育てることができるのではないかと思ったからで
す。

1 1

15

　「困っている子どもがいなくなるようにします」はい
いと思った。どんになにこまっていてもどんなかていで
もみんな笑顔で暮らせるようにするのはいいことだと思
う。

　「困っている子どもがいなくなるようにし
ます」といった５つの目標に向かって、みん
なの笑顔があふれるまちをつくっていきま
す。

1 1

16

　お父さん、お母さんが病気になった時、赤ちゃんをあ
ずけられれば、お母さんお父さんの看病をぼくができる
から、保育所や幼稚園がいい場所になると思いました。

　北九州市には、一時保育というお父さん、
お母さんが病気等の時に赤ちゃんを保育所に
預けることができる制度があります。
　市内では82箇所でおこなっているので、
お父さん、お母さんが病気の時は利用してく
ださい。

1 1

17

　赤ちゃんをあずける保育園を作る。（大人も入っても
いい）

　保育園に入るためにはお父さんお母さんが
働いているなど、いろいろな決まりがありま
すが、保育園に赤ちゃんも入ることができま
す。
　「大人も入ってもいい」とありますが、お
父さんお母さんはお仕事をしているため保育
園でずっと一緒に過ごすことはありません。
でも、子育てに心配がある場合は、お父さん
お母さんと一緒に過ごすことのできる「親子
通園（おやこつうえん）」というものもやっ
ています。

2 1

18

児童クラブをしめるのが今は６時30分だけど7時までに
してほしい

　クラブを実施している人たちの意見も聞き
ながら、午後７時まで開いているクラブが増
えるよう、努力していきます。

2 1

19

放課後児童クラブの部屋を増やし、おしゃべりができる
場所をつくります。

　利用する子どもの人数によって、部屋の数
などを決めています。
　子どもの人数が多くなった場合には、部屋
の数を増やすことができるかもしれません。 2 1

施策３　乳児・幼児期の教育や保育の充実（５件）

施策４　放課後児童の健全育成（12件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

20

　放課後児童クラブで自然とふれあうのは、いいことだ
しみんながたのしめるようにするほうがいい。理由せっ
かくクラブにくるなら楽しみたいから 2 1

21

　わたしがいる学どうは、ふだんできないことやほかの
学どうではできないことをして、日ごろできないあそび
ができて、先生もとってもやさしいからすごしやすいで
す。もっとこんな学どうがふえるといいと思います。 2 1

22

　私のならっている学童ではフラダンスなどをおしえて
もらって、おどったりしています。フラダンスは優しく
教えてくれるのでおぼえるのがたのしいです。フラダン
スのほかにもダッシュむらというものもあって、はたけ
のしごとをします。フラダンスもダッシュむらも、入ら
なくてもいいし、入ってもいいのでしやすいです。これ
からもたのしい学童がふえるといいです。

2 1

23

　学童保育や公園はもっと楽しい場所にしたいと思いま
した。理由はもっともっと多くの人が来てほしいからで
す。 2 1

24

　ぼくはこどもたちを見てくれる放課後児童クラブがあ
ることがいいと思います。
　なぜかというと家で一人で遊ぶよりも児童クラブで楽
しくみんなで遊んだほうがいいからです。
　それに、大人になって３～４歳の子どもをもったとき
に児童クラブの子どものしつけ方やめんどうの見かた話
の聞き方などが分かります。
　家で勉強が分からないとき、1人だと分からないまま
だけど、児童クラブにいると同級生の友達に聞けたり、
先生に聞けたりします。
　このプランを聞いて、北九州市を安全で元気な市にし
なければいけないと知った。

2 1

25

　学童には学生の人が来てくれたりしています。なの
で、こんどは学童の人がようち園に行ってこうりゅうし
たりするといいと思います。

2 4

26

　ほうかごじどうクラブがもっと楽しい場所にするに
は、おばあちゃんなどとも関わりをつくり、みんなでど
こかに行ったりする。

2 4

27

　ほうかごじどうクラブをもっとたのしくするには、ど
こかにでかけたりするのもいいし、みんなでする行じを
つくるといいと思います。

2 4

　放課後児童クラブが、みなさんにとって
もっと楽しい場所になるように努力していき
ます。

　放課後児童クラブでやっているイベントな
どは、それぞれのクラブで考えて決めていま
すので、クラブの先生に「幼稚園（ようちえ
ん）などに行って交流（こうりゅう）した
い。やりませんか。」とお話ししてみてくだ
さい。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

28

　放課後児童クラブで学生ボランティアとして活動する
中で、長期休暇中のイベント内容や、季節に合わせた児
童の手作りによる飾りなど、児童クラブの魅力の向上を
常に感じます。施策（４）に関しまして、私も微弱なが
ら協力してまいりたいと思いました。

　北九州市の放課後児童クラブは、校区の社
会福祉協議会など地域が運営委員会を構成
し、創意工夫を凝らして、地域の特色を活か
した運営を行っていただいておりますが、引
き続きクラブの魅力向上のために、ご協力い
ただきますようお願いいたします。

1 1

29

あそべる場所の料金を安くする。 　北九州市では、子どもが利用しやすいよう
に料金を低くしています。例えば、元気のも
りでは、子ども１００円で一日中遊べます。
子どもの館もフリーパスで子ども３００円で
一日中遊べます。
　こうした料金は、そこで働く人のお給料、
家賃、電気代など、その遊び場をずっと続け
るために必要なお金（費用）を考えて決めま
す。
　市の施設の料金が低いのは、そういった費
用の多くをみなさんの税金で負担する（支払
う）ようにしているからです。全部の費用を
税金で負担する方法もありますが（そのとき
は料金が無料です）、利用する人と利用しな
い人との差をつけるため、いくらか料金をも
らうところもあります。

2 1

30

赤ちゃんでも遊べる場所がほしいです。

2 1

31

犬の遊ぶ所がないからドッグランを作ってほしい 　北九州市は、市が管理している公園２か所
にドッグランを作っています。このほか、お
店などがドッグランをやっているところもあ
りますし、若松区には、警察犬の訓練所が
やっているドッグランもあります。
　北九州市では、ドッグランが欲しいという
みなさんの声を受けて、公園の中にドッグラ
ンを作る取り組みを行っています。公園の近
くに住んでいる人の生活に影響がないかと
か、公園を使っている他の人たちとすみ分け
できるかといったことを確認して、「でき
る」と判断したときにドッグランを作ってい
ます。

2 1

　北九州市は、赤ちゃんでも遊べる場所とし
て、区役所などに「親子ふれあいルーム」と
いうものを作っています。部屋の中で、安心
して遊べる場所です。
　この「親子ふれあいルーム」以外にも、小
倉駅近くの「元気のもり」や黒崎駅近くの
「子どもの館」の中に、赤ちゃんが遊べる
コーナーを作っています。こちらもお部屋の
中なので、安心して遊べます。
　家の近くにある市民センターでも、「フ
リースペース」という赤ちゃんの遊び場を
作っているところもたくさんあります。
　これからも赤ちゃんが安心して遊べる場所
づくりに取り組んでいきます。

施策５　地域における子どもの居場所づくり（94件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

32

共働きで、さみしくても友達と遊べるようにします。 　これからも放課後児童クラブを楽しい場所
にしていきます。
　放課後児童クラブ以外でも、みなさんがい
つでも遊びにいける、友達がたくさん集まる
居場所をたくさんつくっていけるよう取り組
んでいきます。

2 1

33

子どもたちだけでも行けるショッピングモールをつくっ
てほしい。

　ショッピングモールは、「大人と一緒にお
出かけするもの」というふうに考えてしまい
がちですが、子どもだけでも行けるショッピ
ングモールがあると、面白いし、楽しいと思
います。
　こうしたものをつくるとなると、なかなか
難しいかもしれませんが、その代わりとし
て、学校や市民センターなどでやっているバ
ザーや縁日（えんにち）などもあります。み
んなで意見を出し合えば、学校のバザーなど
も、ショッピングモールに負けない楽しい場
所になると思います。
　みなさんにとって楽しい場所がもっと増え
ていくよう、これからも努力していきます。

2 1

34

子どもたちだけでも行けるような、楽しく遊べるような
所をつくってほしい。 2 1

35
子どもたちが遊べる所を作ってほしいです。

2 1

36
近くに室内で遊べる場所がほしいです。

2 1

37
校区内で遊べる場所がほしいです。

2 1

38

1人で、おちつける場所がほしい 　みんなとわいわい楽しく過ごすことも良い
ですが、一人になって落ち着きたいときもあ
ると思います。
　誰もいない場所なのか、静かな場所なの
か、くわしくは分かりませんが、北九州市に
は、海や山など自然もいっぱいです。図書館
など静かに過ごせる場所もあります。
　ぜひ、お父さんやお母さん、先生やお友達
などに相談してみてください。２４時間受け
付けている電話相談（０９３－８８１－４１
５２）もあります。相談しやすい人に相談し
てみてください。

2 4

　これからの目標として、「全ての子どもが
自然と足を向けることのできる、楽しく魅力
ある居場所を、地域の中にできるだけたくさ
ん生み出せるよう取り組む」をあげました。
　地域とは、「子どもが歩いていける場所」
に、という意味です。お友達と楽しく遊んで
すごせる場所を、家の近くにできるだけたく
さん作っていくよう取り組んでいきます。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

39

安全な遊び場をふやします。 　施設や公園などの子どもの遊び場について
は、子どもたちが遊ぶときにケガをしないか
ということを確認してつくっています。

2 2

40

西折尾中公園がせまいのでほかに広い公園をつくってほ
しいです。

　折尾地区では折尾駅を中心に、鉄道の高架
化や道路の拡幅、住環境を改善する面的な整
備を一体的に行う折尾地区総合整備事業を
行っています。その中で公園・緑地が整備さ
れる予定になっています。

2 1

41

ブランコのある公園が少なくなっている気がします。な
ぜでしょうか。ひびきの北公園にブランコをお願いしま
す。

　いま、ひびきの北公園には、遊具（ゆう
ぐ）をいろいろ組み合わせた「複合遊具（ふ
くごうゆうぐ）」というものを２つおいてい
ます。
　いまのところ、あたらしい遊具をおく予定
がありませんが、ひびきの北公園にあたらし
い遊具をおくことになったときは、いただい
たご意見も参考（さんこう）にしていきたい
と考えています。

2 1

42

　公園や親子で遊んだりおじいちゃんやおばあちゃんが
休めるところをつくるといいんじゃないかなと思いま
す。わけは、このようなものを作ることで、家族や地い
きの人とたくさん関わることができるようになるから、
人とのコミュニケーションが取れ、笑顔があふれるすて
きな町になると思います。

2 1

43 公園のベンチに日かげを増やしてほしい 2 1

44

こうえんがあってほしいです　（ぼーるあそびができ
る。じてんしゃにのれる。といれがあって、こどもだけ
でいってもあんぜんなこうえん） 2 1

45

こうえんを小さい子からだれでも楽しい公園にしてほし
い。 2 1

46

そとでもっとあそべるようにしてほしい
例えば公園に、子供達専用の遊び道具入れと、簡単な休
憩室、授乳などができる小さな設備を設置します。そこ
を拠点に、子育て支援拠点活動を実施します。（屋外型
の親子ふれあいルーム　多世代交流可能型）

2 1

47 公園に、バスケットゴールをつけてほしい。 2 1

48 公園の遊具を増やしてほしい 2 1

　公園の整備につきましては市民の皆様の意
見を取り入れながら計画的におこなっていま
す。

なお、素案６９ページの「２ 施策の柱

❶子どもの遊び環境の充実」の文章を下

記のとおり修正します。

「安全性に配慮しながら、公園や屋内

施設など、これまで整備してきた様々な
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

49

公園をもう少しきれいに、明るくて、遊具がたくさんあ
るようにしてほしいです。 2 1

50

ゆうぐを少しでも、おおく作れば、小さな赤ちゃんがふ
えた時に、やくだつし、今の自分もたのしくあそべる。 2 1

51

低学年、高学年と遊具を分けて、上の学年の人も、あき
ないような遊具にしてほしいです。 2 1

52 公園を増やしてほしいです。 2 1

53 公園をもっと楽しい場所にしてほしい。 2 1

54 （公園に）公しゅうトイレをつくってほしいです。 2 1

55

公園のベンチに、屋根をつけるか、木かげができるよう
にしてほしい。

2 1

56

じてんしゃののれるこうえん　（自転車の練習ができる
公園。芦屋の公園までサイクリングに行く。貯水池の周
りは、すこしはしりにくい。こどもようではない）

　自転車（じてんしゃ）の練習（れんしゅ
う）ができる公園としては、「交通公園（こ
うつうこうえん）」があります。自転車の乗
り方を学んだり、交通ルールを学ぶことがで
きます。ぜひ利用してみてください。

2 1

57

　とてもいいものばかりで、みんなが幸せになれると思
います。もっとこの町がすきになれました。
　特に（パブコメ資料子ども向けの）②の毎日たのしく
すごせるようにのところがいいです。もっと美しい町に
なったらいいなと思いました。みんなが楽しくかかわり
あえるようなところや、公園をつくったらいいなと思っ
ています。

　これからも、公園をもっと楽しい場所にし
たり、いろんな年齢の子と遊んだり、自然の
中でのびのび遊べるようにしていきたいと考
えています。

2 1

58
もっと広い公園がほしい

2 1

59

大きい公園や、遊園地を作ってほしいです。

2 3

60

公園にアスレチックをつくってほしい

2 1

61

アスレチックができるたのしい公園を作ってほしい。

2 1

62
公園をふやしてください。

2 1

63
公園をひろくしてほしい

2 1

64
スポーツが楽しめる広い公園をつくってほしい。

2 1

　いつでも公園を利用してもらえるよう、み
なさんの意見をききながら、よりよい公園づ
くりを進めていきます。

　北九州市には、大小合わせて数多くの公園
があります。公園の種類も様々です。北九州
市のホームページでは、「北九州市公園の
本」を掲載していますので、ご覧ください。

　グリーンパークでは、大型ネット・アスレ
チック遊具（ゆうぐ）「空中冒険遊具（くう
ちゅうぼうけんゆうぐ）あみ～ご」が楽しめ
ます。１０月にオープンしたばかりです。１
１種類のチャレンジができますので、ぜひ遊
びにきてください。

　北九州市には、大小合わせて数多くの公園
があります。公園の種類も様々です。北九州
市のホームページでは、「北九州市公園の
本」を掲載していますので、ご覧ください。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

65

ブレイブボードを自由に使えるようにしてほしい。

2 1

66
公園をもっときれいにしてほしいです。

2 1

67
公園・しせつのざっそうをかって。

2 1

68

公園のトイレをきれいにしてほしいです

2 1

69

ひびきのに児童館が欲しい（こどものいばしょがどこに
もない）

　これまで北九州市は、「２つの中学校の校
区に１館つくる」ことを目標に児童館をつ
くってきました。
　今のところ、新しく児童館をつくる予定は
ありませんが、他の市の施設に児童館をくっ
つけたりすることも考えながら、子どもの居
場所づくりをふやす努力をしていきたいと考
えています。

2 1

70

ゲームセンターなど楽しいしせつをつくってほしい

2 3

71

ゆうえんちがあったらいいな

2 3

72

ジェットコースターをふやしてほしい

2 3

73

スペースワールドがなくなったから、そんな遊園地をつ
くってほしい。

2 3

74

がっこうにゆうえんちがあったらいいな。がっこうにぷ
うるがあったらいいな。
（いつでもじゆうにはいれるぷうる。がっこうにみんな
であそべるゆうぐがあるといいな） 2 3

75

寄付をして、子どもだけのテーマパークを造り、その中
に学校を造る。

2 3

　延命寺臨海公園にできた「北九州スケボー
パーク」で楽しむことができます。

　公園内の清掃など維持管理は、市民の皆様
と市が協力しあって行っています。

　一部の公園のトイレについては、利用状況
等に応じて週1日から週7日のペースで市が
定期清掃を実施しています。
今後も、市民の皆様が使いやすい、清潔なト
イレを維持できるよう努めます。

　北九州市には、ゲームセンターもたくさん
ありますが、自然の中で遊んだり、友達と
いっしょに自分たちだけの遊びを考えたり、
知らなかったことをいろいろ知ったりするこ
とも楽しいことだと思います。
　楽しいものをいろいろ探してみてくださ
い。

　楽しいアイデアをありがとうございます。
学校と遊園地（テーマパーク）が一緒になっ
た施設をつくるのはなかなか難しいですが、
学校がもっともっと楽しい場所になるといい
な、ということだと思います。
　先生たちにいろいろ自分たちの考えや意見
を伝えてみてください。そうすれば、学校が
もっと楽しい場所になっていくと思います。

　スペースワールドは、北九州市の遊園地と
してたくさんの人に楽しんでもらっていまし
たが、残念なことに閉園してしまいました。
　スペースワールドのあった場所には、大き
なショッピングモールや新しい科学館ができ
る予定です。
　北九州市には、遊園地に代わる楽しいもの
が他にもあるので、いろいろ探してみてくだ
さい。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

76

ぷれすぽ　がほしい
鹿児島県にあるもの。プールやくさそり、大型遊具、小
さな遊園地などがあり、1日中親子で遊べる

　ふれスポは、鹿児島ふれあいスポーツセン
ターのことでしょうか。ここには確かに大き
な遊具や草そりができる場所があります。ラ
グビー場やプールもあるようです。
　北九州市にも草そりができる場所がありま
す。大きな遊具があるところも、プールもあ
ります。
　ふれスポと全く同じものではないかもしれ
ませんが、家族の方と一緒にいろいろ調べて
お気に入りの場所を探してみてください。

2 3

77

図書館に自習スペース、談話室（グループ使用できる）
をたくさん作って欲しい

　学習室などを増やすとなると、閲覧室（本
を置くスペース）を減らさないといけない可
能性もありますので、図書館の広さなども考
えて、しっかりと検討する必要があります。
これからの図書館をどうしていくのか考える
ときの参考にしたいと考えています。

2 1

78
大きな一年中使える市民プールがほしいです

2 1

79

こどもようのぷうるがあったらいいな
（みずまきちょうみんぷーるのようなもの。バスで子ど
もだけでいけるとなおよい。） 2 1

80
すぐ近くに市民プールができてほしい。

2 1

81

　わかもののたまりば　が、中学校区に一つあるとよい
（ユースステーションを、各区に一箇所以上。高校生が
日常的に行き来でき、学べる場所を作る。そこは日中
は、赤ちゃんや子供が使えるようにして欲しい。たとえ
ば、学童保育の昼間は未就園児、７時以降は若者の集い
ば、にすればよい）
　具体的には、若松イオンの中に、ユースステーション
があると良い。駅から近く、通学途中に立ち寄れるよう
な場所が理想的

　ユースステーションを他の場所に増やすか
どうかについては、黒崎にある今の施設の利
用状況を見ながら、いただいた意見も参考に
して、これからも考えていきます。

2 1

82
いろいろな年齢の人と、遊んだり自然の中でのびのび遊
べるようにするといいと思う 2 1

83
いろんな友達と遊んだり楽しいことをもっとできるよう
にしたいです。 2 1

84
年代ごとの集会を作ったり、交流の場をふやしたりする

2 1

85

　毎日楽しくすごせるようにすることはいいことだと思
います。６年生と１年生とちがう学年であそぶといいと
思います。
　困っている子どもがいなくなるようにすることもいい
と思います。ひとを傷つけないようになかよく遊んだ
り、仲間はずれにしないようにするといいと思います。
もっと楽しくなればいいと思います。

　これからも、いろんな年齢の子どもたちと
遊んだり、自然の中でのびのびと遊んだりす
ることができるような遊び場づくりを行って
いきます。
　子どもたちが遊びの中から、困っている子
を誘ったり、みんなで楽しく遊んだりできる
ようにするなど、学んでもらえるような遊び
場になるようにしていきます。

2 1

　現在、八幡東区の桃園公園内に、桃園市民
プールを新しく建設しています。
　桃園市民プールは、50m、25m、幼児用
の3種類のプールを持つ、市内最大規模の室
内プールで、令和２年の春頃にオープン予定
です。
　これからも、みなさんの声をききながら、
利用しやすい施設づくりを進めていきます。

　 これからも、いろんな年齢の子どもたち
と遊んだり、自然の中でのびのびと遊んだり
することができるような遊び場づくりを行っ
ていきます。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

86

　いろいろな年れいの子と遊んだり、自然の中でのびの
び遊べるようにするには、ちがう学年とペアになって、
森の中に入り、木登りやアスレチックなどをつくったり
することがいいと思いました。 2 1

87

　自然の中で遊ぶのは、いいと思いました。理由は、自
然の中で遊ぶことは、めったにないからです。

2 1

88

道徳で、しょうがい（性同一しょうがい）について学ん
だので、そのようなしょうがいがある子どもでも、いじ
められずにたのしく生活してほしいから。

　これからも道徳の授業や学校生活の中など
で、いろんなことを学べるように取り組んで
いきます。
　障害のある子もない子も、どんな家庭で
も、みんな笑顔ですごせるよう努力していき
ます。

2 1

89

障害のある子も、ほかの人と差別にならないようにして
ほしい。

　みんなが障害や障害のある人のことを深く
理解することができるように、これからもみ
んなに知ってもらったり、学んでもらったり
することに取り組んでいきます。
　障害が理由で差別されることのない、誰も
が生き生きと暮らせる北九州市を目指してい
きます。

2 1

90

　学校の遠足でいろんな勉強をしたらいいと思います。 　遠足に参加することで、いろいろなことを
学ぼうとしている意欲があることをとてもう
れしく思います。
　学校の遠足には大切な目的があります。そ
の他に、社会科見学や歓迎遠足など、普通の
授業ではできない体験をいろいろな場所でい
ろいろな人と学ぶことができるような工夫も
されています。その中から多くを学んでくだ
さい。

2 1

91

　キャンプやボランティア活動をして、いろいろな体験
ができるようにしてほしい。
（理由）
　みんなが楽しめるといいから

2 1

　北九州市には「青少年の家」という山や川
の近くで宿泊ができる施設が5ヶ所ありま
す。青少年キャンプ場も６ヶ所あります。お
父さんやお母さんなど家族の方と相談して、
ぜひ利用してみてください。
　それから、ボランティア活動については、
戸畑区に「青少年ボランティアステーショ
ン」という場所があります。いろんなボラン
ティア活動を紹介しているので、ぜひ利用し
てみてください。

施策６　こころの教育、体験・学習機会の充実（21件）

　北九州市では、NPO法人(ほうじん)と協力
(きょうりょく)して、森の中で木登(のぼ)り
をしたり、ロープでブランコを作(つく)った
りする外(そと)遊(あそ)びを毎月(まいつき)決
(き)まった曜日(ようび)などに行っていま
す。
　これからもいろんな年齢(ねんれい)の子ど
もたちと遊(あそ)んだり、自然(しぜん)の中
でのびのびと遊(あそ)んだりすることができ
るような遊(あそ)び場(ば)づくりを行ってい
きます。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

92

スタジアムをふやしてください。 　北九州市では、「公共施設マネジメント実
行計画」という計画をつくっています。
　これに沿って、北九州市の施設を新しく建
てたり、廃止したり、一か所にまとめて建て
たりしています。
　この計画の中では、今のところ新しいスタ
ジアムを作る予定はありませんが、これから
も、みなさんの意見を聴きながら、いろんな
施設をどうしていくのがいいのか、考えてい
きます。

2 1

93

スポーツをおもっいっきりできる場所がほしいです。 　北九州市内には、体育館やプール、テニス
コートなど、いろんな施設があります。
　北九州市のホームページなどで紹介してい
ますので、探してみてください。

2 1

94

無料参加のスポーツ教室をつくってほしい 　北九州市では、「北九州市スポーツ協会」
や「北九州市レクリエーション協会」、「ギ
ラヴァンツ北九州」などの団体が、いろんな
スポーツ教室を開催しています。
　無料で参加できるものもあります。詳しく
は各団体のホームページでご確認いただく
か、直接電話でお問い合わせください。

2 1

95

トライアスロンをしたい 　北九州市では、今のところ、本格的なトラ
イアスロン大会を開催する予定はありません
が、ミニミニトライアスロン大会やアクアス
ロン大会、マラソン大会、そのほか市民が参
加できるスポーツイベントもたくさんありま
すので、いろんなスポーツに興味を持ってい
ただければと思います。

2 1

96

パルクールえりあをつくってほしい 　パルクールなどの「ニュースポーツ」がで
きる専用の施設やエリアは、「それぞれの種
目をしている人の数がどれくらいいるか」と
いったことを考えながら、つくるかどうか検
討していくこととしています。
　パルクールについては、今のところ、新し
くつくる予定はありませんが、これからも、
こうした「ニュースポーツ」に注目していき
たいと考えています。

2 1

97

きゅうぎ大会や陸上記録会、連合音楽会を残してほしい 　様々な行事に興味をもっていることがよく
わかります。令和２年度から、新しい学習内
容にかわり、みなさんが学校で学習すること
や体験することも多くなります。
　そこで、それぞれの学校では、これまで
行ってきた行事（球技大会など）をなくすだ
けでなく、みなさんが楽しく学んだり、良さ
を発揮したりできるような工夫をしていくこ
とを考えています。

2 1
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

98

１学期に１回インターネット教室をひらく 　インターネットについての学習は、みなさ
んが日々学習する内容（「教育課程」と言い
ます）の中に組み込まれています。
　小学校では、様々な教科で「調べ学習」を
するときに、中学校では「技術・家庭科」と
いう教科の中で、パソコン教室を使って行う
授業がそれにあたります。
　また、使い方だけでなく、インターネット
と上手につき合う方法（「情報モラル」と言
います）についても、教科などの授業の中で
学んでいきます。

2 1

99

学校にとまれるようにする。 　最近では安全面のことから、児童・生徒の
みなさんが学校に宿泊するということは、行
われなくなっています。
　宿泊することにより、仲間とのつながりや
自律心などが高まるなど、良いこともたくさ
んありますが、各学校では、普段の学習や行
事、また、校外での宿泊の学習などを工夫
し、みなさんの良さが伸ばせるようにしてい
きます。
　今後、学校を利用した地域行事などに参加
することなども一つの方法です。

2 3

100

しぜんとふれあえるばしょをふやす（川や森をたいせつ
に守って生物・魚・こん虫・などとふれあえるばしょを
ふやすと命のたいせつさをしれる

　北九州市には「青少年の家」という山や川
の近くで宿泊ができる施設が５ヶ所ありま
す。青少年キャンプ場も６ヶ所あります。お
父さんやお母さんなど家族の方と相談して、
ぜひ利用してみてください。 2 1

101

交流の場を作ったり、学童でできる行事を増やしたりす
る

　学校や放課後児童クラブ、市民センターな
どでは、いろんな交流や行事が行われている
と思います。
　どういった交流がいいのか、どういった行
事がしたいのか、いろいろとみなさんの意見
を聞いてみたいところです。
　ぜひ、学校の先生や、放課後児童クラブの
先生、地域の人たちと話し合ってみてくださ
い。回数を増やすのがいいのか、今やってい
ることを変えたほうがいいのか、いろいろと
アイデアを出し合ってみてください。
　子どもプランでは、新しく「地域における
子どもの居場所づくり」という目標をつくり
ました。みなさんが、気軽に立ち寄ることが
できて、いろんな人と交流できる場所をたく
さんつくっていこうと考えています。
　こうした「子どもの居場所」で、いろんな
交流や行事が行われるようになるよう努力し
ていきます。

2 4
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

102

　新しいプラネタリウムをつくってくれることはいいと
思います。
（理由）
　ぼくも好きだし、みんなもすきと思うからいいと思い
ます。

1 1

103

　わくわくする新しいプラネタリウムを作って欲しい。
（理由）
　みんなが楽しめるといいから 1 1

104

ぷらねたりうむじゃなくてすいぞくかんがいい。 　水族館（すいぞくかん）は、隣の下関市
（しものせきし）に、りっぱな「海響館（か
いきょうかん）」があるので、今のところ、
北九州市に新しいものを作る予定はありませ
ん。
　プラネタリウムは、すごくいいものをつく
りますので、完成したら、ぜひ遊びにきてく
ださい。

2 3

105

　をみておもったことは、「わるいことにまきこまれな
いように、きんじょの大人の人が守ってくれるようにし
ます」がいいと思いました。なぜかというとわるいこと
に大人の人が守ってくれるからです。そうしたらいろい
ろこわいことにならないからです。 2 1

106

わるい人は、親におこってもらう

2 1

107

学校に楽しいしせつを作ったりすると休み時間が楽しす
ごせる。
学校に行きたくないと思ったら休んでもよい。

　学校が楽しいと思える環境づくりを進める
ことは大切なことです。これからも進めてい
きます。
　また、学校に行きたくないと思ったら、す
ぐにお父さんやお母さん、学校のスクールカ
ウンセラー、電話相談（２４時間子ども相談
ホットライン０９３－８８１－４１５２）な
ど、自分がいちばん相談しやすい人に相談し
てみてください。

2 1

108

差別しない友達ができたらいい 　学校では、「こころの教育」というものを
進めています。
　自分だけでなく他の人も大切にすること
や、お互いの良いところを認め合うというよ
うな、人権を大事にする取り組みをやってい
ます。
　みんながお互いを差別をしないようにして
いくため、学校でいろいろ学べるようにして
いきます。

1 1

　新しいプラネタリウムは、より自然に近い
星空とまるでその場にいるように感じる映像
を体験できるよう、とても大きなドームを作
る予定にしているので、完成を楽しみにして
いてください。

　北九州市では、「少年補導委員（しょうね
んほどういいん）」という人たちや、お父さ
んやお母さん、地域の人たちと協力して、パ
トロールを行っています。
　これからも、みなさんが危険（きけん）な
目にあわないようなまちにしていきます。
　そのほか、子どもたちが悪いことにあわな
いために、中学校で「非行防止教室（ひこう
ぼうしきょうしつ）」をやったり、スマホな
どで悪いことにまきこまれないように、チラ
シを配ったり、駅やリバーウォークの大きな
テレビで放映（ほうえい）したりしていま
す。
　これからも、悪いことがおこらないまちに
していきます。

施策７　青少年の非行防止や自立・立ち直りの支援（13件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

109

いじめや、さべつを起こさないかんきょうを作る 　いじめや差別を起こさない環境をつくるこ
とは大事なことです。これからも、そういっ
た環境づくりに取り組んでいきます。 1 1

110

いじめをなくす 　これからも、いじめ防止に取り組んでいき
ます。

1 1

111

　「学校でのいじめ」について。よく、お母さんからい
じめの話を聞きます。きいていると私もかなしくなって
きます。だから、いじめをなくすために、きがるにだれ
でも相談でき、そのかいけつ法を話しあえるところをつ
くりいじめをなくしたらいいと思う。

　毎年、７～９月ごろに、小学校の「児童
会」と中学校の「生徒会」のみなさんが集
まって、「中学校区（ちゅうがっこうく）
ミーティング」という話し合いを行っていま
す。
　このミーティングでは、いじめ防止の取り
組みのことや、学校の決まりなどについて、
話し合っています。
　これからも、この取り組みを続けていきた
いと考えています。

2 1

112

　学校でいやなことがあったりしたら相談できるひとが
いたのでとてもおちつきました。これからもたくさんの
人に世界のすばらしさを知ってほしいです。 2 1

113

学校で嫌なことがあって、行きたくないと思っても相談
できるようにするとみんなが安心してすごせるので、い
いと思う。 2 1

114

　子どもたちのことをこんなにも考えてくださっている
ので、ぼくもこの目標にそって僕も（パブコメ資料子ど
も向けの）②に協力しようとおもいました。なぜかとい
うと、いやなことがあったりとかかれていたので、ぼく
ならそれに協力できると思ったからです。

　子どもプランの５つの目標は、市役所の人
だけが目指すものではなく、市のみんなで目
指す目標です。そのことを理解してもらい、
うれしく思います。
　ぜひ、目標の②「毎日楽しくすごせるよう
にします」に協力をよろしくお願いします。

1 1

115

ニートをなくして、いっしょに遊ぶ 　若い人たちが元気に働いて、仕事が終わっ
たら、いろんな人と楽しく遊ぶことができる
ようにしていくため、これからも、会社や地
域の人たち、専門家の人たちなどと、協力し
ながら努力していきます。

2 1

116

親とくらせなくても親がわりになってくれる人をふやし
ます。

　親がわりになってくれる人のことを「里親
（さとおや）」といいます。
　里親は、いろんな理由で、親と暮らすこと
ができなくなった子どもを、家族の一員とし
て受け入れます。
　温かい愛情で、子育てのこともきちんと勉
強して、子どもを育てていきます。
　この子どもプランでは、そのような里親を
もっと増やしていくことを目指しています。

1 1

　これからも、みなさんが気軽（きがる）に
相談できるように努力していきます。

施策８　社会的養護が必要な子どもへの支援（２件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

117

３　どんな家庭でも、みんな、笑顔ですごせるようにす
ることもいいと思う。

　　親がわりになってくれる人のことを「里
親（さとおや）」といいます。
　里親は、いろんな理由で、親と暮らすこと
ができなくなった子どもを、家族の一員とし
て受け入れます。
　温かい愛情で、子育てのこともきちんと勉
強して、子どもを育てていきます。
　これからも、この里親さんたちを手助け
し、みんなが笑顔になれるようにしていきた
いと考えています。

1 1

118

　私は、困っている人がいなくなることが大切だと思い
ます。理由は、今、「ぎゃくたい」でなくなったこども
がいてかわいそうだなと思ったからです。だから「ぎゃ
くたい」などをなくすために、ポスターなどを書き様々
な人にしらせたらいいと思います。

　虐待（ぎゃくたい）をなくすためには、た
くさんの人に虐待について知ってもらうこと
が大切です。
　北九州市では虐待防止のポスターやパンフ
レット、チラシを作って、市役所や区役所の
壁などに貼ったり、市民の皆さんに配ったり
しています。
　これからも皆さんに色々な形でお知らせし
ていきます。

2 1

119

心や体が傷つかないように守ってほしい 　虐待（ぎゃくたい）をなくすためには、た
くさんの人に虐待について知ってもらうこと
が大切です。
　北九州市では虐待防止のポスターやパンフ
レット、チラシを作って、市役所や区役所に
壁などに掲示したり、市民の皆さんに配布し
たりしております。
　これからも皆さんに色々な形でお知らせし
ていきます。

　また、子どもからも相談を受ける「２４時
間子ども相談ホットライン」があり、虐待や
いじめ、学校での問題など様々な相談ができ
るようになっています。

2 1

120

1カ月に１度、ぎゃくたいについてのアンケートを出
す。

　虐待（ぎゃくたい）をなくすためには、虐
待を受けたり、見つけたりした時に、いつで
もすぐに相談できることが大切です。
　毎月のアンケートは難しいですが、２４時
間３６５日電話で相談できるホットライン
（０９３－８８１－４１５２）もありますの
で、これからも皆さんが相談しやすい環境を
つくっていきます。

2 1

施策９　児童虐待への対応（北九州市子どもを虐待から守る条例の推進）（７件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

121

暴力（大人）をうけた子どもは、ほごして、暴力（大
人）を子どもにした人は、子どもあずけない。

　大人が子どもに暴力をふるったりして、大
人と子どもをしばらく引きはなす必要がある
場合は、子どもを守ることを一番に考え、す
ぐ保護（ほご）します。
　保護した子どもを大人に戻（もど）すとき
は、本当に戻しても大丈夫か、しっかり確認
します。
　戻した後も、児童福祉司（じどうふくし
し）という専門家が家庭訪問したりしてお話
をしながら、お家の様子を確認します。この
ままでいると、また大人が暴力をふるうかも
しれないと判断したときは、すぐにまた保護
をしたりします。

2 1

122

　大人からのぼう力で心や体が傷つかないように守るの
は、いいと思います。理由は、こうゆうことで、自殺す
る人や学校に行きたくなくなる人がふえていくからで
す。

　子どもには、あらゆる暴力（ぼうりょく）
から「守られる権利」があります。
　「元気発進！子どもプラン（第３次計
画）」では「子どもの権利を大切にする」こ
とを大事な考えとしています。
　これからも、大人からの暴力で心や体が傷
つかないように守っていけるよう、さまざま
な取り組みを行います。

1 1

123

みんなが傷つかないように、守ります。（守ってほし
い）

　北九州市では、子どもみんなが虐待（ぎゃ
くたい）から守られるよう、平成３１年４月
に「子どもを虐待から守る条例（じょうれ
い）」という決まりをつくりました。
　この「条例」では、北九州市に住んでいる
人みんなが協力して、子どもたちが幸せを感
じて生きていくことができるようにしていく
ことを目的としています。
　この「条例」をみんなに知って理解しても
らったり、虐待を防ぐために働いている人を
増やしたりして、虐待を防ぐようにしていき
ます。

1 1

124

　③を見て思ったことは、「障害のある子もない子も、
どんなかていでもみんながえがおですごせるようにしま
す」のところをいいなと思いました。どこがいいと思っ
たかというと、「みんな、えがおですごせる」の部分で
す。もっとみんなが楽しくすごせるといいと思います。

　子どもプランのキーワードは、「笑顔」で
す。シンボルマークも、みんなの笑顔にあふ
れています。
　みんなの笑顔のために、何ができるのか、
今やっていることが本当にみんなの笑顔につ
ながっているのか、この子どもプランが、そ
ういったことを考えるきっかけになるといい
なと考えています。
　みんなと一緒に、笑顔のために努力してい
こうと考えています。

1 1

施策10　障害のある子どもや発達の気になる子どもへの支援（５件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

125

ほちょう器などを安くする。 　北九州市には、障害のある子どもたちが、
毎日の生活や、人と人との関係がうまくいく
ようにしていくため、補聴器（ほちょうき）
などを買ったり、修理（しゅうり）したりす
るときのお金を補助（ほじょ）する制度（せ
いど）があります。
　障害のある子どもや親にもっと知ってもら
うため、今までよりもっとお知らせしていけ
るよう努力していきます。

2 1

126

障害のある人が楽しめるような場を作る 障害のある人が楽しめるような場をつくっ
ていくために大切なことは、障害のある人た
ちのことをしっかり理解することです。その
ため、北九州市では、芸術や音楽のイベン
ト、学びの場づくりなどを行っています。ま
た、こうしたイベントにたくさん参加しても
らえるよう、お知らせしています。これから
も、障害のある人もない人も一緒に暮らすこ
とのできるまちづくりに取り組んでいきま
す。

2 1

127

障害のある子ども専用の工夫された遊びの道具を作る。 　「おもちゃライブラリー」などでは、障害
のある子どもたちのために、それぞれの障害
の状態や子どもたちの希望に合わせたおも
ちゃの研究、相談、おもちゃの貸出しを行っ
ています。

2 1

128

寄付をして、障害がある人だけの学校をつくる 　北九州市には、障害がある人だけの学校が
８校（市立の学校が８校）あります。これを
「特別支援学校（とくべつしえんがっこ
う）」といいます。令和元年度は、1,240人
の児童生徒が通っています。
　このほかにも、市内には、福岡県立の特別
支援学校が２校あります。
　また、今は「小倉総合特別支援学校」、
「小池特別支援学校」の２校の工事をして、
より過ごしやすい学校にしているところで
す。
　ご意見のような障害がある人だけの学校を
つくるための寄付があった場合は、これから
の特別支援学校をよくしていくために使わせ
ていただきます。

2 1
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

129

　わたしは外でおっぱいやミルクをあげられる場所に一
度だけ行ったことがあるので、やっぱりべんりだなっと
思いました。

2 1

130

　外でおむつ替えなどができる場所をつくったらいいな
と思います。理由は、１回１回家に帰って買い物ができ
なくなったりするからです。

2 1

131

外食で、あかちゃんでも、たべれるおいしいものがあっ
たらいいなと思う。

　いつもと違う雰囲気で食事をすることは、
親子にとってすてきな体験となると思いま
す。
　北九州市にも、赤ちゃんと一緒に外食でき
るお店があります。赤ちゃん用のメニューを
用意してくれたり、おむつ替えの場所などを
用意していくれているところもあります。
　北九州市では、市役所だけではなく、市内
にある会社やお店、地域の人たちと一緒に、
子どもや子育てを応援するまちをつくってい
こうと考えています。
　これからも、赤ちゃんとお父さんお母さん
が一緒に外出できるようなまちづくりを進め
ていきます。

2 1

132

親子が、気がるに笑える場所を増やす 　気軽に笑えるようになるためには、いろん
な悩みや不安があっても、それが無くなった
り、小さくなったりすることが大切です。
　北九州市では、「親子ふれあいルーム」と
いう場所を区役所などに作って、子育ての悩
みを気軽に話せる場所を作っています。
　公園やいろんな施設など親子で一緒に遊べ
る場所もたくさんあります。もっと楽しい場
所になるよう、努力していきます。

2 1

133

赤ちゃんの用品だけを売る子育てのママようのお店を作
る。

　北九州市にも、赤ちゃんの用品をまとめて
売っているお店があって、そこにいけば、
色々なものを買うことができます。
　インターネットで購入できるお店もありま
す。
　こうしたお店は、子育てをするお母さんや
お父さんを応援しています。こういったお店
に協力してもらいながら、みんなで北九州市
を子育てしやすいまちにしていきます。

2 1

　赤ちゃんの駅は、赤ちゃんを育てているお
父さんやお母さんが、お出かけをしたときで
も、安心しておむつ替えやミルクをあげられ
る場所を、たくさん作っていくことを目指し
ています。
　北九州市内にあるお店や会社にも協力して
もらい、今、赤ちゃんの駅は全部で４４７か
所あります。
　ピンクのシンボルマークは北九州市が作っ
たもので、他の市町村でも使われていて、全
国に広がっています。
　これからも、もっと多くの場所で安心して
おむつ替えやおっぱいをあげることができる
よう取り組んでいきます。

施策12　子育てを応援する体制づくり（34件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

134

生まれたとき子育てに必要なものを寄付

2 1

135

ほにゅうびんやおむつなどのあかちゃんのためのグッズ
を１つにしてセットにして売る

2 1

136

ふれあいコーナー（店）をつくる 　どういったものか、くわしく分かりません
が、友達どうしで楽しくすごせるお店でしょ
うか。高齢者と子どもが一緒に過ごせる場所
でしょうか。
　北九州市でも、低学年と高学年の子ども、
赤ちゃんと高齢者など、いろんな年齢の人が
交流できる場所を作っていこうと考えていま
す。子ども食堂もその一つです。
　地域の方などに協力してもらいながら、い
ろんな形のふれあいの場を増やしていきたい
と考えています。

2 1

137

寄付をして、特別な栄養食器を作る。 　特別な栄養食器とは、栄養バランスのとれ
たご飯を用意できるように「お肉、野菜」な
どの絵や文字が印刷された食器のことでしょ
うか。それとも「食品」のことでしょうか。
どちらにしても、しっかり栄養を取れるよう
にしてほしいということだと思います。
　毎日のご飯をバランスよく食べることがで
きるように、親子で勉強できるようにするこ
とは、とても大切です。
　これを「食育（しょくいく）」といいます
が、北九州市ではこの「食育」を大切なこと
と考え、いろいろ勉強できる教室を開いたり
しています。
　これからも、この「食育」にしっかり取り
組んでいきます。

2 1

138

にんぷさん専用のタクシー 　妊婦さん専用のタクシーは、北九州市にも
あります。赤ちゃんが生まれそうなときや、
赤ちゃんとお出かけしたいときに、妊婦さん
のことなどを勉強した運転手がタクシーで送
迎をしてくれます。
　バスタオルなどを用意してくれるサービス
もあると聞いています。
　北九州市では、市役所だけではなく、市内
にある会社やお店、地域の人たちと一緒に、
子どもや子育てを応援するまちをつくってい
こうと考えています。
　タクシー会社もそういった思いから、妊婦
さん専用のタクシーをやっているのだと思い
ます。

2 4

　子育てに必要なものをプレゼントすると喜
ばれると思います。ギフト商品として、そう
いうものをセットで売っている店もあります
し、無料でプレゼントしている会社もありま
す。
　北九州市は、プレゼントしている会社を応
援することもやっています。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

139

　すごく、いいなと思いました。
　子ども、大人、お年寄りの人が安心できる場所を作っ
てほしいです。みんながよりよく関われるように、たの
しくなるように、こまったことをすぐに言えるように、
たくさんの工夫をしているなと思いました。

　子どもプランでは、新しい取り組みとし
て、「子どもの居場所（いばしょ）づくり」
をやっていくことにしました。
　子どもの居場所は、子どもだけではなく、
大学生や高齢者など、いろんな年齢の人が交
流することが大事です。
　地域の人たちの力を借りながら、この「居
場所づくり」に取り組んでいきます。

2 1

140

おうえんする 　北九州市にいる人みんなで子どもと子育て
を応援するまちをつくっていこうと考えてい
ます。 2 1

141

４　お母さんもお父さんも、安心してすごせる場所をつ
くるのが、とてもいいと思う。

　子育てをするとき、いろいろ悩んだり不安
になったりすることもあります。
　そんなお父さんお母さんを楽にしてくれる
場所があると、子育てがもっと楽しくなりま
す。
　そういった場所をたくさん作っていけるよ
うに、これからも取り組んでいきます。

1 1

142

寄付

2 4

143

赤ちゃんのおむつやミルク、おやつを安くする

2 3

144

教育費などを何％か市が出す 　小・中学校は教育費がかかりません。いろ
んな学用品（学校で使うもの）にはお金がか
かりますが、お家の生活状況によっては、補
助金を出すことも行っています。
　塾代などについて、補助金を出すことは
やっていませんが、学校では、塾の代わりと
なる「夏の教室」や「子どもひまわり学習
塾」など、無料で受けられる勉強の場をつ
くっています。

2 1

　「寄付」という言葉だけなので、くわしい
ことが分かりませんが、寄付をしたいという
方はいますし、実際に「子どもたちのために
使ってほしい」と、北九州市に寄付をしてく
れる人もいます。
　子ども食堂には、野菜やお米など、お金以
外の寄付もあります。
　北九州市のいろんな方から支援を受けなが
ら、みんなが笑顔になれるまちをつくってい
こうと考えています。

　北九州市では、おむつやミルクなどを安く
買えるようにすることはやっていませんが、
お父さんお母さんが子育てを学べる教室や、
お医者さんへの子育ての相談、赤ちゃんへの
予防接種や病院代などを無料にしたり安くし
たりしています。その他、紙おむつを捨てる
ことが多くなるので、ごみ袋を無料で配った
りもしています。

21/97



No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

145

しょうひぜいやすく。 　消費税（しょうひぜい）の制度（せいど）
は、日本全体で行われますので、北九州市だ
け安（やす）くすることはできません。
　消費税は８％から１０％に上がりました
が、食品などは８％のままとなっていて、高
くならないような工夫も行われています。
　消費税は、幼稚園（ようちえん）や保育園
（ほいくえん）の利用（りよう）が無料（む
りょう）になるためなど子育てを応援（おう
えん）することに使われます。

2 4

146

子育てのそうだんコーナーをつくってあげるとよい

2 1

147

子育て相談所を作る。親が管理出来る子供の位置情報が
わかる電話を持たせる。

2 1

148

お父さんやお母さんのかわりに相だんできる相手を増や
す

　各区役所に「子ども・家庭相談コーナー」
を設置し、子どもと家庭に関するあらゆる相
談にワンストップで応じ、各種支援制度を適
用したり、関係機関等へつなぐ等それぞれの
相談内容に応じた支援を行っております。
　「子ども・家庭相談コーナー」について、
広く皆様に知っていただけるよう周知に努め
ます。
　また、児童本人からも相談を受ける「２４
時間子ども相談ホットライン」があり、虐待
やいじめ、学校での問題など子どもの関する
様々な相談ができるようになっています。

2 1

　子育ての相談(そうだん)ができる場所(ば
しょ)としては、「子ども・家庭(かてい)相談
(そうだん)コーナー」があります。このコー
ナーはそれぞれの区(く)役所(やくしょ)の中
にあります。
　子どものことや子育てのことなど、どんな
ことでも相談(そうだん)に乗(の)っていま
す。何か相談(そうだん)したいことがあれ
ば、ここに来てもらっています。
そして、相談(そうだん)の内容(ないよう)に
あわせて、子育てをしている人たちが使(つ
か)うことのできるいろいろなしくみを紹介
(しょうかい)したり、アドバイスをしたりし
ています。
　これからも、この「子ども・家庭(かてい)
相談(そうだん)コーナー」を広く知ってもら
えるよう、お知らせしていきます。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

149

　赤ちゃんが安全にお世話できるような場所を作りたい
と思いました。理由はお父さんやお母さんが分からない
ところがあってもその所に行けば分かる場所を作りたい
からです。

　赤ちゃんが生まれる前や、赤ちゃんのお世
話としいるときに、わからないことや困った
ことがあったら、区役所の中の「子ども家庭
相談コーナー」に相談してください、とお知
らせしています。
　このほかにも、24時間いつでも電話や
メールでも相談できるようにしています。
　それから、赤ちゃんを安全にお世話できる
場所としては、区役所や児童館などの中につ
くっている「親子ふれあいルーム」がありま
す。このほか、市民センターには「フリース
ペース」という場所もつくっているところも
あります。
　これからも、こうした場所を続けていきま
す。

2 1

150

毎日子育て中の家を訪問する 　北九州市では、赤ちゃんが４ヶ月になるま
でに、ぜんぶの家庭訪問をするようにしてい
ます。
　家庭訪問したときに、「赤ちゃん大丈夫か
な？」といった気になったり、心配に感じた
お家には、その後も、続けて訪問するように
しています。
　これからも、こうした家庭訪問を続けてい
きます。

2 3

151

　このような計画を拝見でき、東京での就職を考えてお
りますが、子育てする際には、ぜひ北九州に戻ってきた
いという思いが強くなりました。高校や大学や図書館な
どを利用して、ぜひ１０代への周知を推進することで１
０代にもっと北九州市を好きって欲しいと思います。

　子どもプラン策定後も、広く周知を図って
いきたいと考えています。ご提案の場所の活
用も検討します。

2 1
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

152 2 1

　お父さんお母さんが仕事に行っている間、
子どもは保育所に行きますが、お父さんお母
さんによっては、会社の中にある保育所がい
いとか、子どもとずっと一緒に仕事したいと
いった考えもあると思います。
北九州市では、お父さんお母さんが、やりが
いを感じ働きながら、お家で子どもと楽しく
過ごせるようにすることを進めています。こ
のことを「ワーク・ライフ・バランス」とい
います。
　北九州市では、この「ワーク・ライフ・バ
ランス」を進めていくために、業界を代表す
る人や、そのほかの働いている人、市役所の
人などが集まって、「北九州市女性活躍
（じょせいかつやく）・ワークライフバラン
ス推進協議会（すいしんきょうぎかい）」を
つくり、どうやって「ワーク・ライフ・バラ
ンス」を進めていったらいいか、議論（ぎろ
ん）したりしています。
　具体的（ぐたいてき）には、残業（ざん
ぎょう）を減らすこと、子育てをしているお
父さんお母さんを手助けする制度をつくった
りすること、女の人が働きやすいようにして
いくことなど、働いている人たちのために
もっとよくしていくためにはどうするべきか
の話合いをしています。
　平成２９年には、社長さんなどが集まって
「北九州イクボス同盟（どうめい）」をつく
り、働きやすいまち北九州を目指して、働い
ている人たちのためにもっとよくしていこう
と取り組んでいる社長さんに、いろいろ学ん
でもらったり、アドバイスをしに行ったりし
ています。
　こうしたことが進んでいけば、会社に子ど
もを連れていける場所もできていくかもしれ
ません。会社に行かなくて、お家で仕事がで
きるようなことも増えていくかもしれませ
ん。
　これからも、お父さんお母さんたちが、
いっしょに働き、子育ても楽しくできるよう
にしていくためのお手伝いをしたり、いろん
なことをお知らせしたりしていきます。

施策14　子育てと仕事の両立に向けた環境づくり（13件）

会社などに子どもをつれていける場所
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

153

いくきゅうをのばす。

2 1

154

会社のざんぎょうをなくす。しゅっちょうをなくす

2 1

155

仕事にいる時間を短かくし、給料を高くする

2 1

156

働き方かいかくを進めます。

2 1

　北九州市では、お父さんお母さんが、やり
がいを感じ働きながら、お家で子どもと楽し
く過ごせるようにすることを進めています。
このことを「ワーク・ライフ・バランス」と
いいます。
　北九州市では、この「ワーク・ライフ・バ
ランス」を進めていくために、業界を代表す
る人や、そのほかの働いている人、市役所の
人などが集まって、「北九州市女性活躍
（じょせいかつやく）・ワークライフバラン
ス推進協議会（すいしんきょうぎかい）」を
つくり、どうやって「ワーク・ライフ・バラ
ンス」を進めていったらいいか、議論（ぎろ
ん）したりしています。
　具体的（ぐたいてき）には、残業（ざん
ぎょう）を減らすこと、子育てをしているお
父さんお母さんを手助けする制度をつくった
りすること、女の人が働きやすいようにして
いくことなど、働いている人たちのために
もっとよくしていこうと取り組んでいる社長
さんに、いろいろ学んでもらったり、アドバ
イスをしに行ったりしています。
　これからも、お父さんお母さんたちが、
いっしょに働き、子育ても楽しくできるよう
にしていくためのお手伝いをしたり、いろん
なことをお知らせしたりしていきます。

　育児休業（いくじきゅうぎょう）の制度
は、法律で決めらていて、今は子どもが２歳
になるまで伸ばすことができます。
　でも、そういった制度があっても、仕事の
ことを考えるとなかなか育児休業がとれな
かったり、とりづらかったりすることもある
と考えられます。
　こうしたことから、北九州市では、お父さ
んお母さんが、お家で子どもと楽しく過ごす
ことができるようにするため、お父さんお母
さんが、仕事の時間と子どもとの時間の両方
をバランスよく過ごせるようにすることを進
めています。このことを「ワーク・ライフ・
バランス」といいます。
　具体的（ぐたいてき）には、残業（ざん
ぎょう）を減らすこと、子育てをしているお
父さんお母さんを手助けする制度をつくった
りすること、女の人が働きやすいようにして
いくことなど、働いている人たちのために
もっとよくしていこうと取り組んでいる社長
さんに、いろいろ学んでもらったり、アドバ
イスをしに行ったりしています。
　これからも、お父さんお母さんたちが、
いっしょに働き、子育ても楽しくできるよう
にしていくためのお手伝いをしたり、いろん
なことをお知らせしたりしていきます。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

157

仕事をがんばった人たち用にマッサージきをおく

2 1

158

仕事をしている父、母がやすらぐための場所を作る。

2 1

159

寄付をして、大人カフェを作る

2 1

160

　気になったことは、お父さんとお母さんといる時間を
どう増やすかです。ぼくは、お父さんになったら、休み
の日とかに、子どもと遊んだりしたいです。

2 1

161

家ぞくの時間がほしい

2 1

162

子どもと話す時間をふやす。

2 1

　北九州市では、お父さんお母さんが、やり
がいを感じ働きながら、お家で子どもと楽し
く過ごせるようにすることを進めています。
このことを「ワーク・ライフ・バランス」と
いいます。
　北九州市では、この「ワーク・ライフ・バ
ランス」を進めていくために、業界を代表す
る人や、そのほかの働いている人、市役所の
人などが集まって、「北九州市女性活躍
（じょせいかつやく）・ワークライフバラン
ス推進協議会（すいしんきょうぎかい）」を
つくり、どうやって「ワーク・ライフ・バラ
ンス」を進めていったらいいか、議論（ぎろ
ん）したりしています。
　具体的（ぐたいてき）には、残業（ざん
ぎょう）を減らすこと、子育てをしているお
父さんお母さんを手助けする制度をつくった
りすること、女の人が働きやすいようにして
いくことなど、働いている人たちのために
もっとよくしていこうと取り組んでいる会社
や人を表彰（ひょうしょう）して、お手本と
してその内容を広く紹介したりしています。
こういうことをやっていけば、ほかの会社や
ほかの人たちにも広がっていくので、続けて
いこうと考えています。
　これからも、お父さんお母さんたちが、
いっしょに働き、子育ても楽しくできるよう
にしていくためのお手伝いをしたり、いろん
なことをお知らせしたりしていきます。

　北九州市では、お父さんお母さんが、やり
がいを感じ働きながら、お家で子どもと楽し
く過ごせるようにすることを進めています。
このことを「ワーク・ライフ・バランス」と
いいます。
　北九州市では、この「ワーク・ライフ・バ
ランス」を進めていくために、業界を代表す
る人や、そのほかの働いている人、市役所の
人などが集まって、「北九州市女性活躍
（じょせいかつやく）・ワークライフバラン
ス推進協議会（すいしんきょうぎかい）」を
つくり、どうやって「ワーク・ライフ・バラ
ンス」を進めていったらいいか、議論（ぎろ
ん）したりしています。
　これからも、お父さんお母さんたちが、
いっしょに働き、子育ても楽しくできるよう
にしていくためのお手伝いをしたり、いろん
なことをお知らせしたりしていきます。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

163

１カ月に１回、お母さん、お父さんを楽にさせる。（お
手つだいさんを入れる）

　お母さんとお父さんが協力して子育てがで
きるように、子育てについて学ぶ教室などを
実施したり、お母さんやお父さんの体調が悪
いときなどに子育てのお手伝いができるよう
にしてています。これからも、こうしたこと
を続けていきます。

2 1

164

ワイファイがつかえる店をふやしてほしいです。 　「いろんなお店でWifiが使えるようにす
る」ということについて、市役所としてでき
ることは少ないです。
　でも、商店街やお店を経営する人たちの手
助けをして、皆さんが行きたくなるようなお
店が増えるように取り組んでいますし、これ
からも努力していきます。

2 4

165

赤ちゃんにとって危なくない遊具や、勝手にどっかにい
かないようにさくを付けたらいいと思います。

　赤ちゃんが安全に過ごせるよう、安全な遊
具を作ったり、さくの中で遊ぶようにするこ
とは大事だと思います。
　遊具をつくる会社では、赤ちゃんがケガを
しないように気を付けながら作っています
し、赤ちゃん用のさくもお店で買うことがで
きます。
　でも、思いがけない事故が起こってしまう
こともあります。いろんな物で安全にするこ
とも大事ですが、お父さんやお母さん、家族
の人が、危なくないかチェックすること、気
を付けて見守ることも大事なことです。
　北九州市では、「元気のもり」に、赤ちゃ
んがお家の中で危なくないようにするための
勉強ができるコーナーを作っています。

1 4

166

安全・安心にすごせることが、とてもいいと思う 　安全に歩ける道や、安心して生活できる
家、災害があっても大丈夫にすることなど、
安全・安心にくらせるまちづくりに取り組ん
でいきます。 1 1

167

どこにいってもきれいな町であるために、花をうえた
り、ぽい捨てをしたりしないで、緑を増やしてほしいで
す。

2 1

　街なかの花や緑は、景観（けいかんー目に
見える景色や風景のこと）などのことを考え
ながら、計画的に整備をおこなっています。
これからも続けていきます。

施策15　子どもの安全を守る環境整備（89件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

168

自然を増やしてほしい。 　北九州市では、「まちの中に自然を増や
す」「自然の中にまちをつくる」「みんなに
自然を大切にするという気持ちになってもら
う」ことなどを目的として、「みんなで植え
れば１００万本」を合言葉に、平成２０年度
から「環境首都１００万本植樹プロジェク
ト」という取り組みを行っています。
　北九州市内のいろんな場所で、会社の人や
ボランティアの人、市役所の人などが植樹を
行っています。平成30年度までに、約７２
万本の「みどり」が増えています。
　これからも、こうしたことを行って、もっ
ともっと緑があふれるまちになっていくよ
う、努力していきます。

1 1

169

　私が学校へ登下校するときに使う通学路は、横が神社
で、周りが暗いし、台風があった次の日には、葉っぱが
回りに散らばって、こけそうになったこともあります。
１年生のときには、急な下り坂でころんで、頭やひざを
打って、ケガをしました。

2 1

170

　通学路を見守ったり、安全に歩ける道をつくると、安
心して、学校までいけるのでいいと思います。

2 1

171

通学路をもっと安全にしてほしい。（道を広くする。信
号機をふやす。信号無しをさせない）

2 1

172

自転車とほ道を分けてほしい 　自転車は、自動車の通る道の左はしを通ら
ないといけないので、北九州市では、自動
車、自転車、歩く人を別々に通れるようにし
ていこうとしています。
　自転車が通る道をつくるときは、いろんな
種類があるので、道路の幅（はば）や交通
量、近所に住んでいる人のことなども考えな
がら、警察とも相談して、一番いい種類の自
転車の道づくりを進めています。
　これからも、こうした取り組みを進めてい
きます。

2 1

173

おうだん歩道をもっとふやしてほしい。 　横断歩道をつくる仕事は、警察がやってい
ます。つくって欲しいところは、近くの警察
署や区役所に相談してください。

2 4

　通学路を安全にしていくために、平成２７
年１１月に「通学路交通安全プログラム」と
いうものをつくりました。
　このプログラムをもとに、小学校では、毎
年、通学路を点検しています。
　そして、５年に１度は、道路を管理してい
る市、警察、小学校が一緒に点検をするよう
にしています。
　こうした点検をして、危ない場所があった
ときは、どうしたらいいのか一緒に考えて、
危なくないようにしています。
　これからも、「通学路交通安全プログラ
ム」を使って、通学路の安全を守っていきた
いと考えています。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

174

点字を増やす。バス登校をできるようにする。 　高齢者や障害者など、誰もが安全で快適に
通行できるように、視覚障害者誘導用ブロッ
ク（点字ブロック）を増やしていくことなど
を進めています。
　これからも、障害者や高齢者、妊婦さんや
子ども連れの人たちなど、みんなが生活しや
すいまちをつくっていくため、バリアフリー
化（まちの中のいろんな「かべ」を取り除く
こと）に取り組んでいきます。
　小学校や中学校は、住んでいるお家から歩
いていける学校にしていますが、障害のある
児童生徒さんが「特別支援学校（とくべつし
えんがっこう）」に登校する場合は、バスを
用意しています。

2 1

175

通学路の方にかかっている木など切ってほいしです。 　家の中に生えている木は、市役所で勝手に
切ることができませんが、市役所が管理して
いる樹木（道路内に植えている木）であれ
ば、通行に支障がある場合、伐採できます
（切ることができますし、危険なものなどに
ついては切っています）。お父さんお母さん
に伝えて、区役所の「まちづくり整備課」ま
で連絡してください。

2 1

176

　安全に歩ける道を細い道にも信号をつけたり、自転車
が走るところと歩くところを別々にしていったら安全に
なると思います。

　「信号をつけること」「自転車が走るとこ
ろと歩くところを別々にすること」などは、
警察がすることなので、市役所で勝手に変え
ることはできませんが、「通学路安全プログ
ラム」という取り組みを行う中で、危ないと
ころは、警察に伝えて変えてもらっていま
す。
　これからも、安全な道路になるように取り
組んでいきます。

2 4

177
信号をつけてほしい

2 4

178
長い信号を少なくするといと思う。

2 4

179
歩道がないのでつけてほしいです。

2 4

180

　ぼくは、安全に歩ける歩道を増やすのがいいと思いま
した。理由は、安全に歩ける歩道がないとけがや、事故
が起きるからです。 2 1

181 ガードレールなどを増やしてほしい。 2 1

182

ガードレールのこわれているところ、なくてきけんた所
をなおす 2 1

183 歩道をキレイにしてほしい。 2 1

　信号をつける仕事は、警察がやっていま
す。つけて欲しいところがあったら、近くの
警察署や区役所に相談してみてください。

　みなさんが、安心して道路を歩くことがで
きるよう、これからも安全な道路をふやして
いきます。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

184

トンネルのらくがきをけしてほしい。 　らくがきのあるトンネルがあったら、お父
さんお母さんに伝えて、区役所の「まちづく
り整備課」まで連絡してください。 2 1

185

赤ちゃんが生まれて、散歩する時、近くにベンチなどが
あると、お母さんも安心すると思うので作ってくださ
い。

　ベンチを歩道に置くと、歩きにくくなるこ
とがあります。
　そのため、①たくさん人が集まって、そこ
にいる時間が長くなりそうな場所である、②
近くに休憩できる場所がない、③ベンチを置
いても歩く人の邪魔にならない、といった
チェックをして、置いても大丈夫な所に置く
ようにしています。
　どこにでもベンチを置くということはでき
ませんが、必要なところに置いていきたいと
考えています。

2 1

186

坂を少なくしてほしい

2 1

187

道がせまくて車がぎりぎりで通っているから広くしてほ
しい

2 1

188

歩道橋を新しくしてほしい。 　歩道橋は５年ごとに点検しています。
　この点検で、どれくらい「いたんでいる
か」に合わせて、塗装（ペンキ）のぬりかえ
などの工事をして、歩道橋を長く使えるよう
にしています。

2 1

189

3号線に自転車と歩行者の別々の道を作ってほしい。 　自転車が通る道をつくるときは、国とも話
し合いをしながら進めています。
　「国道３号」は、主に国が管理する（持っ
ている）道路ですので、ご意見を国に伝えた
いと思います。

2 1

　道路をつくるときは、決められた基準
（ルール）があります。
　できるだけ坂がゆるやかになるようにして
いますが、周りの地形や道路沿いの建物など
の状況によっては、やむをえない場合があり
ます。
　これからもみんなが生活しやすい道路づく
りに取り組んでいきます。

　道路を広くすることについては、地域の人
たちの意見や、土地を持っている人の考え、
そのほか、歩行者や車がどれくらい通ってい
るのか、地形、お金がどれくらいかかるか、
などを考えながら、進めていきます。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

190

のうやくを、まかないでほしい

2 1

191

災害があった時でも安心して、すごせる場所をつくって
ほしい。

　大雨や地震で避難（ひなん）が必要になる
と、北九州市は避難情報（ひなんじょうほ
う）を出して、避難所の場所をお知らせし、
「ここに避難してください」と伝えていま
す。
　災害にそなえて、どこを避難所にするのか
は、あらかじめ決めています。
　避難所は災害の種類（大雨の場合、地震の
場合など）に合わせて選んでいます。どんな
災害があっても安全に避難することができる
ようにしています。

2 1

192

災害があったときのために地下をつくる。 　北九州市で起こりやすい災害は、台風や大
雨、洪水などの「風水害」といわれるもの
や，地震などです。洪水などの場合、地下に
避難すると危ないので、地下に避難所をつく
ることは考えていません。
　災害が発生したときは、起こった災害の種
類に合わせて、避難所が決められています。
北九州市では、そのときの災害に合わせて、
一番安全な避難所を紹介するようにしていま
す。

2 1

　のうやくには虫をたいじするのうやくや、
ばいきんをたいじするのうやくなどがありま
す。
　一つののうやくが売られるまでには10年
以上の年月と、たくさんのお金がかかりま
す。このあいだに、のうやくが安全に使える
かどうかのじっけんを何回もくりかえしま
す。
　そして、国が安全に使えるとかくにんでき
たら、使っていいのうやくとしてとうろくさ
れます。
　このように、何回もかくにんをすることに
よって、安全なのうやくを売ることができる
ようになります。
　食べ物を作っている人は、きめられた使い
かたでのうやくをまいて、安全な食べ物をみ
なさんにわたしています。
　のうやくをまかないと、虫やびょうきがた
くさん出て、植物が全部しんでしまうことが
あります。そうなると、みなさんに食べ物を
わたすことができません。
　食べ物を作っている人も、のうやくをたく
さんまくとお金がかかり、つかれてしまうの
で、必要なりょうしかまきません。
　いろいろな人が、みなさんに安全な食べ物
をわたすためにどりょくしていますので、安
心して食べてください。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

193

寄付をして、とても高い丘に大きい建物を建てて、ひな
ん所を造る

　大雨で川の水があふれたりして、洪水にな
るような災害が起こったときに、水びたしに
なる危険がある避難所は、避難所のリストか
ら外しています。
　避難情報（ひなんじょうほう）を出すする
ときは、避難できる避難所もお知らせします
ので、市がお知らせする情報をしっかり確認
してください。

2 1

194

　子どもを主体とする施策ではあるが、自然災害や交通
事故を意識したまちづくりへの取り組みの推進は、祖父
母や両親が暮らしていく上で、とても安心です。

　北九州市では、長期的な観点から、北九州
市にふさわしいまちづくりの仕組みや考え方
を明らかにしていくことを目的に「北九州市
都市計画マスタープラン」を策定していま
す。
　「安全・安心なまちづくりを進める」を基
本方針とし、交通施設、公園、建物などのバ
リアフリー化や歩行者安全対策を促進し、人
にやさしいまちづくりを進めていきます。
　また、想定を超える災害により、防ぎきれ
ない事態が起こり得ることを前提に、被害を
いかに小さくするかということを主眼に、こ
れまで取り組んできた「ハード対策」ととも
に、的確な情報提供や速やかで確実な避難行
動、自主防災組織による助け合いなどの「ソ
フト対策」を重層的に組み合わせた「減災」
対策を進めていきます。
　このほか、交通事故の被害を減らすため、
地域の要望などを聞きながら、防護柵の設置
等を行い、歩行空間の安全性や快適性の向上
を図っていきます。

1 1

195

　災害があったときでも安心してすごせる場所をつくる
ことは、とてもいいことだなぁと思いました。
理由：災害があると、パニックになってしまうからで
す。

　北九州市は土砂災害、洪水災害、津波災害
などのハザードマップ（災害の種類・場所・
危険度などを示した地図）を作っています。
　自分が住んでいたり、普段行くことの多い
地域にどんな危険があるのかを調べること
で、災害が迫ったときどこへ行けば安全なの
か知ることができます。
　災害でパニックにならないよう、あらかじ
めどこへ逃げればいいのか確認しておくこと
が大切ですので、家族の方と一緒に調べて、
確認しておいてください。

1 1

196

暗い道にがいとうをつくってほしい。

2 1

197

ふしん者がでにくくしてほしい（公園など夜明るく）

2 1

　街灯にはいろいろ種類があって、誰が付け
ることを決めるのか、誰がお金を払うのか、
街灯の種類によって違います。街灯が消えて
いたり、付けて欲しいときは、まずは、住ん
でいる区の区役所（コミュニティ支援課）に
連絡するようにしてください。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

198

しん号、電灯、を増やし、見はらしをよくする。 　街灯にはいろいろ種類があって、誰が付け
ることを決めるのか、誰がお金を払うのか、
街灯の種類によって違います。街灯が消えて
いたり、付けて欲しいときは、まずは、住ん
でいる区の区役所（コミュニティ支援課）に
連絡するようにしてください。

　信号をつける仕事は、警察がやっていま
す。つけて欲しいところがあったら、近くの
警察署や区役所に相談してみてください。

2 1

199

110番の家をふやしてほしい

2 1

200

　通学路の公園で、まったく知らないおじさんに声をか
けられたこともありました。そして、私は公立の小学校
ではないので、ボランティアがいません。ボランティア
がいたらいいなと思うこともあります。 2 1

201

　安心して学校に行けるようみんなでつうがくを見守り
ます。りゆうは、みんながじこやけがをふせげるからで
す。 2 1

202

　ぼくは、赤ちゃんがすくすく育つようにサポートして
あげるようにします。理由は、おやはいろいろせないけ
ないことがあるし、けがをしたりしたらお医者さんにす
ぐみてもらえるから。登校しているときに大人がしてく
れるようにします。理由は、ぼくたちのためにふしん
しゃにまきこまれないようにしているからいいなと思い
ます。

2 1

203

もっとつうがくろうに犬などの動物がいてほしい

2 1

204

通学路や公園に人目につきにくいところを減らしてほし
い 2 1

205
人通りの多い場所にしてほしい

2 1

　通学路が危なくないようにするため、お父
さんお母さんの集まり（ＰＴＡ）や、学校で
は、危ないところがないか調べて、危なくな
いようにしています。
　「子ども１１０番の家」もその中の一つで
すが、「１１０番の家」をぜひやりたい、
やってもいいよ、と言ってくれる人たちがボ
ランティアでやっているものなので、そうい
う人を増やしていくことが必要です。
　これからも、１１０番の家もふくめて、通
学路を安全にするために、努力していきま
す。

　北九州市では子どもたちが安全・安心にく
らせるためにこんな取り組みをしています。
①北九州市の全校区には、地域の人たちでつ
くった「生活安全パトロール隊」というボラ
ンティア団体があります。この人たちはみな
さんの登下校の時に見守りをしたり、車など
に気を付けるよう教えています。
　通学路以外でも地域の見回りをして、声掛
けをしながら、ふしんな車や人がいないか、
防犯灯が切れていないか、などを確認してい
ます。
②みなさんがあぶない場所を自分で見分けら
れるように、小学生を対象とした「地域安全
マップづくり」を教えています。これは「入
りやすくて見えにくい」場所を「危ない場
所」として、実際に歩きながら調べ、地図を
つくり、そういった場所に近づかない、ひと
りで行かないということを学びます。
③そのほかに、「子ども防犯セミナー」があ
ります。このセミナーでは防犯の専門家が先
生になって、ふしんしゃからの「声かけ・つ
きまとい」から自分を守る方法を学びます。

33/97



No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

206

防犯ブザーを配るようにしてほしい。 　防犯ブザーは、お父さんお母さんの集まり
（ＰＴＡ）が中心になって、安い料金で買え
る取り組みを行っています。お父さんやお母
さんなど家族の方や、学校の先生に相談して
みてください。
　自分の身を守るためには、「いかのおすし
（※）」など、防犯教室で教わったことをで
きるようにしておくことも大切です。
　防犯ブザーの電池が切れていないかも、
時々確認をしておいてください。
※いかのおすし…「いかない」「のらない」
「おおごえでさけぶ」「すぐににげる」「し
らせる」

2 4

207

かんしかめらをたくさんつくる（おく） 　犯罪（はんざい）がおこらないようにした
り、安心してくらすことができるようなまち
にしていくため、北九州市では、防犯（ぼう
はん）カメラを取りつけて、撮影（さつえ
い）をおこなっています。
　地域の人や会社が、カメラをつけるとき
は、一部、補助（ほじょ・お金を出すこと）
もしています。
　これからも、地域の人たちや、警察（けい
さつ）の人たちと協力しながら、安全なまち
にしていきます。

2 1

208

（目標４に対して）みんな家の中に１つできるようにす
る

　みんなが家の中でも外でも、いつでも楽し
くいられるようにお、お父さんやお母さんを
応援していきます。
　そして、みんなが、赤ちゃんや赤ちゃんを
もっているお父さんお母さんを大切にでき
る、そんなまちになるよう、これからも努力
していきます。

2 1

209

わくわーくなどのおかしをふやす 　わくわーくのおかしは、障害のある人たち
が心をこめて作っています。たくさんの人
が、わくわーくなどのおかしを買って、おい
しいと言って食べてくれたら障害のある人た
ちの笑顔も増えます。
　みんなの笑顔があるれるまち北九州にして
いきたいと思います。

4 4

≪その他≫（35件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

210

給食にアイスをだす 　学校の給食の献立（こんだて）は、主食、
牛乳、副食の三つを大事にしながら、栄養の
バランスがとれるように、工夫しています。
　ご意見をいただいたアイスについては、給
食の時間が楽しくなる「デザート」の１つだ
と考えています。その日のメニューとの栄養
のバランスなどを確認しながら、アイスを出
せるかどうか、考えていきます。

4 1

211

学校に公しゅう電話がほしい 　電話機を置くにはお金がかかること、置い
た後どのように管理（かんり）していくかな
ど、いろいろ事情があって、今は、公衆電話
（こうしゅうでんわ）をおくことは考えてい
ません。
　どうしても家に電話をかけないといけない
ときは、先生に相談してみてください。

4 3

212

学校のトイレをきれいにしてほしい。 　トイレを新しくしていくため、学校のトイ
レ工事を進めていますが、毎年、「学校の工
事に使えるお金は〇〇円までです」と決めら
れているので、使えるお金の中で、順番に進
めています。 4 1

213

学校にエレベータ・エスカレータをつくってほしい 　新しく作る学校についてはエレベーターを
つけていますが、今ある学校はエレベーター
をつける予定はありません。
　エレベーターが必要な人がいる場合は、教
室の位置に気を配ったり、移動するときに皆
で助け合ったりして、エレベータがなくても
困らないようにしています。

4 1

214

学校のトイレの数を増やしてほしい。 　児童生徒さんが増えている学校について
は、増やしていくこともあるかもしれません
が、北九州市の学校全体で考えると、子ども
の数が毎年減っているということもあって、
今のところ、学校のトイレの数を増やすこと
は考えていません。
　トイレが使えなくなったりしている場合
は、先生に伝えてください。

4 1

215

学校に自転車できてもいい

4 3

　自転車で事故にあうといけないので、歩い
て通学することになっていますが、中学校で
は、住んでいるところによって、自転車で通
学できる学校もあります。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

216

学校でテレビが見れるようにする。自転車登校〇 　学校のテレビは教育用として利用すること
になっているので、教育以外のものは見るこ
とができません。

　自転車で事故にあうといけないので、歩い
て通学することになっていますが、中学校で
は、住んでいるところによって、自転車で通
学できる学校もあります。

4 3

217

寄付をし、学校を発てんさせる 　学校の発展につながる寄付として、北九州
市には「学校応援基金」という制度がありま
す。これからも、たくさんの方に寄付してい
ただけるように取り組んでいきたいと考えて
います。

4 1

218

宿題学校でOK 　学校は授業を受けるところです。授業での
やり残しをしたり、教わった内容を繰り返し
練習することで、授業の内容が身につくの
で、宿題は家庭で行うようにしています。 4 3

219

学校を、週５～６日から週２～３日ににする

4 3

220

みじかくする（６時間から３時間）

4 3

221

学校に自分がもってきたいものをもってきてほしい 　学校になんでも持ち込みできるようにする
と、危険なものも持ち込んでしまうこともあ
り、けがなどにつながることもあるかもしれ
ません。そのため、持ち込んでいいものを決
めています。

4 3

222

私服登校（中学） 　平成９年度に市内の中学校１校で、私服登
校ができるようにしましたが、見直ししてほ
しいという意見がたくさんあったので、平成
18年度の新入生から標準服に戻しました。
　そのときのアンケートで、半数以上の生
徒、保護者、地域の方が標準服がいいと思っ
ていることが分かりました。

4 3

223

ランドセルがおもいから教科書をタブレットなどにして
軽いものにしてほしい

4 1

　学校は子どもたちが成長するために授業を
受けるところです。授業は子どもたちが成長
するために必要な時間数が決められていて、
学校に週５～６日通うことで、その時間数の
授業が受けられるようになっています。

　北九州市では令和元年度から、順番でタブ
レットを使う学校を増やして、タブレットを
使った授業ができるようにしていく予定で
す。教科書をタブレットにするのかどうかな
ども考えていきます。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

224

教科書をすべてAIにする 　教科書をタブレットのように電子化したい
という意味でしょうか。
　北九州市では令和元年度から、順番でタブ
レットを使う学校を増やして、タブレットを
使った授業ができるようにしていく予定で
す。教科書をタブレットにするのかどうかな
ども考えていきます。

　ＡＩはこれまで人間がしていたようなこと
を、人間のかわりにできるので、いろいろな
使い方ができるとみんな楽しみにしています
が、今は「教育」にどうやって使えるのかあ
まり分かっていません。これからも、ＡＩが
どう使えるのか考えていきます。

4 1

225

小・中学生の荷物を軽くします。（重くて、かたが痛
い）

4 1

226

ランドセルそのものをかるくしてほしい 　ランドセルの材質については、いろいろな
ものがあるようです。最近では、軽いランド
セルも種類が増えているようです。ランドセ
ルを売っているお店の店員さんが詳しいと思
います。

4 4

227

学校への通きんバックを、ランドセルだけじゃなく、か
たがけなどでも、いっていい。

　ランドセルは厚くて壊れにくく、教科書等
の中身を守ってくれることや、ころんだ時の
クッション代わりになる、また、両肩にバラ
ンスよく重さが加わるので、体がきつくなり
にくい等のメリットがあると言われていて、
学校ではランドセルでの通学をお願いしてい
ます。

4 3

228

折尾駅のホームに、小さいコンビニや、うどんの店など
を作ると、にぎやかになると思う

　いただいたご意見も参考にして、地域の人
たちの声を聞きながら、JR九州と協力し、
折尾駅を含む折尾のにぎわいづくりに取り組
んでいきます。

4 4

　学校で教わった内容を身につけるために
は、家での学習が大切です。そのため、教科
書は持って帰るように決めています。しか
し、荷物が重いと大変なので、一部を学校へ
置いておくなど、各学校で工夫して行ってい
ます。また、終業式など、特定の日に荷物が
多くなりすぎないように、計画的に持ち帰る
ようにするなど、引き続き考えていきます。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

229

すべて特産物にする 　気候（気温や雨の降り方）など様々な理由
から、その土地で特徴のある農産物などを
「特産物」としています。
　北九州市では、農家の人たちが、いろんな
農産物をつくっていますが、生産量が少ない
といったような理由から、全ての農産物を
「特産物」にすることができていません。
　北九州市は、農家、JA（農業協同組
合）、福岡県の人たちと協力して、「特産
物」（農産特産物）の開発のために努力して
います。
　また、既に「特産物」になっているもの
は、宣伝（せんでん）をして、北九州市の
「特産物」が全国に広がっていくように、努
力しています。
　ぜひ、北九州市で作られた農産物をお店で
探して、たくさん食べてみてください。

4 4

230

すべて特産物にする 　気候（気温や雨の降り方）など様々な理由
から、その土地で特徴のある農産物などを
「特産物」としています。
　北九州市では、農家の人たちが、いろんな
農産物をつくっていますが、生産量が少ない
といったような理由から、全ての農産物を
「特産物」にすることができていません。
　北九州市は、農家、JA（農業協同組
合）、福岡県の人たちと協力して、「特産
物」（農産特産物）の開発のために努力して
います。
　また、既に「特産物」になっているもの
は、宣伝（せんでん）をして、北九州市の
「特産物」が全国に広がっていくように、努
力しています。
　ぜひ、北九州市で作られた農産物をお店で
探して、たくさん食べてみてください。

4 4

231

ショッピングモールを作ってほしいです。

4 4

232
いろいろな店をふやしてほしいです。

4 4

233
店を増やし、外出する大人を増やす。

4 4

　市がショッピングモールを作ることはでき
ませんが、商店街やお店を経営する人たちを
支援し、いろいろなお買い物ができるお店が
増えるように取り組んでいきます。

　商店街やお店を経営する人たちを手助け
し、いろいろなお買い物ができるお店が増え
るように取り組んでいきます。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

234

スカイツリーをつくってほしい。 　スカイツリーは、展望台があったり、周り
にはプラネタリウムやショッピングモールな
どもあって、楽しい場所だと思います。
　北九州市にスカイツリーはありませんが、
スカイツリーと同じくらいの高い「新日本三
大夜景」の皿倉山の展望台がありますし、も
う少ししたらショッピングモールの中に新し
いプラネタリウムもできます。
　北九州市にも良いものがたくさんあるの
で、いろいろ発見してみてください。

4 3

235

校内にショッピングモールを作ってほしい。 　楽しいアイデアをありがとうございます。
学校の中にショッピングモールをつくるのは
なかなか難しいですが、学校がもっともっと
楽しい場所になるといいな、ということだと
思います。
　先生たちにいろいろ自分たちの考えや意見
を伝えてみてください。そうすれば、学校が
もっと楽しい場所になっていくと思います。

4 3

236

通学路の近くに文ぼう具やがあると、いつでも買いに行
けるので作ってほしいです。

　北九州市では、お店を始めようとしている
人のお手伝いもしますが、どこで、どのよう
なお店を開くのかは、その人が決めます。
　近くにお店がない場合は、ノートやえんぴ
つ、じょうぎなど、学校で使うものは、前
もって、足りているか確認しておいて、早め
早めに買うようにしてみてはどうでしょう
か。

4 3

237

　学生の方々にも子育ての知識をみにつけた方が子育て
するときに参考になりやすいので、学生の方々のための
子育てについての講演を開く。

　思春期の子どもたちの健全な健康づくりを
支援するために、市内小学校・中学校におい
て「思春期健康教室」を実施しております。
　また、その教育の中で、胎児体験や赤ちゃ
ん人形の抱っこ体験なども行い、いのちの大
切さについても触れています。

2 1
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

238

もっと保育士になってもらえるような制度をつくった方
がいいと思います。

　北九州市では、保育士になりたい人に声か
けをしたり、保育士になりたい人と保育所を
つなげる「保育士・保育所支援センター」と
いうところをつくっています。
　そのほかにも、保育士さんの働く環境をよ
くしたり、お給料を上げる取り組みをしたり
しています。１０月からは、新しい制度とし
て、保育士さんの住宅を用意してくれる保育
所にお金を出すことも始めました。
　保育士になってからも、保育の仕事をやっ
ていくうえで必要なことを学べるようにした
り、ずっと保育士を続けてもらえうよう悩み
相談の場をつくったりもしています。
　これからも、保育士になりたい人が増えて
いくように、こうした取り組みを続けていこ
うと考えています。

2 1

239

保育所を増やしてほしい。 　子どもプランをつくるにあたって、「今ま
でどれくらいの子どもたちが保育所を使って
いたのか」というデータを調べて、これから
保育所に通う子どもの数を計算しました。計
算した数の子どもがみんな保育所に入ること
ができるようにしていこうと考えています。
　例えば、保育所に似た施設として「認定こ
ども園（にんていこどもえん）」というもの
があり、この「認定こども園」を増やした
り、保育所を新しくする工事を行うときに合
わせて、お部屋を増やしたりしていこうと考
えています。
　保育所が広くなっても、保育士さんがいな
いと入れないので、保育士さんがもっと増え
るようにもしていきます。
　こうした取り組みをこれからも続けていき
たいと考えています。

2 1

240

　放課後児童クラブで親の迎えを待っている子どもたち
に、放課後高校生が出向いて少しの間ふれあえる機会を
作ったりするといいと思います。
　親の迎えを心細く待っている子も高校生とふれあうこ
とで楽しく過ごせるからです。

　放課後児童クラブのイベント等の取り組み
については、各クラブにおいて内容を決定し
ています。
　ご意見いただいた取り組みを行う運営団体
があれば、市としても必要な支援を行いたい
と考えております。

2 1
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

241

子どもたちが外で遊べる場所を増やしてほしい。 　北九州市では、子どもの遊び場を良くして
いこうと考えています。
　外で遊ぶ場所として代表的なのは公園です
が、公園については、これからも安全に使え
るようにしていきます。
　このほか、「プレイパーク」というものが
あります。これは、子どもの「やってみた
い」という気持ちを大切にした外遊びの場
で、自分のやり方や自分のペースで工夫し、
挑戦し、失敗しながら遊びます。できなかっ
たことができるようになることがこの「プレ
イパーク」の良いところです。
　土・木・水・火などの自然のものを使って
遊びます。ホームページでお知らせしていま
すので、ぜひ遊びにきてください。
　近くの公園でも、遊具がなくてもいろんな
遊びができると思います。みんなで意見を出
し合って、遊んでみてください。

2 1

242

図書館とは別のテスト期間勉強できる施設がほしい。 　地域の図書館のほか、黒崎にある「ユース
ステーション」の学習スペースやフリース
ペース、それぞれの地域にある市民センター
や各区の生涯学習センターにあるフリース
ペースを使うことができます。利用してみて
ください。

2 1

243

駅の近くに勉強をするための施設を増やしてほしい。 　黒崎にある「ユースステーション」の学習
スペースやフリースペース、それぞれの地域
にある市民センターや各区の生涯学習セン
ターにあるフリースペースを使うことができ
ます。利用してみてください。

2 1

244

外でボール遊びができる公園等が少なくなった。 　ボールで遊べる公園があると、遊びのはば
が広がって、すごく楽しくなると思います。
でも、公園の広さや利用しているほかの人た
ちのことも考えないといけないので、全部の
公園をそのようにすることは、なかなかむず
かしいと考えています。

2 1

245

　あらかじめ、用意されたボランティアではなく、子ど
もたちが自発的に選択し取り組める活動にするため、大
人たちはそのサポート、つまりは、裏方に徹してほし
い。例えばボランティアグループ立ち上げに資金援助、
情報提供など。

　広いグラウンドなど、ボール遊びができる
公園もあるので、お友達と一緒にいろいろ探
してみてください。

2 1

41/97



No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

246

　“学校でいやな事があったり、学校にいきたくないと
思った時でも、すぐ相談できるようにします”というプ
ランに対して僕の考えは、今の時代、自分から相談をし
に行くというのは、ハードルが高いし、僕たちの世代に
あってないと思います。なので、スマホの中でアプリを
作ります。具体的に説明すると、ＬＩＮＥのような形で
登録などは簡単なものにし、名前などは、テキトーに、
生年月日・パスワードも不要、気楽に話せるをコンセプ
トにします。
　そして、このアプリと同時に、このアプリに登録し、
相談をしてくれた人たちの相手をするためだけのチーム
を作ります（なるべく若い人、引きこもりやニートなら
一石二鳥！）。僕は１対１で面と向かって話がしたいで
す。大人対子どもの座談会では意味がないと僕は思いま
す。

　北九州市では、今のところ、ＳＮＳやアプ
リを使った相談は行っていませんが、いつで
も、電話やメールで相談にのってくれる「２
４時間子ども相談ホットライン（093-
881-4152）や、専門のスタッフがアドバ
イスやその人にあった支援を行う、子ども・
若者応援センター「ＹＥＬＬ（エール）」と
いう総合相談窓口があります。
　また、不登校の中学生のところに直接訪問
する取り組みも行っています。
　自ら相談しに行くのは、ハードルが高いと
思っている人は多いかもしれないので、悩み
や不安を気軽に相談できるにはどうしたら良
いのか、ＳＮＳなどを使った相談方法につい
ても考えていきます。

2 1

247

不登校の人たちが集まれる場所があったらいいと思う。 　子ども・若者応援センター「YELL」は、
不登校などに悩（なや）んでいる人たちが相
談にきたり、活動に参加したりする場所で
す。
　戸畑区の「ウェルとばた」という建物の中
にあります。
　ここでは、いろいろな活動に参加できる
「プログラム（それぞれの人に合わせてつく
られる活動メニューのようなもの）」などを
用意しています。

2 1

248

　児童虐待が新たな問題になっているため、児童相談窓
口に取り組みの徹底と、その存在を知ってもらうための
取り組みをする。

　北九州市には、児童相談窓口として、区役
所子ども・家庭相談コーナーと子ども総合セ
ンターがあります。
　虐待の相談を受けた場合は、子どもの安全
確認や調査を行っています。
　これらの窓口をより多くの市民に知ってい
ただけるよう市政だよりやポスター、パンフ
レットの配布などを行っており、今後とも広
報に努めます。

2 1

249

　父親がミルクをあげたり、オムツ替えをしたりするこ
とがもっとしやすくなるような環境作り。

　いろんなところに、おむつ替えのできる場
所やミルクをあげられる場所がありますが、
母親しか使えないようなところもあるようで
す。
　父親もこうした場所を自由に使えるように
していくことが、男性の育児を進めることに
もつながると考えています。現状を把握し、
今後の方向性を検討していきます。
　ご意見を踏まえ、素案１３４ページ、施策
１４の＜方向性＞について、「男性の家事・
育児などへの参画を促進するための取り組
み、環境づくりを推進します。」に修正しま
す。

2 2
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

250

ゴミ箱を増やしてほしい。 　以前は、公共ごみ容器（みんなが使うゴミ
箱）は、まちにごみが散らかることを防ぐた
め、人通りの多い歩道や乗り降りの多いバス
停などに置いていました。
　でも、こうしたごみ容器を置くことで、ご
みを散らかすことにつながったり、家庭のご
みを持って来て捨てる人がいたり、といった
問題が起こったため、平成１８年度に、こう
したゴミ箱を全部なくしました。
　その後、みなさんに聞いてみたところ、
「ごみが減り、きれいになった」という意見
がほとんどでした。また、他のまち（政令指
定都市）でも、ごみ容器は置いていません。
全国的にもごみ箱を置かない考え方が進んで
いますし、北九州市でも「ごみの持ち帰り」
を進めています。
　こうしたことから、公共ごみ容器（ゴミ
箱）をもう一度置くことは考えていません。

2 1

251

夜のバイクの音をなくしてほしい。

2 1

252

　登り坂を減らす、段差をなくす 　道路をつくるときは、決められた基準
（ルール）があります。
　できるだけ坂がゆるやかになるようにして
いますが、周りの地形や道路沿いの建物など
の状況によっては、やむをえない場合があり
ます。
　市の施設や、歩道については、これから
も、段差をなくすように取り組んでいきま
す。

2 1

253

　北九州は他県から「こわい」というイメージがあるよ
うなので、犯罪を減らせるようにしてほしい。

　北九州市は、犯罪が減ったり、暴力団が少
なくなったりして、安全なまちになりました
が、いまだに「暴力のまち」といったイメー
ジが残っています。
　このイメージをなくすため、これからも、
市外の人たちに、北九州市が安全・安心なま
ちになっていくためやっていることや、北九
州の本当の姿（安全なまちだということ）を
しっかり伝えていきます。

2 1

　うるさいバイクの音は、迷惑行為（めいわ
くこうい）のひとつとして、防止のための啓
発活動（「してはいけない」ということをお
知らせすること）などを行っています。
　警察などへの協議・相談を行いながら、迷
惑行為の防止を進めていきたいと考えていま
す。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

254

　バス停で22：00頃電気が消えたのですが、もう少し
だけつけててほしい。

　街灯にはいろいろ種類があって、誰が付け
ることを決めるのか、誰がお金を払うのか、
街灯の種類によって違います（※）。
　街灯が消えていたり、付けて欲しいとき
は、まずは、住んでいる区の区役所（コミュ
ニティ支援課）に連絡するようにしてくださ
い。

　※「防犯灯」は町内会・自治会、各区コ
ミュニティ支援課、「街路灯・生活街路灯」
は、各区まちづくり整備課、バス停の灯具
は、バス事業者（西鉄、北九州市営バスな
ど）が管理しています。

2 1

255

夜の帰り道が暗い。

2 1

256

　計画の中の「成果指標」に「増加」や「維持」など、
数値化されていない目標が設定されていますが、数値化
する必要があるのではないか。これでは「指標」とはい
えないのではないか。

　今回の計画では、大きな方向性として、主
に「増加」「減少」などを目標にしていま
す。
　なお、計画策定後、実績やアンケート調査
の結果等をもとに、成果指標の基準値（ス
タート地点としての具体的な数値）を示して
いきます。

3 1

　市民の暮らしの安全・安心に配慮し、道路
空間の規定の明るさが保たれるよう努めてい
きます。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

257

　市の政策は点と点を結ぶ政策は充実していると感じる
が、今後は面的な（包括的な）政策に期待する。例えば
働きながら出産・育児し、保育所へ預けることを考えて
いる人には１回の申し込みでサポートが完結するような
仕組みが必要である。
　加えて、各施策の内容（質）の向上を期待している。

　切れ目ない支援を行っていくにあたって
は、ご提案のようなワンストップ化をさらに
進めていくことが重要であると考えます。質
の向上を含め、引き続き、利用者目線に立っ
た改善に取り組みます。

2 1

258

　第１子（１１歳）、第２子（７歳）がいるが、幼少期
の子育て環境はとてもよく、今回のプランでさらに改善
されていると感じた。

　乳幼児期は、子どもの成長にとって重要な
時期であり、今後も、保育園、幼稚園などの
関係機関と協力しながら、よりよい環境づく
りに努めます。 1 1

259

　北九州市は、子育ての制度、施設、体制など、環境が
整っていてとても良いと思う。この計画も行き届いてい
て、素晴らしいと思う。

　引き続き、本計画に基づき、子ども・子育
て支援に取り組みます。

1 1

260

　各目標ともに、未就学児・小学生の施策は充実してい
るが、中学生・高校生の施策が少ないように感じる。

　未就学児・小学生については、保育所・幼
稚園、放課後児童クラブといった施策が盛り
込まれていますが、中学生・高校生となる
と、それに代わるものとしては、学校生活、
部活動等になります。
　この部分、特に、子どもの教育に係る部分
については「第２期北九州市子どもの未来を
ひらく教育プラン」に定めることとしていま
す。（素案２ページにその旨記載していま
す。）
　また高校生については、主に福岡県の所管
となるため、「福岡県学校教育振興プラン」
の中に盛り込む形となっています。
　この結果、子どもプランでは、ボランティ
ア活動や様々な体験の場の提供など、学校教
育以外の内容を主に掲載するとともに、青少
年の健全育成という観点から、非行防止や自
立・立ち直りの支援の施策を主に掲載するス
タイルとなっています。
　今後施策を推進していくにあたっては、他
の計画とも連携を図りながら、効率的、効果
的に取り組んでいきます。

2 1

≪計画全般に関わるもの≫（10件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

261

　放課後児童クラブで働いている。
　それぞれの学年で子どもたちに必要な配慮や対応は異
なる。
　子どもとの関わりから、その保護者、学校の先生方と
子ども１人から何人ものひとへとつながっており、子ど
もは子どもを取り巻く環境に大きく影響される。そんな
中で虐待やネグレクトなど自ら動けない子どもとの信頼
関係を築く継続的な働きかけや関わりの必要性を感じ
る。
　「子どもプラン」では、様々な取り組みが子どもたち
の成長に合わせ、配慮されていることを感じた。素晴ら
しい講師による研修会に参加させてもらったことで、現
場で子どもへのよりよい対応や合理的配慮を要するこど
もへの対応などの実践へとつなげることができている。
　そういったことも含めて「子どもプラン」での様々な
かかわりや取り組みによって今後も北九州市がよりよい
住みやすい都市として人と人との信頼関係のもと、つな
がり、発展していくことを願っている。

　子どもプラン第３次計画では、基本理念を
見直すとともに、全体像（素案３９ページ）
を作り直しました。
　これにより、北九州市で実施する子ども・
子育て支援の取り組みが一つの理念に集約さ
れるとともに、それぞれの施策や具体的取り
組みが、子どもたちの特性や家庭環境、成長
過程にどう関わっていくのか、分かりやすく
示すことに努めました。
　この計画（基本理念、全体像）を市全体で
共有していくことが、いろんな分野の連携、
協働の推進につながるものと認識していま
す。策定後は、この計画を推進しながら、そ
の周知にも取り組んでいきます。

1 1

262 3 1

　子どもプランでは、法令等に基づいた行政
計画という位置づけもあり、子どもを主体と
いう考えを持ちつつ、主に行政として何をし
ていくのかを掲載する形となります。
　パブコメでいただいた子どもの意見では、
弟や妹のために、友達のために、自分として
できることをやっていきたいという思いを感
じることもできました。この計画を子どもた
ちにもっと知ってもらい、子どもたちも、家
庭の一員として、地域の一員として、関わっ
てもらえるよう周知に努めます。
　今回の計画は、「元気発進！子どもプラン
（第３次計画）」という名称からもわかると
おり、これまでの計画を引き継ぐ形となって
います。
　今回、計画の視点に「子どもの権利を大切
にする」を追加したり、施策に「地域におけ
る子どもの居場所づくり」を追加するなど、
新たな内容を盛り込み発展させています。
　また、各施策を推進する具体的な取り組み
についても、新規・拡充を図り、より良いも
のにしていきたいと考えています。
　このプランの掲げた基本理念「子どもたち
の未来を育み、みんなの笑顔があふれるまち
北九州」や、５つの目標を実現できるよう、
積極的に取り組みを進めていきます。

　計画の視点の第１番に「子どもが主体」と掲げている
にも関わらず、基本理念のサブタイトルに「子育て日本
一を実感できる・・・」と「子育て」という言葉がでて
いるので、大人のための計画なのでは？と感じた。
　計画書を全体的にみて、これまでの５年間の踏襲なの
ではと思った。各項目の主な取り組み欄をみても、既に
実施されていることが書いてあることが多く、「課題」
を本気でこれで解決しようとしているのかなと思ってし
まう。
　そもそも、このプランを作った人たちは、これが実現
したら素敵な市になるだろうとワクワクしながら計画を
立てたのか。
　「主体性が育つまちをつくる」と目標２にあるが、ワ
クワク・ドキドキする感情って子どもだけではなく、大
人になっても何歳になっても自らが動こうとする大きな
原動力になると思う。　動くから世の中が変わってい
く。
　正直、これから先の５年間を計画しているこの第３次
プランは、そのような時流を加味した内容とは取れず、
５年後、「子育て日本一」は過去の遺物と化し、北九州
は国の施策の流れや世の中の流れから立ち遅れていくば
かりなのではと危惧する。
　北九州を活気にあふれる魅力ある街にするためには
ハード部分（都市井計画）の整備とソフト部分（人財育
成）の整備があると思うが、そのハード部分ではなく、
ソフト部分がこの次世代育成計画だと思う。現状から考
えた半歩先行く地に足がついた計画も大事だが、もっ
と、夢があって将来明るい希望・期待がもてるようなワ
クワク・ドキドキが詰まった計画も盛り込んでほしいと
思う。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

263

　大まかに、「やりたいこと」は伝わってきが、具体的
なことは何も書かれていないので、「そうなったら良い
な」という、ぼんやりとした感想しか出てこない。 2 1

264

　書いてあることは　子育てに大切なことを網羅してあ
り立派だと思うが、「充実します」、「維持します」、
などの言葉なので具体的にどうやっていくのかがよくわ
からない。
　それぞれの分野の建前でなく本気度が大切だと思う。

2 1

265

　全体的に子どものことを考えた素晴らしいプランだと
思うので、実効性のあるものになればいいと思う。

1 1

266

　北九州市は、人口減少が進む中、少しでも子育て世代
が住みやすいと実感できるように、このような計画や実
践をしているが、妊娠・出産・育児・教育などに関し
て、切れ目なく、また細かく子育て世代を支援してくだ
さる体制に、一市民としてありがたさと心強さを感じて
いる。このような骨組みがしっかり掲げられていること
で、子育て日本一として取り上げられることも多いのだ
と分かった。

　子どもプラン第３次計画では、基本理念を
見直すとともに、全体像（素案３９ページ）
を作り直しました。
　これにより、北九州市で実施する子ども・
子育て支援の取り組みが一つの理念に集約さ
れるとともに、子どもの成長に応じて切れ目
なく関わっていくことを分かりやすく示すこ
とができたと考えています。

1 1

267

　全ての項目において、具体的な数値目標を掲げ、手順
を踏まえ、人材育成と予算確保を図るべきである。
　SDGSには、具体的な数値目標がある。北九州市、各
区、各中学校区、単位での目標を明確にし、その進捗を
発表すべきである。

　子どもプランに掲げている取り組みについ
ては、それぞれ代表的な指標とその目標を定
め、進捗状況を検証しながら、ＰＤＣＡサイ
クルに基づく見直しを継続的に行っていくこ
ととしています。
　また、各施策をＳＤＧｓの１７のゴールと
関連づけ、取り組みを推進していきます。

2 1

268

　SDGｓは、１人１人が今、自分のいる場所から１人の
ちからは微力ではあるが、SDGｓのゴール、目標に向
かって、自分でもできる小さなことを様々な方向から
日々取り組んでいけるといいと思う。

　既にやっていることの中にＳＤＧｓの１７
のゴールを見つけることも大事なことだと考
えます。
　こうした身近なことの実践が、ＳＤＧｓの
活動の広がりにつながります。
　これからも、市民や企業、団体などと連携
し、市一体となって、ＳＤＧｓ達成に向け取
り組みを進めていきます。

1 1

269

　SDGsに関連して、国連子どもの権利条約が総括した
所見の一つに「気候変動問題」についての勧告がある。
子どもの権利と気候変動の関係性を意識した内容が一つ
も入っていないが、入れるべきではないか。

　ご意見を踏まえ、素案１４２ページの＜現
状・課題＞の文章を追加・修正します。
　「気候変動がもたらす異常気象等により、
自然災害が頻発しています。こうした災害時
には、…、子どもたちが抱える不安の大きさ
は想像に難くありません。」

3 2

　子どもプランは、今後５年間の北九州市の
子ども・子育て支援の方向性と目標を示すこ
とに重点を置いたものとなっています。
　５つの目標に向かって、みんなの笑顔があ
ふれるまちをつくっていきます。

≪総論≫（10件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

270

　「子どもの権利」について市民全体が正しく理解し、
行動原則とすることを目指し啓発活動、実活動での評価
基準などを明示すべきである。

　「子どもプラン」を推進していくために
は、子どもプランの視点の一つ「子どもの権
利を大切にする視点」を市全体で共有するこ
とも大事だと考えています。
　ご提案の件については、ご意見として承り
ます。

2 1

271

　2019年は子どもの権利条約が採択され30年日本が
批准して25周年という節目の年である。素案にある4つ
の視点の一つ「～子どもの権利を大切にする視点」では
弱いのではないか。大人が良かれと思う子どもの最善
は、子どもにとってすべて良いわけではない。加えて子
ども達という集団ではなく一人ひとりの生存と発達を大
切にする観点から、子どもの権利は大切にするのではな
く「守る」ものであり、大人も、子供自身も、子ども時
代という固有の権利が保障されるとの周知を図っていく
ことが重要と考える。

　素案３４ページの中に記載のとおり、子ど
もの権利については、「擁護」という言葉を
文章の中で使用しているように、「守ってい
く」ことを明記しています。
　視点については、より親しみやすい「大切
にする」という表現を使用することとしたも
ので、子どもの権利を守っていくことを否定
したり弱めたりする意図ではありません。

3 3

272 2 1

　市の施設の今後のあり方について、子供達の意見を集
めるべきである（特に子供向け施設においては必須）。
　たとえば、グリーンパークや山田緑地、子育て支援施
設、などについて、その役割やあり方について行政や運
営者のみならず、利用者も学び、共に育っていくという
考え方から、常に子供達への啓発や意見表現の機会を保
障し施設運営や、活動内容について反映させる必要があ
る。
　近隣住民・利用者の意見を聞くことと合わせて、子供
の居場所や学び場、市全体からみた位置付けなどを明確
化し、共に場所を作り育て、担っていくという市民教育
が必要である。
＊グリーンパークには、むかしからあったローラー滑り
台や森の中の木製遊具をリニュアルして欲しいという希
望が多い。（にもかかわらず、コンクリート詰めのブラ
ンコや、監視員がいないと利用できない有料遊具が設置
されている）
＊昔ながらの、藤棚のよしずのさしかけられた砂場がほ
しい。
＊グリーンパークの水辺に、緩やかな流れのあるエリア
を設置し、ザリガニ釣りや外来生物について学ぶコー
ナー作り、高刈りされた昆虫保全ゾーンでの生物観察体
験コーナー、竹害について体験を通じて学ぶコーナーな
ど、北九州ならではの体験を通じて学ぶ展示があると良
い。（市外からの来訪者が多く、周辺への大量のチラシ
配布などを行なっていることから、活動紹介だけでも十
分周辺へのインパクトはあると思われる）

　利用者のニーズを把握し、よりよい施設運
営を行っていくことが重要だと考えていま
す。
　各施設で実施する利用者アンケートなどを
活用し、子どもたちの意見や希望を聴きなが
ら、魅力ある施設づくりに取り組んでいきま
す。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

273

　基本理念を踏まえた計画の視点として、「子どもが主
体であり、子どもの権利を大切にする視点」、「地域社
会全体で見守り支える視点」など４つの視点が掲げられ
ており、どれも大事な視点であるが、“子どもを育て
る”上で最も大切なことは、その親や、祖父母など、家
庭や親族が中心となって、たくさんの愛情を注ぎながら
責任をもって育てることである。
　最近ではそういった基本的なことが失われ、虐待や殺
めるといった、子どもを巻き込む悲しい事件が多く発生
しており、大変危惧している。
　３次計画だからこそ、このような当たり前で大変重要
な視点を、改めて、積極的に訴える施策を盛り込んでも
良いのではないかと感じる。

　ご意見を踏まえ、文章を追加・修正しま
す。
　素案３５ページ「エ　地域社会全体で見守
り支える視点」の、「子育ての第一義的責任
は保護者にありますが、」を「子育ての第一
義的責任は保護者にあり、保護者が中心と
なってたくさんの愛情を注ぎながら責任を
もって育てることが重要です。加えて」に修
正します。

3 2

274

　子どもの保護、子育て支援の強化はもちろんだが、子
どもも一市民と考える視点がが必要である。

　子どもプランでは、法令等に基づいた行政
計画という位置づけもあり、子どもを主体と
いう考えを持ちつつ、主に行政として何をし
ていくのかを掲載する形となります。
　パブコメでは、子どもたちの意見をたくさ
んいただきました。その中には、この子ども
プランをきっかけに、弟や妹のために、友達
のために、自分としてできることをやってい
きたいという思いを感じることもできまし
た。
　素案３５ページの「地域社会全体で見守り
支える視点」には、家庭や地域、学校、企
業、行政それぞれの役割を示しています。こ
の計画を子どもたちにもっと知ってもらい、
子どもたちも、家庭の一員として、地域の一
員として、関わってもらえるよう、子どもプ
ランの周知に努めます。

3 3

275

　「目標５」のように、事業や対策の有無だけでなく
“何％改善”などの数値目標があると、対策の必要性や
効果が分かりやすいと思う。

　今回策定する子どもプラン（第３次計画）
は、全体の方向性、目標を達成するための施
策や、施策を推進するための主な取り組み、
施策の成果を図る指標を掲げています。
　計画策定後に毎年度実施する「点検・評
価」において、各施策の成果指標の改善状況
を示すとともに、具体的な取り組みについて
も、一つひとつ数値目標等を設定し、達成状
況を示していくこととしています。
　なお、素案　「５　計画の推進方法
（２）ＰＤＣＡサイクルの中に以下の文章を
追加します。

※点検・評価を行うにあたっては、施策ごと
に成果指標を設定し、進捗状況を確認しま
す。また、施策を推進する主な取り組みにつ
いても、それぞれ数値目標等を設定し、達成
状況を確認します。

3 2
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

276

　子どもプランは、保健、医療、福祉、教育などの幅広
い分野にわたって総合的に施策が挙げられているが、各
プランの紹介（連携）等は記載されないのでしょうか。

　パブコメ資料（概要版）では、掲載してい
ませんでしたが、素案２～３ページに、北九
州市の他の計画を紹介しています。また、子
どもの教育に係る行動計画は、「第２期北九
州市子どもの未来をひらく教育プラン」に定
めることとしています。
　これらの計画と連携しながら推進していき
ます。

3 1

277

　養育支援が必要な家庭に対しては手厚く支援が入る
が、普通に出産した家庭には、赤ちゃん訪問のみで、な
かなか支援の目が向いていない。
　北九州市は、各区とも転勤族が多い。普通に出産した
場合でも、産後の母親の不安は大きいが、支援が必要と
思っても身近にSOSを出す手段がない母親が多い。
　産後３ヶ月までに母子関係がうまくいかないと「産後
うつ」や「虐待」に向かってしまう危険があるため、産
院退院後～約３ヶ月までの母子が安心して子育てサポー
トが受けられる「産後ケア事業」で病院（産科・助産院
など）に、一定期間宿泊又は日帰り通所をしてケアが受
けられるような環境がほしい。

2 2

278

　思春期の子どもに対するケアや親へのサポートを充実
してほしい。
　また、男女の体の違いや変化に加えて、若年での妊娠
や出産のリスク（中絶・経済・進路など）、晩産のリス
クなど、早い時期（小学生）から継続的に性教育の必要
がある。

2 1

279

　保護者のほとんどが、子どもを妊娠してから子育てに
ついて考えるというようなケースが多いため、不安や悩
みを多く抱える結果につながっている。
　より早く子育てに関心をもってもらうこと、北九州が
より子育てしやすい街になっていくために、『中学・高
校生への育児・保育体験を通じた教育事業』を実施すべ
きである。

　思春期の子どもたちの健全な健康づくりを
支援するために、市内小学校・中学校におい
て「思春期健康教室」を実施しております。
　また、その教育の中で、胎児体験や赤ちゃ
ん人形の抱っこ体験なども行い、いのちの大
切さについても触れています。

2 1

280

　北九州市では、乳がん検査の支援（無料化）が、４０
歳以降となっているが、子どもを産みたいと願う女性で
妊娠前に乳がんの事前検査を受けたいと願う声は少なく
ないと思われるため、乳がん検査（無料化）の年齢引き
下げてほしい。

　北九州市では、厚生労働省の示す「がん予
防重点健康教育及びがん検診実施のための指
針」に基づき、４０歳以上の女性を対象とし
て乳がん検診（受診料１０００円）を実施
し、「新たなステージに入ったがん検診の総
合支援事業実施要綱」に基づき、４０歳の女
性を対象として乳がん検診無料クーポンを配
布しています。
　乳がん検診の対象者年齢の引き下げについ
ては、厚生労働省の動向の把握に努め、慎重
に検討していきたいと思います。

3 1

≪各論≫（214件）

施策１　母子保健の充実（14件）

　妊娠・出産・産後間もない時期を安心して
過ごせることは、その後の子育てにおいて重
要です。
　妊娠・出産・育児期を通して、切れ目なく
母子を支援することができるよう、産後ケア
事業をはじめとした、産前、産後体制を充実
していきます。

　現在北九州市では、思春期の子どもたちの
健全な健康づくりを支援するために、市内小
学校・中学校において「思春期健康教室」を
実施しております。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

281

　「ペリネイタルビジット」という事業名は分かりにく
いため、分かり易い表現にしてほしい。

　ご意見のとおり、現在の事業名では「産前
から産後間もない妊産婦とその家族が事前に
小児科を訪問し相談できる」という事業内容
が伝わりづらいため、来年度から名称を「こ
んにちは赤ちゃん！小児科訪問（ペリネイタ
ルビジット）事業」に変更する予定です。

3 2

282

　子どもに最も影響を与えるのは両親だが、その覚悟や
知識がない人が増えている。現在も、区役所や産婦人科
で母親学級や両親学級が行われているものの、意識の高
い希望者が受講するような仕組みとなっているため、最
低限のプログラムについては、全ての親が原則受講する
ように促すべきである。

　仕事等の都合により、すべての方に受講い
ただくのは難しいことから、母子手帳や別冊
の「情報提供ハンドブック」において、妊娠
中から育児期の基礎的な知識について掲載
し、妊婦やその家族の方に子育ての必要な知
識や、情報を提供できるようにしています。
　また、学級への参加については、妊婦やそ
の家族の方に積極的に参加していただけるよ
う、母子健康手帳交付時にお知らせするな
ど、今後も取り組んでまいります。

2 1

283

　子どもが生まれて、母親学級やパパママ研修、沐浴の
方法、離乳食研修など市が主催で行うイベントに積極的
に参加した。
　絵本をいただいたり、急な病気の対応方法を教えても
らったり、オムツが多くなるのでゴミ袋をもらったり、
予防接種や歯科健診の案内など手厚いサービスがあり
初めての子育てにはずいぶん有難かった。

　今後も母親学級等を通じ、妊娠や子育てに
関する知識の普及・啓発を行っていきます。

1 1

284

　子どもの「弱視」について。３歳児健診で小児科に診
る機械があるところでは発見できるが、ないところで
は、検査をしないので発見が遅れる。
　できるだけ早めに強制すれば、治る可能性が大きいた
め、すべての小児科に機械を置くようにしてもらいた
い。

　現在、３歳児健診の視覚検査は、絵指標を
使って実施しています。
　今後も、国の実施要領に従って実施しま
す。

2 3
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

285

　今の離乳食指導は、「いかに手間暇をかけるか」と
いった内容になっているが、手を掛ければかけるほど、
子どもとのスキンシップの時間が短くなるとともに、
「手を掛けなければ愛情が少ない」といった強迫観念に
駆られることにより、母親を精神的に追い込むことにな
る。
　そこで、毎日簡単に楽しく手作りができ、真似するこ
ともでき、母子が健康で過ごせるような離乳食指導に改
善していくべきである。
　子どもと触れ合う時間を増やし、母親の負担を軽減す
るような離乳食の指導について、方向性を示すなどの検
討を進めてほしい。

　現在、各区役所等で行っている離乳食教室
では、離乳食の基本的なすすめ方について、
試食等を含めた講話を行っており、離乳食を
作る保護者等に対し、寄り添いを重視した分
かりやすい説明を心掛けています。
　教室では、離乳食づくりを負担に感じてい
る保護者も多いことを踏まえて、手軽に離乳
食をすすめられるように、冷凍や電子レンジ
の活用、大人の食事からの取り分け、ベビー
フードの利用等についても説明しています。
　しかしながら、「手を掛けなければ愛情が
少ない」と受け留めてしまう受講者もいらっ
しゃるということを心に置き、今後は今まで
以上に保護者の気持ちに寄り添い、不安が解
消できるように、より丁寧でわかりやすい説
明を心掛けていきたいと思います。
　そのため、配布資料やホームページでの情
報提供についても、検討します。

3 1

286

　母乳で育てたい母親は多くいると思うが、初乳から卒
乳までの流れを説明するといった、母乳に関する手引き
がほとんどなく、書籍も少ない。
　特に、初めて子どもを授かった母親や、産後の疲弊し
た状態で母乳に関する正しい知識や情報を得ることは、
大変難しい。
　また、助産師に相談しても、非科学的な方法を指導す
る方がいたり、人によって言う事が違う場合もあるな
ど、助産師の言動に降り回され、迷ってしまい、母乳を
止めてしまう母親もいる。
　そこで、初乳から卒乳までの流れやトラブル、母乳の
変化を分かりやすく説明する、母乳に関する手引き書等
の作成を検討してほしい。

　ご意見のとおり、初乳から卒乳までの流れ
を詳しく説明した手引書は、現在のところ、
本市では作成しておりません。
　母乳育児に関する相談は、各区役所「健康
相談コーナー」で常時受け付けているほか、
初産婦の方が小児科医に相談できる「こんに
ちは赤ちゃん！小児科訪問（ペリネイタルビ
ジット）事業」などにより受けているところ
です。
　母乳育児のあり方は親子ごとに多様である
ため、厚生労働省が平成３１年３月に改定し
た「授乳・離乳食の支援ガイド」に従って、
お母さまやお子さまのその時々の状態などか
ら、不安が少しでも解消できるよう、育児相
談事業に取り組みます。

2 1

287

　２児の母だが、生後４か月までの乳児家庭全戸訪問事
業は、子育ての悩みについて周囲を気にせず聞け、ま
た、子どももみてもらえることがすごくよかった。

　今後も、全戸訪問を継続し、お母さん方の
心のケアや子育て支援に関する情報提供を
行っていきます。

2 1

288

　多くの子どもを出産することは、地域の将来にとって
とても有益なことであるものの、母親は肉体的・精神的
にも過酷な環境となる。そのため、多胎児の場合は、通
常の養育と比べ、手厚い支援策が必要である。

　多胎児育児は、身体的・精神的な負担、社
会的な孤立など多胎児ならではの困難さに直
面する保護者も少なくないと考えてます。
　多胎児に関する育児支援の充実について
は、妊娠・出産等に関する相談支援事業のな
かで考えてまいります。

2 2

52/97



No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

289

　目標２について、とても良い目標だとは思うが、具体
的にどの施策が「子どもの主体性が育つ」ことになるの
かが分かりづらい。

　目標２の各施策の名称は、「乳児・幼児期
の教育や保育の充実」「放課後児童の健全育
成」などとなっており、「子どもの主体性」
というキーワードを盛り込むことは行ってい
ませんが、素案５３ページ以降の各施策を具
体的に説明している部分では、「現状・課題
及び方向性」などの中で、「子どもの主体
性」に触れています。
《主な例》
・施策４：「主体的な遊びや生活ができるよ
う･･･」
・施策５：「子どもがその場を自分の場所に
していくという主体的な営みが形成されるよ
う･･･」
・施策６：「自分が必要とされているという
感覚は、子どもの主体性を生み、･･･」、
「子どもが活動の中心（主体）となって、自
ら課題や問題に取り組み、･･･」

3 1

290

　安心して産み育てるために、親元で里帰り出産をする
女性に対し、受け入れ先の病院の確保や生まれた子ども
やその兄弟児の福祉の充実を図ってほしい。

　安心して子どもを産み育てることができる
環境を整備することは、北九州市の重要な課
題の一つであると考えます。今回のご意見も
参考にしながら、引き続き、北九州市の周産
期医療体制の維持・確保に努めます。

　行政サービスは住民登録が必要となるもの
もありますが、例えば、２４時間３６５日体
制の小児救急医療や子育て支援施設など、里
帰りした方にも北九州市の魅力を感じてもら
えるよう、さらなる充実を図ります。

2 1

291

　出産できる病院・施設を増やしてほしい。産科医・助
産婦の働き方を再考してもらいたい。

　全国的に産科医等の不足が課題となってい
る中で、北九州市においても例外ではなく、
市内の周産期医療体制を維持することは喫緊
の課題であると考えます。
　貴重なご意見を踏まえ、市医師会等と協議
を重ねながら、引き続き、当該体制の維持・
確保に努めます。

2 1

施策２　母子医療体制の維持・強化（５件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

292

　私の娘が出産の際、早産の可能性が高く、早くから入
院生活となったが、万全の体制で出産に臨むことができ
た。超未熟児として生まれてきた孫は３ヶ月間にわた
り、NICUのお世話になった。
　その間、娘に不安な思いを抱かせず、サポート体制が
すばらしく安心して孫をまかせすることができた。未熟
児に対するあらゆる検査や養育医療も整い、入院中にか
かった医療費は大変高額だったにもかかわらず、ミルク
代やおむつ代など必要最低限の負担で済んだ。一人の本
当にちいさな生命を大切にバクアップしていただいた制
度に家族一同感謝の思いでいっぱいである。
　このように、北九州市に住むすべての子どもに対し
て、温かい手を差し伸べる制度によって、子育て世代が
安全で安心して生活を送れること、また、子どもの成長
とともに明るい未来が保証されることを心から願う。

　入院中のご負担は大きかったでしょうが、
無事にお孫さんを迎えることが出来たことを
嬉しく思います。今後もご家族皆様のご健康
を心よりお祈り申し上げます。
　北九州市の周産期医療体制については、市
内4病院で、リスクの高い分娩や高度な治療
が必要な新生児に対する専門的な医療を効果
的に提供してきました。
　今回いただいたお言葉を励みに、引き続
き、当該体制の維持・確保に努めます。

　未熟児に対する医療給付は、母子保健法に
基づき、必要な給付を今後とも行ってまいり
ます。

1 1

293

　未就学児のときは、予防接種の時期や種類を気にして
いたが、小学校入ると間隔が長く忘れそうになるので、
予防接種の案内は助かった。

　予防接種の一層の充実を目指すため、麻し
ん風しんの予防接種については、今後も、対
象者の方や、対象者の方で未接種の方に対し
ては、個別送付等で積極的な勧奨を実施して
いきます。

1 1

294

　保育所が増え、子どもを預けられる場所が増えたこと
は喜ばしいが、保育士の確保とその質を高めることが必
要である。
　保育の質の向上のため、保育士に対する研修の充実や
職場における指導体制の充実を図ってほしい。

2 1

295

　保育士の確保をするためには、潜在保育士の採用が必
要となるが、数年以上のブランクがある保育士は、自分
の知識が大丈夫なのか等不安を抱えていることが多い。
　この不安を解消するため、『潜在保育士等に対する研
修事業』の実施すべきである。

　北九州市では、平成２１年度から保育士資
格･看護師免許を持ちながら、現在、その職
についていない人を対象とした再就職のため
の研修会を年４回開催しています。引き続
き、市政だより等を通じて、広く周知を図っ
ていきます。
　また、施設長や保育士等の資質向上のた
め、北九州市社会福祉研修所において研修を
実施するとともに、研修内容の一層の充実を
図ります。

2 1

　北九州市では、国基準を上回る保育士の配
置、保育士等を対象とした専門の研修所の設
置、第三者評価の実施など、北九州市独自の
取組みによって、子どもの健康及び安全の確
保など、保育の質の向上に努めています。
　なお、施設長や保育士等の資質向上のた
め、引き続き北九州市社会福祉研修所におい
て研修を実施するとともに、研修内容の一層
の充実を図ります。

施策３　乳児・幼児期の教育や保育の充実（39件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

296

　教育・保育の「質の向上」や「支援の充実に取り組む
のであれば教員・保育士の増員は不可欠である。そうで
なければ現場の教員・保育士の方々の負荷が増えてい
く。
　質の高い保育士を確保するためには、魅力的な処遇
（賃金や福利厚生面）を設置しアピールすることが効果
的だと考える。

2 1

297

　保育士の不足が社会的問題となっているので、保育士
の処遇の改善のための仕組み作りが必要であると思う。

2 1

298

　出産後、職場復帰を希望する女性を支援するために
も、保育士の確保が課題であるため、保育士の方が働き
やすい環境整備が大事である。

2 1

299

　「質の良い幼児教育」の実現のためには、「配置基
準」の見直しが必要と考える。
　そうすることで、もう少し個々に寄り添える保育とな
り、保育園に子どもを安心して預けられる。そこで質の
良い幼児教育を受けることができれば、子どもの権利や
最善の利益は守られ、親は安心して外で働くことができ
るのではないか。
　子どもの言葉に耳を傾け、1人一人の子どもに寄り添
い、理解し、丁寧な言葉でゆっくりと受け止めることが
できる保育士が多くいる園での時間は子どもにとっても
大きな財産となる。

　北九州市では、１歳児の「５：１加配」
や、障害児や食物アレルギーを有する児童が
いる保育所に対しての加配、代替職員の雇用
費補助や産休代替職員の雇用費補助など、国
の基準を上回る加配制度を実施しています。
　今後も、保育士確保及び保育の質の向上に
努めるとともに、子どもの健康及び安全を確
保するために必要な対策を図っていきます。

2 1

300

　「保育所における研修内容の充実、幼児教育の振
興」、「幼稚園・認定子ども園における研修内容の充
実」について、研修参加のため、先生方の時間を奪うこ
とになり、人手不足で働き方改革の蚊帳の外になってい
るのではないか。

　北九州市では、保育士等の資質や能力の向
上を図り、子どもたちにより良い保育を実施
するため、保育士会などと連携し、全国に先
駆け、保育士等を対象とした専門の研修所を
設置し、多分野にわたる研修を体系的に実施
しています。
　この研修の受講にあたっては、研修代替職
員を雇用する際の費用を補助するなど、研修
を受けやすい環境づくりに取り組んでいま
す。

2 1

301

　すべての子どもと家庭を支えるとあるが、働く親たち
が子育てを楽しくできる余裕のある時間を保障される会
社が多くなってほしい。そのためにも、子育て中の職員
がいる保育所には補助金をつけるなどして、替わりの職
員を雇用できるようにしてほしい。

　北九州市では、保育所の職員が出産する場
合に、その職員の職務を行わせるための産休
代替職員の雇用費補助を行っています。引き
続き、保育士の働きやすい環境づくりに努め
ていきます。 2 1

　保育士の確保は、待機児童の解消の観点か
らも、保育の質の維持向上の観点からも、不
可欠であると考えています。北九州市では、
子ども・子育て支援新制度における処遇改善
等加算などにより、保育士の処遇改善を実施
してきました。
　平成２９年度からは、全ての保育士を対象
として、２％相当の改善を行うとともに、技
能・経験を積んだ保育士に月額４万円の上乗
せなどを実施してきました。加えて、今年度
からは、全ての保育士を対象に、さらに１％
相当の改善を実施しています。
　また、本年10月からは、保育士の雇用確
保を図るための新たな取組みとして、「保育
士宿舎借り上げ支援事業」を実施していま
す。
　今後とも保育士の働きやすい環境づくりに
努めます。
　あわせて、これまで、国基準を上回る保育
士の配置、保育士等を対象とした専門の研修
所の設置、第三者評価の実施など、北九州市
独自の取り組みによって、子どもの健康及び
安全の確保など、保育の質の向上に努めてい
ます。

55/97



No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

302

　子ども達が先生方と接する時間をより作れるように先
生方の事務仕事を減らし、先生方の働き方改革をしてほ
しい。

　北九州市では、国基準を上回る保育士の配
置を行う一方、ＩＣＴ化の推進により、保育
以外の業務負担を軽減することで、保育士の
勤務環境の改善を図っています。
　また、保育日誌などの様式を見直すことで
保育士の事務作業の軽減に努めています。
　その他、洗濯、清掃等の業務を行う高齢者
等を雇用した場合に給付費が加算される入所
児童処遇特別加算の活用を図ることで、保育
士の保育業務以外の負担軽減にも努めていま
す。

2 1

303

　保育所にITが導入しやすいように、制限なしで補助し
てほしい。

　北九州市では、ＩＣＴ化の推進により、保
育以外の業務負担を軽減することで、保育士
の勤務環境の改善を図っています。
　平成28年度以降、国の補助メニューを活
用し、128園に対して保育に関する計画・記
録や登降園管理などの業務支援システムの導
入経費の一部補助を実施しています。

2 1

304

　保育士宿舎借り上げ支援事業　ぜひ進めてほしい。 　本年10月から、保育士の雇用確保を図る
ための新たな取組みとして、「保育士宿舎借
り上げ支援事業」を実施しています。

2 1

305

　この度の無償化は認可外保育施設に通う子にも適用さ
れたということで、認可外保育施設の保育の質の向上が
求められている。
　どの子どもも一定のレベルを約束された環境で教育保
育が受けられるように行政がテコ入れして北九州市内全
域の幼児教育保育施設の質の底上げをするべきである。
　その施策実行の積み重ねにより市民は「子育て日本
一」を実感するようになると思う。

　国通知により認可外保育施設には指導監督
基準が設けられています。北九州市では、保
育所長経験者を保育課に配置し、基準を満た
すようにきめ細やかな指導助言を行っていま
す。また、児童福祉法に基づいた年1回の立
入調査を年2回に増やし指導を強化している
ところです。
　認可外保育施設従事者を対象とした研修会
も開催し、保育の質の向上を図っています。
　引き続き、保育の質の向上を図るために取
り組みを進めていきます。

2 1

306

　この１０月から認可園も認可外園も合わせてすべての
子の幼児教育保育の無償化が始まった。巷では国は子育
て世代への経済的な子育て支援と同時に、将来的には幼
児教育と保育を一本化（＝認定こども園化）し、３歳以
上時の義務教育化を考えているのではと言われている。
　施策（３）－①で認定こども園への移行支援、ならび
に「子ども・子育て支援事業計画の中で普及を掲げ具体
的に４０園と数値を示されているが、市内の全幼児教育
保育施設数に占める割合からすると少ないのではない
か。
　もっと行政側が（北九州市民の）子どもたちのために
強力なイニシアチブを取って認定こども園の普及に乗り
出してほしいと思う。

　認定こども園の新設については、需要と供
給の状況に応じて認可・認定を行うことに
なっています。
　現在、教育認定（幼稚園機能）の受け皿は
十分に充足しており、保育認定（保育所機
能）の受け皿についても、年度当初の待機児
童は発生していない状況です。
　こういった状況や各幼稚園・保育所等の意
向などを踏まえ、子ども・子育て支援事業計
画で定める数を４０園程度としました。
　今後も移行を希望する幼稚園や保育所に対
しきめ細かく移行支援を行い、認定こども園
の普及に努めます。

2 1
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

307 4 4

308

　保育所の給食費の徴収については、民間はそれぞれ各
園での徴収になるので公立民間合わせたやり方で、納付
書を発行してほしい。

　今回の幼児教育・保育の無償化で、保育料
の負担はなくなりますが、主食及び副食費に
ついては、引き続き、保護者に負担していた
だくとともに、その徴収については、保育所
が行うというのが、国の基本的な考え方にな
りますので、各保育所において、給食費の徴
収をお願いすることとしています。

4 4

309

　保育所の入所児童のポイント制について、ある程度の
不平等さの改善にはなっていると思うが、きょうだい児
が同じ保育園に入れるよう、以前のように保育園の意向
も考慮してほしい。
　行事が重なる場合はどちらかの子どもは保護者が不参
加となったり、重ならない場合も保護者は仕事の休みが
倍増するという事態が生まれる。また、ある保護者は育
児休業復帰のときにきょうだいで同時に入所できず、入
所できなかった下の子を数か月間県外の祖母に預けると
いう状況も、決してレアなケースではない現状である。
保護者から二人目以降の出産を躊躇する声が上がってい
る。ポイント制を進めつつきょうだい児については申し
込みが同時期の場合は、同じ保育園に優先的に入所でき
るポイント加算など、改善を望む。

4 1

　今回の幼児教育・保育の無償化で、保育料
の負担はなくなりますが、主食及び副食費に
ついては、引き続き、保護者に負担していた
だくとともに、その徴収については、保育所
が行うというのが、国の基本的な考え方にな
りますので、各保育所において、給食費の徴
収をお願いすることとしています。
　副食費の徴収額については、それぞれの施
設において、実際に給食の提供に要した材料
の費用を勘案して定めることになりますの
で、献立等の提供内容を勘案せずに市におい
て単純に一律の金額を決めることはできない
とされています。
  また、保育所給食を通じた食育について
は、大変重要だと考えています。北九州市認
可保育所の統一献立は、市保育課栄養士、保
育所調理員、施設長等を含めた給食献立検討
委員会で検討しており、市内のどの保育所で
も、季節の食材や行事食を取り入れた、乳幼
児に適した栄養価の給食を食べることができ
ます。
　今後も、統一献立の内容を随時見直しなが
ら、より良いものにしていきたいと考えてい
ます。

　保育所の副食費の取り扱いについても、市の直営保育
所と民間の認可保育所では徴収方法について違いがあり
不公平さを感じる。副食費については、消費税増税に伴
い食材費の便乗値上げも多く初めから赤字必須の金額で
はなく、北九州市の保育所で調査した１ヵ月に掛かる副
食費の平均的金額に近い額を示してほしかった。
　また、食育が重要視される現代社会において、現行の
北九州市認可保育所の統一献立は、乳幼児期の子どもに
とってこれからの長い人生の出発地点ともいえる大切な
時期の食生活を支えるものなので、これからも北九州市
の保育所給食の制度として大切にしてほしい。

　北九州市では、平成２７年４月の「子ど
も・子育て新制度」開始に合わせて、保護者
等の実態をより細かく利用調整に反映できる
ようにポイント制を導入しました。
　きょうだい児については、既にきょうだい
児が在籍している保育所等を希望する場合の
ほか、新たに同一の保育所等を希望する場合
など、対象ケースを拡大して加点の対象とい
たしました。さらに、保育所や保護者からの
ご意見やご要望を受けて加点を見直し、平成
２８年４月入所分から、約２倍の加点といた
しました。
　今後も、その他の加点とのバランスも考慮
しながら、引き続き、きょうだい児の加点に
ついて検討します。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

310

　第三希望等で保育所の入園許可を出しても拒否される
こともたびたびある。反対にどうしても入りたいという
第一希望者でも、上に人（第二希望第三希望）がいたら
入れない。第一希望の方に第一希望ポイントを加算して
ほしい。

　北九州市では保護者等の実態をより細かく
利用調整に反映できるようにポイント制を導
入しています。また、同一点数で並んだ場合
の優先基準として、「利用希望順位が高い方
を優先する」こととしています。
　今後も、ポイント制全体のバランスも考慮
しながら、引き続き、利用希望順位の取扱い
について検討します。

4 1

311

　幼児期教育は、とても重要であり、社会への女性の進
出による共働き世帯の増加や、核家族化が進んだ現代に
おいて、待機児童の問題は、深刻な課題の一つである。
北九州市では待機児童数が年度当初０人を維持している
が、関連する施設の効果によるものだと考える。
　今後、地区によっては待機児童が出現してくるかもし
れないので、３次計画の方向性にあるとおり、より効果
的な施設の実施を期待している。

　子どもプラン第３次計画案では、過去の保
育所等利用状況をもとに、令和６年度までの
教育・保育の量の見込みを算定し、必要な提
供体制の確保を図ることとしています。
　第３次計画では、認定こども園への移行支
援や保育所の老朽改築に合わせて入所定員の
拡大を図るとともに、保育士が働きやすい環
境を整備することによって保育士確保に取り
組み、待機児童の解消を図ります。

2 1

312

　これまでの少子化傾向を見ると、残念ながら、今後の
少子化の傾向は変わらない。
　市内の保育園や幼稚園など、施設の受け入れ能力につ
いては　定員割れしている施設もあることから、余裕が
あると言える。そのため、多額の費用をかけて、新たに
施設を作ることは望ましくない。
　なお、大半の保育所や幼稚園は、市ではなく民間団体
が運営しており赤字では運営できない。各民間団体の努
力を促すことは必要であるが、行政をしても、持続可能
な運営の視点を養うべき。

　子どもプラン第３次計画案では、過去の保
育所等利用状況をもとに、令和６年度までの
教育・保育の量の見込みを算定し、必要な提
供体制の確保を図ることとしています。
　第３次計画では、認定こども園への移行支
援や保育所の老朽改築に合わせて入所定員の
拡大を図るとともに、保育士が働きやすい環
境を整備することによって保育士確保に取り
組み、待機児童の解消を図ります。
　また、私立保育所の運営については、国が
定めた給付費に加え、保育所に対する市単独
の補助を行っているところです。

2 1

313

　新しい方針が出るたびに、保育士の給与や福祉のため
という名目で、保育士や職員の仕事量は増加する。減ら
すためには園に負担が強いられる。
　"待機児童"という割に希望してくる子どもは少なく、
箱モノばかり多く、定員割れているにも関わらず定員は
減らしてくれない。ますます園の負担は増え、経営が成
り立たない状態に陥りそうである。

　私立保育所の運営については、国が定めた
給付費に加え、保育所に対する市単独の補助
を行っているところです。

2 1

314

　小規模保育事業所において、職員に余力のある場合に
限ってでも、保育園に通園していない子どもでも、柔軟
に一時保育を利用したり、閉園時間を延長したりという
機能拡充を許可してほしい。

　一時保育は、保護者等のパート就労などに
より家庭における保育が困難となる児童を保
育するものであり、平成２年から始まりまし
た。現在、認可保育所82箇所で実施してお
り、小規模保育事業での実施は考えていませ
ん。
　なお、小規模保育事業での延長保育の実施
については、利用者の動向を踏まえ、小規模
保育事業者の意見を聞いて検討したいと考え
ています。

2 1
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

315

　病児保育事業は、一般的にはまだ認知度が低く、利用
の仕方がわかりにくいのではないか。病気の子供を預け
るということに抵抗がある、家族や他人にどう思われる
かなど、預けてもいいのだという安心感がないことも影
響しているとは思うが、その不安が取り除かれるような
周知が必要である。

　病児保育事業については、区役所・保育所
等でのパンフレット配布、市政テレビやフ
リーペーパーを活用した広報、モノレール各
駅へのポスター掲示等により、事業のＰＲを
行っています。
　今後もより利用しやすい事業となるよう、
周知・啓発に努めます。

2 1

316

　病児保育の拡充、使い易くして頂けると、子育て世代
には助かる。

2 1

317

　八幡西区黒崎地区では、飲食店に勤務する保護者が多
数いるが、（所得の関係で）夜間に働かざるをえないた
め、子どもを預ける必要がある。
　これまでは認可外保育園を利用している方も多かった
ようだが、その認可外保育園が閉園し、子どもの預け先
に苦慮している。
 　子どもが夜間に家に一人で放置される危険性もあるた
め、『夜間保育事業所』を開設すべきである。

　北九州市では、夜間の保育需要に対応する
ため、午前７時からおおむね午前０時まで利
用できる「夜間保育」を小倉北区で１箇所実
施しています。
　引き続き、利用者の動向を踏まえながら実
施していきます。

2 1

318

　北九州市は、障がいのある子どもへの教育や支援もあ
り、障がいのない子どもも、共に育ち、私の子供たちも
障がいのある方への差別や偏見なく、優しく素直に育
ち、本当に感謝している。
　（障害のある）子ども達は、素直で優しく育っている
が、我々と同じ大人の学校の先生方は、子どもへの対応
が少し大人すぎる時がある。幼稚園、保育所と小学校の
連携の充実とあるが、もう少し幼稚園、保育所の先生方
や臨床心理士などから現場で、学校の先生方が子ども達
への接し方のアドバイスをしてもらう機会をつくると、
子供たちへの対応がよりよくなるのではないかと思う。

  北九州市では平成１７年度より、保幼小連
携の意義についての認識を深め、連携の推進
を図ることを目的として、「保幼小連携研修
会」を実施してきました。
　令和元年度からは、「幼児教育と小学校教
育の円滑な接続」を視野に、市全体で行って
いた研修会を各小学校区で行うこととしてい
ます。
　また、連携交流事業として、公開保育・授
業、保育士・幼稚園教諭体験、幼児と児童の
交流、幼児教育従事者と小学校教師による意
見交換会等を実施します。
　このほか、連絡会として、訪問・面接や新
入生の情報交換、翌年度の計画等を行うよう
にしています。

2 1

319

　幼稚園、保育所等と小学校の連携充実はとても必要だ
と思う。何かあってからではなく、日頃から連絡できれ
ばいいと思う。

　北九州市では、各幼稚園・保育所等と小学
校に保幼小連携担当者を置き、日頃から、園
児・児童の交流活動や職員間の連携を行って
います。
　今後も各施設の関係者や専門家のご意見を
いただきながら、連携の充実に努めます。

2 1

　保護者の仕事などの都合により、家庭での
保育が困難な病気中の子ども及び病気回復期
にある子どもを一時的に預かる事業として、
現在、市内１２カ所で病児保育事業を実施し
ています。
　また、「元気発進！子どもプラン（第３次
計画）」では、１４カ所まで増加させること
としています。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

320

　（放課後児童クラブの）それぞれの設置主体当わかり
にくく、温度差もある。内容や金額を同様にはできない
のか。

　放課後児童クラブの運営にあたっては、運
営団体に保護者負担金の標準額を示すほか、
国の全国的な標準仕様となる「放課後児童ク
ラブ運営指針」等に従って運営を行うなどに
より、可能な限り標準化を図ります。 2 1

321 2 1

322

　放課後児童クラブの全児童化について、小学６年生ま
で手厚く受け皿を作り、中学になったら放り出すような
印象がある。全てに大風呂敷を広げず、本当に必要な人
とそうでない人の区別化は必要ではないかと思う。お金
は掛けるべきところに掛けてほしい。

　北九州市の放課後児童クラブは、希望する
全ての児童を受け入れる「全児童化」を基本
方針として実施しておりますが、今後につい
ては児童を取り巻く環境の変化などを踏ま
え、検討していきたいと考えております。 2 1

323

　放課後児童クラブは、学校の敷地に設けてほしい。

2 1

324

　学童保育は各学校の近くに設置してほしい。 　放課後児童クラブの施設整備にあたって
は、可能な限り学校内、学校周辺に設置でき
るように取り組みます。 2 1

施策４　放課後児童の健全育成（20件）

【放課後児童クラブ】
　北九州市の放課後児童クラブは、校区の社
会福祉協議会など地域が運営委員会を構成
し、相互扶助的な制度として実施していま
す。各運営団体の声等も聞きながら、１９時
まで開設するクラブが増えるように努めま
す。
【保育所】
　働き方の変化に伴い、保護者の様々な就労
形態や、残業等に伴う保育時間の延長を希望
する保護者がおられるなど、保育ニーズが多
様化しています。
　家庭における子育てと仕事の調和に十分配
慮しながら、保護者の多様なニーズに対応し
た延長保育や休日保育を実施していく必要が
あると考えています。
【幼稚園】
　私立幼稚園では、概ね４時間とされている
教育時間に加え、各園の判断で、保護者の就
労等に配慮し預かり保育を実施しています。
　元々、長時間の保育や休日保育を実施する
ための施設ではないため、預かり時間の長時
間化には、職員の配置や園児の心身の負担も
含め課題があります。
　今後は、保育を必要とする幼児の受け入れ
先である認定こども園への移行も含めて、各
園で検討していただく必要があります。

　１８時半まででは、正規社員の共働き夫婦が迎えに行
くのが困難なため、学童クラブは、延長時間を１９時ま
でにして欲しい。
　児童本人が帰宅していいなら問題ないが、利用してい
たところは、必ず親が迎えに行く必要があるのうえ、時
間厳守だったため１８時３０までの延長利用を諦め、祖
父母に迎えをお願いした。
　時間延長については、保育園や幼稚園についても同じ
だと思う。
　また、仕事の多様化に伴い年末年始やＧＷの受け入れ
についても、今後は検討していかなければ、共働き夫婦
が安心して子育てするのは難しい。

　児童館がある小学校区では、当該児童館で
放課後児童クラブを実施しています。
　児童館のある小学校区において、放課後児
童クラブを小学校に設置することに関して
は、今後も引き続き検討します。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

325

　放課後児童クラブの環境整備を今後も継続して行って
欲しい。
　子供たちにとって魅力的な行きたくなるような場所を
目指してもらいたい。
　放課後児童クラブの改装が最近行われたので子供の環
境がよくなりありがたい。

　年々利用児童数が増加している状況を踏ま
え、引き続き必要な環境整備に取り組みま
す。

2 1

326

　屋外の遊び場が狭い放課後児童クラブのため、小学
校、地域と連携して屋外の遊び場の確保してほしい。

　放課後児童クラブと学校等の連携を図り、
可能な範囲で環境改善に取り組みます。

2 1

327

放課後児童クラブは保育室のスペースが狭いため、改善
をお願いしたい。

　放課後児童クラブの登録児童数増加によ
り、生活スペースが手狭になっている放課後
児童クラブが生じております。
　今後も、小学校の余裕教室の活用やクラブ
棟の増設等により、生活スペースの確保に取
り組みます。

2 1

328

放課後児童クラブの昼食サービスを検討してほしい（弁
当の宅配など）。

　北九州市の放課後児童クラブは、校区の社
会福祉協議会など地域が運営委員会を構成
し、運営しているため、クラブ等の意見も踏
まえ研究します。 2 1

329

　子どもが小学校に入ってから、放課後や長期休暇お過
ごし方にいつも悩まされる（共働きのため）。校区にと
らわれず、楽しく過ごせる場所が増やしてほしい。

　北九州市では、「２中学校区に１館」を目
標に児童館を整備しており、校区にとらわれ
ずにご利用いただけます。
　児童館を新設する計画は今のところありま
せんが、他の公共施設に児童館の機能を付加
する等により、子どもの居場所づくりに努め
ていきたいと考えております。

2 1

330

　学童保育について、正職員として働いている人しか預
けられないのが現状だと思うので、普段は学校から帰宅
する時間には家にいるから預ける必要はないけど、長期
休み中は預ける場所がない、という、パートタイマーで
仕事をしている人たちが子供を預けられるような場所が
あれば良いと思う。

　北九州市の放課後児童クラブは、希望する
全ての児童を受け入れているほか、長期休暇
のみの受入についても一部クラブで実施して
います。
　今後も長期休暇中の児童の受入れを推進し
ます。

2 1

331

　学童クラブの体制を安定して欲しい。利用したところ
は、先生の入れ替わりが激しく、子供たちへの目も十分
に行き届いていない印象だった。

　体系的な研修の充実や個別課題への対応を
支援する巡回相談などを行うことで、放課後
児童支援員等の質の向上を図り、安心して児
童が利用できるように努めます。 2 1
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

332

　放課後児童クラブは各地域のまちづくり協議会等を主
とした運営団体が運営しているケースが多いと思うが、
素案P9「②放課後児童クラブの維持向上」の関点から
みて現状ではクラブ間の格差（保育体制、保護者対応、
行事数、学校との連携）がかなりあるのではないかと感
じでいる。クラブへの運営面を含めた支援、保護者から
の苦情対応への支援などより充実する必要があるのでは
ないか、また、放課後児童クラブアドバイザーを増員す
るなどしてクラブ間の優劣の解消、学校とクラブの連携
の強化を図ることが大事だと考える。

　放課後児童クラブの質の確保・向上は重要
と考えており、指導方法、苦情対応、学校連
携などについては、研修や個別課題への対応
を支援する巡回相談などを行うことで、運営
団体にきめ細かな支援を行います。

2 1

333

　子どもプラン（素案）「放課後児童の健全育成」を読
み、これが実現できるようにと期待したい。しかし、そ
のためには、私たち指導員が努力していかなければなら
ないとも思う。
　例えば、障害をもった子どもを支援するには、それな
りの知識や対応力が求められるが、そうするためのスキ
ルが身についていない。
　今は何かしら困ったことを抱えている子どもたちが増
えた。そしてまた、その保護者も困っている場合があ
る。そうした家族などに対し共有と、ひとりも取り残さ
ないための、支援をする側のスキルアップが必要であ
る。
　私たち（指導員）にそういうスキルアップの手段・場
所の提供をお願いしたい。そして、ぜひとも子どもたち
の幸せのために計画の推進しほしい。

　放課後児童クラブの指導員のスキルアップ
を図る研修については、放課後児童クラブの
質の確保・向上を図るために非常に重要と考
えており、今後も継続して実施します。

2 1

334 2 1

　北九州市の放課後児童クラブは、校区の社
会福祉協議会など地域が運営委員会を構成
し、創意工夫を凝らして、地域の特色を活か
した運営を行っていただいておりますが、引
き続きクラブの魅力向上のために、ご協力い
ただきますようお願いいたします。

　子どもたちが学校帰りに家に帰るように放課後児童ク
ラブに帰りたいと思えるように、その思いが子から親に
伝わって安心してクラブに相談できるような信頼関係を
築いていければいいと思う。
　学校から帰ってくる子どもの表情で、何かあったのか
もと気づくことができ、クラブでトラブルがあれば、そ
の日のうちに解決して明日また元気に安心してこられる
ように帰していくようにしていきたいと思っている。
　トラブルがあったときや特別なニーズを持つ子への対
応でクールダウンをする場所が欲しいと思っていたが、
人数も多く確保が難しかった。拡充していただければ、
子どもたちがよりよく生活できると思う。
　子どもが帰ってくるまでの時間と仕事の終わりには、
それぞれ気になった子どもの話をし、支援員が常にこど
もたちの共通理解ができるようにしている。報告・連
絡・相談もその都度おこなわれていて、最も大事なこと
だと思う。
　行事は特に夏が多く、担当支援員が活動計画案を配布
することによって何をするか明確で、担当以外の支援員
も一緒にすぐ打ち合わせができるので、動きやすい。
　その後の反省も、次回に役立てている。
　外部への研修会出席はもちろんだが、クラブ内でも
日々質の向上を図っていると思う。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

335

　放課後児童クラブについても質の向上を図るための研
修を受けやすく、また休みを取得しやすくするために支
援員等を2名以上ではなく支援員を2名以上が望ましい
と思う。人材確保のためには、さらなる処遇改善が必要
である。

　支援員の配置基準については、国において
基準が示されており、今後も国基準に沿って
実施したいと考えております。
　処遇改善については、運営団体に「標準モ
デル額」を示すとともに、平成29年度か
ら、経験年数に応じた賃金加算を行ってお
り、今後も国の基準等を踏まえながら適切な
処遇改善を行います。

2 1

336

　児童クラブに関しては、支援員の高齢化が心配であ
る。確かに、子育てを経験した世代は、保護者の気持ち
も理解でき、大切だと思うが、これからの放課後児童ク
ラブのためには、体力があり、専門的な知識を持ってい
る若い世代の支援員も必要だと思う。（雇用形態を整え
て、若い人材が働けるようになるといいと思う） 2 1

337

　児童クラブの子どもたちと日々関わって感じること
は、いろんな家庭環境の中で生きている、生活している
子どもが増えている。また、保護者の離婚で生活も困窮
している子もいるのは事実である。
　共稼ぎの形態は昔とは少し違ってきたこともあり、近
頃は大人の都合が優先された生活が主になっていること
も感じる。
　「自分の生んだ子どもは自分でしっかりと責任をもっ
て育てる！」という気持ちを親が持てるように、私たち
支援員はサポートをしていかなければいけないと痛感し
ており、その支援をするには、支援する側の資質の向上
が大切である。子どもの気持ち、保護者の気持ちに寄り
添うことが最も大切だが親育ちもするうえで、時には厳
しく親に接することを心がけている。
　「クラブの魅力向上・資質の向上」は、支援員一人ひ
とりが「人間としてどうあるべきか」を常に考え、子ど
もと接していくことが最も重要と考える。
　資質の向上を目指す中、支援員の人材確保にも保育士
同様力を入れていただきたい。

　放課後児童クラブは、いろんな家庭の子ど
もたちが貴重な時間を過ごす大事な居場所で
あり、直接子どもと接する支援員のみなさん
の力が不可欠です。
　引き続き支援員に必要な知識等を習得する
ための研修を実施するなど、資質向上に取り
組むとともに、処遇改善など、その人材確保
についても、国の動向等を踏まえつつ、努力
していきます。

2 1

　北九州市では国の基準を踏まえ、平成２９
年度から、指定する研修の受講により、経験
年数に応じた賃金の加算を行っています。
　今後も国の動向等を踏まえ、適切な処遇改
善に努めます。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

338

　社会課題は１つ１つバラバラではなく、必ずすべてつ
ながっている。
　行政は各部署が取り組む際、横の連携・情報共有がな
いために、労力が無駄に分散しているのではないか。
人・時間・空間・お金を１つにして、総力戦で課題解決
できればいいと思う。

2 2

339

　子どもが、失敗しながらも、自ら考え、決断していく
力を育めるような環境をつくってほしい。

 子どもプラン第３次計画では、目標２にお
いて、『学童期・青少年期は、学校や放課後
児童クラブ、その他の居場所において、様々
な体験や学び、人との関わりを通じ、ス体制
を育むことができるよう子どもをおうえんす
るとともに、必要な環境整備を進め』ること
としています。

2 1

340

　学校や家庭をベースとしながら、それ以外の「子ども
の居場所」をたくさん作ってほしい。
　間口は広く、選択肢は多いほどいいと思う。。子ども
食堂やプレイパーク、高齢者施設、カフェなど、官民を
問わず、さまざまな場所が子どもの成長を見守り、育む
居場所になる。
　こうした思いを市民みんなで共有し、「すべて我が
子」の気持ちで、地域で子どもを育てる機運を高めてい
きましょう。

　子どもプラン第３次計画では、「地域にお
ける子どもの居場所づくり」を新たな施策と
して盛り込み、推進していくこととしていま
す。
　すべての子どもが自然と足を向けることの
できる、楽しく魅力ある居場所を、地域の中
にできるだけたくさん生み出せるよう、地域
の人々の力を借りながら取り組んでいきま
す。

2 1

341

　グリーンパークに木製遊具　フィールドアスレチック
木工工作室がほしい。

　現在、グリーンパーク内に遊具エリアを整
備中です。木製遊具は耐久性などから設置は
困難ですが、体を動かせる遊具等を計画して
います。 2 1

342

　グリーンパークの裏に、隣接して、ドッグランを設置
すると良い。
（犬を飼っている家族連れも多いので、一緒に利用でき
ると親切）

　現在市内には八幡西区の洞北緑地内にドッ
グランを整備しております。管理・運営の関
係もあり、グリーンパークに整備する予定は
ありません。

2 3

　「北九州市行財政改革大綱」では、「組織
横断的な視点での事業の再構築など　事業の
抜本的な見直し」を掲げ、縦割りで実施して
いる事業について、組織横断的な視点から事
業を再構築したり、事業実施体制そのものを
見直したり、より効率的かつ効果的な事業実
施に取り組んでいくこととしています。
　子どもプラン第３次計画においても、素案
４ページで「５　計画の推進 （３）行財政
改革の視点」を盛り込んでいますが、下記の
とおり文章を追加します。
　「子ども目線に立った組織横断的な視点で
の事業の再構築など、より効率的かつ効果的
な事業実施に取り組んでいきます。」

施策５　地域における子どもの居場所づくり（28件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

343

　戸畑には球技のできる公園が少ない。
　週末、朝の老人のグランドゴルフのみにしか利用され
ていない仙水公園をもっと子どもや他の世代にも活用で
きる様にしてほしい。

　仙水公園は今後再整備を予定しています。
その際の参考といたします。

2 1

344

　地域の広めの公園の遊具の充実してほしい。地域格差
が大きいと思う。

2 1

345

気軽に火が扱える、公園が欲しい。オーストラリアのよ
うに誰でも使えるバーベキューグリルがあると良い。 2 1

346

　公園の遊具が老朽化して改修するのに多額の費用がか
かり将来公園から遊具がなくなるのではないかともいわ
れいる。公園の遊具を減らさないでほしい。

2 1

347

　地域における子どもの居場所づくりにおいて、公園づ
くりを主な取り組み事業に掲げているが、人が寄りつか
ない公園が市内に多数点在している。
　また、子どもの成長に合わせて、求められる公園の機
能というものは変化すると思う。単に公園を整備し、数
だけの実績をアピールすることのないようにフォロー
アップを充実してほしい。

2 1

348

　町内の公園はすべり台と鉄棒だけあるような小規模な
ものなので、週末は広くて遊具のたくさんある公園に遊
びに行く。隣町に大きめの公園はあるが、大人なら徒歩
１０分程度の距離でも２歳児を徒歩で連れて行くのは大
変なので、いつも駐車場併設の遠くの公園に行ってい
る。駐車場併設の公園を増やしてほしい。
　また、トイレも近くのコンビニ等を探して借りること
になるので、公園内にほしい。

2 1

349

　公園が少ない。 　北九州市には、大小合わせて数多くの公園
があります。公園の種類も様々です。北九州
市のホームページでは、「北九州市公園の
本」を掲載していますので、ご覧ください。 2 1

350

　砂場を増やしてほしい。 　砂場遊びは子どもの想像力を育むことので
きる公園の遊具の一つであることは認識して
います。
　しかし衛生上の問題もあり、砂場の設置が
減っていることは事実です。
　公園は地域の方の協力のもと維持管理を
行っており、砂場を衛生面で安全に維持管理
できるかどうかという課題があります。
　これからも地域の方々の意見もききなが
ら、多くの方に愛着をもってもらえる公園づ
くりを進めていきたいと考えています。

2 1

　公園の整備につきましては市民の皆様の意
見を取り入れながら計画的におこなっていま
す。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

351

　子どもの体力づくりのため、小さい子が思い切り遊べ
る公園づくりをしてほしい。砂場等、猫のフンが多くて
遊べない。

2 1

352

　公園があっても雑草が生い茂っていて遊べないことが
ある。市での管理が行き届くとうれしい。

　公園内の清掃など維持管理は、市民の皆様
と市が協力しあって行っています。

2 1

353

　ユースステーションから離れている地域の中高生の居
場所として児童館の活用を考えてもよいのではないかと
思うが、今回の計画のなかで児童館はどのような位置付
けになっているのか。

　児童館は、18才未満のすべての子どもを
対象とする施設であり、中高生も利用できま
すが、現在のところ、ユースステーションの
ような中高生の利用に特化した施策は行って
おりません。
　今回の計画において、児童館は子どもの遊
び環境として更なる充実を図ることとしてお
り、この中で、児童館における中高生の居場
所機能についても検討します。

2 1

354

　学校区に１館の市民センターをもっと活用してほし
い。子どもから、子育て中の親、そして高齢者までもっ
と自由にセンターに気楽に足を運び、交流できる仕組み
（月２回くらいは全館開放等）をつくり、クラブ活動中
心の活用から、拡大活用を地域で考えてほしい。子ども
食堂を含む内容で地域のみんなの居場所へと望みたい。
　地域の民生委員、子育てサポーター、保護司、子育て
支援団体、学校、行政がともに知恵を出し合い協力すれ
ば、不可能なことではないと考える。「北九州市の子ど
もたちの明るい未来」を真剣に願う大人たちの分厚い
ネットワークで実現を目指してほしい。

2 1

355

子育て応援を掲げながら、各区の”子どもと母の図書
館”を閉館したのはなぜか。歩いて行ける所に温かい居
場所が必要なのではないか。

　平成28年２月に策定した「北九州市公共
施設マネジメント実行計画」の中で、図書館
の分館については、「大規模区役所出張所周
辺の分館は存続させ、それ以外の分館は地区
図書館等の整備状況や人口動態、利用実態等
の推移をみながら縮減する」という考え方を
示しています。
　北九州市全体の図書館の地域バランスを考
えて取り組んでいるものであり、ご理解をい
ただきたいと思います。

2 3

　現在市内に136館ある市民センター、サブ
センターは、ふれあいのある心豊かな地域社
会づくりを促進するために、地域における住
民の交流及び自主的活動の拠点施設として設
置されています。
　市民センターでは、「まちづくり協議会」
などの地域の方や「子育てサポーター」やボ
ランティアの協力により、育児サークルや子
ども食堂など、様々な子育て支援の活動が実
施されています。
　今後も幅広い年代の方にご利用いただくた
め、市民センターでの活動をPRしていくと
ともに、地域団体や関係部局との連携によ
り、誰もが気軽に利用できる市民センターと
なるように取り組んでいきます。
　また、子育て支援の様々な取り組みを分か
り易く整理して情報提供することができるよ
う、効果的な方法を今後検討していきます。

　砂場を含め、公園内の清掃など維持管理
は、市民の皆様と市が協力しあって行ってい
ます。
　また、北九州市には、大小合わせて数多く
の公園があります。公園の種類も様々です。
北九州市のホームページでは、「北九州市公
園の本」を掲載していますので、ご覧くださ
い。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

356

塩屋のビオトープの横に、ビジターセンターを作って(建
都)、グリーンパークから、魚鳥池、江川、ひびきのキャ
ンパス、本城公園、などをめぐる散策ルートを作って欲
しい。

　「ひびきの北公園」の自然ゾーンは、ひび
きの地区に存在する動植物を管理していま
す。今後も管理活動を行うため、プレイパー
クやビジターセンター等の設置は考えており
ません。

　若松区役所では、若松区と八幡西区を楽し
くウォーキングしてもらおうと、「若松ガイ
ドマップ」というリーフレットを作って、散
策できる道を紹介しています。
　ご提案いただいたような散策路について
は、地元の方しか知らない名所を含め、いろ
いろ楽しいものを見つけながら開拓するのも
楽しいのではないかと考えます。ぜひ、みな
さんで、お気に入りの散策路を開拓してみて
はいかがでしょうか。

2 3

357 2 1

　ビオトープについて、自然が多くあるのはいいが、蛇
やスズメバチ、蚊の大量発生等マイナス面も多い。台風
のあと等はひどい状態で通れなくなる。定期的に見回
り、整備してもらいたい。
　平成中村座とラグビーのウェールズチームを呼んだの
はよかったと思う。せっかく大金をかけて作ったミクニ
ワールドスタジアムを、もう少し使いやすく市民に開放
するとか、イベントに使うとかしてほしい。
　コレットについても、北九州の玄関口なのだから、あ
んなに新幹線から近い建物はないのだから、若者向けの
イベントを企画して呼び込むことはできないかと思う。
（改装して２・５次元ミュージカルなど）
　若者がずっとここにいたい、と思ってくれるような街
づくりに力を入れてほしい。

　「響灘ビオトープ」は、廃棄物処分場跡地
に長い年月をかけて形成された日本最大級の
ビオトープです。
　湿地や草地、そこに生息する生き物を活用
した自然環境学習の場として、衛生害虫や生
態系保全に影響を与える害獣の駆除、安定し
た園路の確保など、より一層の維持管理に努
めます。

　「ミクニワールドスタジアム北九州」では
ギラヴァンツ北九州やラグビートップリーグ
の試合などを中心にご利用いただいてます。
　その中で、今年７月にはフィールドを無料
開放し、親子連れの方など一般利用者に芝生
での遊び体験をしていただきました。
　また、「わっしょい百万大花火」や「阿蘇
ロックフェスティバルｉｎ２０１９北九州」
などのイベントも実施しました。今後もス
ポーツだけでなく様々な形で活用できるよう
取り組みます。

　若者向けのイベントとして、市と民間が連
携して「TGC北九州」や「KPF（北九州
ポップカルチャーフェスティバル）」を開催
しているほか、民間主催の興行としてアイド
ルイベントや「２．５次元ミュージカル」が
市内で開催される例も増えています。
　コレットの改装について市はお答えする立
場にありませんが、こうしたイベントが市内
で開催されるよう、今後とも民間と協力して
誘致に取り組んでいきます。

67/97



No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

358

　塩屋ビオトープの一部を、常設の乳幼児向けのプレイ
パークゾーンとして解放して欲しい。ひびきのの未開発
の山の土手あたりに、大きな子ども向けのプレイパーク
を設置し、キャンプやバーベキューができるようにす
る。塩屋ビオトープ脇に、ビジターセンターを設置す
る。

　「ひびきの北公園」の自然ゾーンは、ひび
きの地区に存在する動植物を管理していま
す。
　今後も管理活動を行うため、プレイパーク
やビジターセンター等の設置は考えておりま
せん。

2 3

359

　日本でも類をみないお泊り保育の施設、「もりのい
え」「おひさまのいえ」がもっと利用しやすくなればい
いと思う。双方、公共交通機関ではいけないので、保育
園バスをチャーターしないと行けず、かなりの出費にな
る。子どもにいろいろな経験をさせる良い機会なので、
公共交通機関を整えてほしい。

　「もりのいえ」「おひさまのいえ」（緑地
保育センター）は豊かな自然環境の中で遊び
を中心とした保育を行い、子どもたちの心身
の健全な発達を図ることを目的とした施設で
す。
　そのため、公共交通機関で訪問することが
困難な場所に位置していることをご理解くだ
さい。

2 3

360

　期限切れ直前で、まだ充分に食べられるのに、廃棄さ
れてしまう食品の上手な活用ルートを整えてほしい。

　現在、福岡県並びにNPO法人フードバン
ク北九州ライフアゲインによって、食品ロス
の関係で有効活用について様々な取組みを
行っています。その一環で子ども食堂におい
てもこれらの食品をご提供いただいていま
す。
　その他のルートについても、児童福祉施設
や母子生活視線施設をはじめ、様々な取り組
みで有効活用されていると聞いております。

2 4

361

　「子ども食堂＝貧困」というイメージがあるようにも
感じる。子どもだけでなく、少し疲れたお母さんや、そ
の他の大人も、利用でき、元気になれるような場の雰囲
気と、ネーミングの工夫をしてほしい。

　全国的に同様の課題があり、あえて子ども
食堂という名で活動を行わないところもあり
ます。各子ども食堂の名前は、各運営団体が
命名しているので行政が指導することはでき
ませんが、子ども食堂ネットワーク北九州の
名称は、今後、検討してまいります。

2 4

362

　子ども食堂の実施回数は月１回、月２回にとどまって
いるのが現状で、おなかを減らしている子どもには満足
な支援になっていない。
　現在、北九州市で数か所のコンビニで子ども食堂を自
発的に実施している現場を見学した。
　事前に参加の予約を受け、コンビニ体験（あいさつ・
おじぎ・レジ打ち・商品紹介）などの指導を受け、実際
に制服を身に着け接客体験をした後、コンビニ内のおに
ぎりとおかずを選び、参加者で一緒に交流しながら会食
をおこなう。
　コンビニは地域に多く点在し、知名度も高く利用しや
すいので、協力していただければ、現在より幅広い、子
ども食堂の支援になると考える。

　民間団体を主体とした子ども食堂は、貧困
対策ではなく地域共生型の多世代交流を主な
目的として実施されています。また、ボラン
ティアで運営されているため、無理のない頻
度と予算で実施されており、各子ども食堂で
実施内容を決めております。
　イートインができる店舗で子ども食堂を実
施しているコンビニエンスストアがあること
ことは存じ上げております。コンビニエンス
ストア各社では全国的にということではあり
ませんが、居場所づくりだけでなく、運営資
金の寄付や機関誌による普及啓発など様々な
形で子ども食堂の支援につながる活動をして
いただいております。
　市としては、多くの子どもや地域の方が安
心して過ごせる居場所が、持続可能な取組み
として普及していくようきめ細かくサポート
していきたいと考えております。

2 1
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

363

　様々な障害特性について学べる機会をつくり、幼いこ
ろからお互いの存在を認め“個性”を理解し合える環境
づくりをし、共に育ち生活できるまちづくりをすべきで
ある。（例）地域での“３歳おめでとう”の会

出前講演等を行うなど、市民の一人一人が障
害や障害のある人への理解を深めることがで
きるよう啓発活動に取り組みます。

2 1

364

　学校の中に夢を育み、科学や技術への興味・関心を高
める環境がなければ多くの子どもに届かない。
・図書館の常時開館
・中学校“モノづくり研究部”、“科学部”
・小学校“天文クラブ”　等

　学校図書館の常時開館については、全小・
中学校において実現しています。
　今後、学校図書館の蔵書の充実や、市内の
施設と連携した体験学習の推進等による環境
づくりを進めていきたいと考えています。 2 1

365

　グリーンパークの裏に隣接して、宿泊できるオート
キャンプサイトを整備して欲しい。

　オートキャンプ場ではありませんが、グ
リーンパークの隣の玄海青年の家にもキャン
プ場がありますのでご利用ください。

2 3

366

　体験活動、特に自然に触れあって自分で行動を決定し
たり、危険を判断したり、植物・動物の命の大事さを知
ることが出来るような機会があるといいと思う。
　親や、家族、子どもの支援者たちの中にも、その経験
がない方もいる。子どもを支える側にも、その大切さと
楽しさを知ってもらえる機会があるといい。

　できるだけ多くの子どもたちへ体験活動の
場を知っていただくため、市内の小学生へ夏
と冬に体験情報冊子「キッズチャレンジ」を
配布しています。
　その他、NPO法人と協働で外遊び（プレ
イパーク）を定期開催し、子どもはもちん保
護者にも外遊びの大切さを知っていただく事
業を実施しています。

2 1

367

　愛知県児童総合センターのような、周辺にすぐ野外活
動が可能な子どものセンターが欲しい。

2 1

368

　諫早こどものしろのような、自然体験指導、森のよう
ちえん活動などの可能な子どもの遊び場が欲しい。

2 1

　愛知県児童総合センターや諫早こどもの城
は、屋内外でいろんな遊びが体験できる総合
施設ですが、北九州市には、こうした大規模
な屋内施設と野外施設が一体化した施設があ
りません。新たな施設を検討する際は、こう
した他都市の取り組みも参考にしていきたい
と考えています。
　現在は、既存の施設（５ヶ所の青少年の
家、6ヶ所の青少年キャンプ場）などをご活
用いただければと考えています。

施策６　こころの教育、体験・学習機会の充実（15件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

369 2 1

370

　学童～青少年期においては、インターネットが身近に
なったことで、自ら欲する情報のみに知識が偏る傾向に
あるように思う。１～２か月に１回程度、様々な分野の
講師を学校に招いて魅力を伝え、子どもたちに普段の生
活では得られない刺激を与えることで多様な人材の育
成、学習意欲の向上に寄与すると考える。

　体験活動や文化に触れる機会など、地域人
材の活用も含め、各学校が必要に応じて講師
を招いたり、校外に出向いたりと各学校で工
夫しているところです。
　学校だけでなく、地域と共にどのような人
材育成をしていく必要があるのかを考えなが
ら、今後ともより有効な機会となるよう実施
していきたいと考えています。

2 1

371

　子どもの身体について。スポーツを早くからさせるた
め、「子どもを教える専門家」でない指導者の指導で、
子どもの身体をいためていないかの調査をしてほしい。
スポーツ少年団の指導者は、「子どもの身体」のことを
知っている専門家でなければと感じる。

　スポーツ少年団では、スポーツ指導者に必
要な医学的知識、ジュニア期のスポーツ等の
科目からなる「スポーツ少年団認定員養成講
習会」（主催：（公財）日本スポーツ協会）
を受講し、検定試験に合格した「スポーツ少
年団認定員」を中心に指導することになって
います。
　こうしたこともあり、ご提案いただいた調
査をする予定はございません。

2 3

　身近な自然の中で仲間と遊ぶことは、子どもの心身の
発達を支え、「ふるさと」の根っこを持つものは、ある
ものはやがて戻り、あるものは離れてもなお、育った地
域への愛着を持ち続ける。１０歳前後までのこどもの遊
び体験は、地域への愛着を強くし、シビックプライドの
根幹をなすものとなる。

　子ども達の異年齢集団での自然のなかでの遊びや体験
は、自然なチームビルディング活動を通じたコミュニ
ケーション能力の向上や、様々な意味での危機管理能力
の向上、身体能力の向上、自然科学的学習、理科的な視
点から環境教育へとつながっていく。
　これは持続可能な人材育成の社会基盤であり、安心し
て子育てできる地域は、すべての世代やすべての人が安
心して暮らせる地域となっていくはずだ。
　親や地域は、地域での子育てを通じて、子どもの人権
を学び直す機会となる。

　自然の中での活動の手法、実践法の開拓は、保育や教
育、看護、理科系指導、野外活動指導、など、さまざま
な専門性を持って、プログラム開発を行っていくことが
必要である。現場の知見、事例の共有、ネットワーク化
による多方面間からの関わり合いから、具体的な活動が
生まれてくることが望ましい。

　自然の中で仲間と遊ぶことは、子どもの健
全育成にとって重要なことだと思っていま
す。
　北九州市では、様々な現場経験のある
NPO法人と協働で外遊びの普及を行ってい
ます。
　今後も自然体験や社会体験など体験活動に
関する情報を集約・発信し、青年リーダーの
養成などを通じて、活動が途切れることのな
いように、青少年の健全育成に努めていきま
す。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

372

　アートのワークショップを常時行えるような、街中や
郊外の子供アトリエが欲しい。

　北九州市では、美術館等を中心に、子ども
をはじめとする市民を対象としたワーク
ショップを実施しています。
　今後も引き続き、美術やアーティストと親
しむことのできる機会を提供しながら、子ど
もたちの美術への関心や理解を深めていきま
す。
　また、今後、子どもの館や児童館などの魅
力向上を考えていくに当たって、今回いただ
いた意見も参考にしていきます。

2 1

373

　新科学館は、整備後も常に最新の物が維持できるよ
う、毎年度、予算を確保して頂き、定期的なメンテナン
スに努めるとともに、最新の機材の入れ替えなど、取り
組んでほしい。

　新科学館の運営等の検討については、現
在、産学官で構成する「新科学館　展示・運
営検討会」において、幅広く意見を聴取して
いるところです。
　頂いたご意見も参考とし、今後とも検討を
進めます。

2 1

374

　子どもも大人も、ワクワクするような「遊び心あふれ
る科学館」をつくってほしい。名前（愛称）も遊び心を
期待している。

　新科学館については、子どもを中心とする
全世代を対象にしており、誰もが科学に興味
をもつきっかけづくりができるような施設と
なるよう検討を進めています。
　愛称については、市内外へのインパクト等
に留意しながら、多くの市民が愛着を持てる
ようなものとします。

2 1

375

　新しい科学館ができたらぜひ訪ねてみたい。親子で楽
しみにしている。

1 1

376

　現在、新しい科学館の検討が行われていると思うが、
色々な方の意見を参考に素晴らしいものにしてもらいた
い。
　色々な科学館を見てきたが、どれも男子目線の展示が
多いように感じた。理系女子の時代でもあるので、女の
子目線の展示もぜひ検討してほしい。

　新科学館の展示内容等の検討にあたって
は、産学官で構成する「新科学館 展示・運
営検討会」を設置し、企業や大学、小中高校
をはじめ、物理学や観光分野の専門家など、
幅広い分野の方々からご意見を頂いておりま
す。
　新科学館では、性別にかかわらず誰もが楽
しく科学を学ぶことができるような施設とな
るよう検討を進めます。

2 1

　新科学館については、子どもを中心とする
全世代を対象者にしており、誰もが誰もが科
学に興味をもつきっかけづくりができるよう
な施設となるよう検討を進めます。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

377

　いじめは、いじめている側にも自分でどうすることも
できない何かがあるのかもしれない。心に寄り添った対
応をお願いしたい。

　いじめが起きた場合、学校はもちろん、ス
クールカウンセラーやスクールソーシャル
ワーカー等関係機関と連携しながら心に寄り
添った対応を行います。 2 1

378

　先生方が現場で頑張っているが、先生方だけでは対応
できない問題がたくさんあると思う。毎日ニュースで見
ない日はない虐待やいじめ、不登校などがそれにあたる
と思う。
　他市でも対応が遅く、最悪のケースになったニュース
もよく耳にする。市として、スクールソーシャルワー
カーが早めに対応出来ているのか、先生方に任せっきり
にしていないか、今一度見直していただきたい。

　ご意見の通り、現場の教職員だけでは対応
が難しい問題もたくさんございます。
　学校長のリーダーシップの下、スクール
ソーシャルワーカーやスクールカウンセラー
等の専門家や関係機関との連携を図り、児童
生徒が抱える問題に対して、きめ細かな対応
を行います。

2 1

379

　フリースクールなど、学校以外の居場所・学び場所に
ついて北九州市の不登校対策としては、少年支援室があ
るが、ここでは学校に戻ることを前提に指導されてい
る。
　しかし、現状の学校のシステムに合わない子は、身近
にたくさんおり、なんとか学校のシステムに合わせよう
と努力し、学校側も子どもに寄り添おうと対応しても
らったが結果的には「学校という場所そのものが合わな
い」ということが分かった。
　そういった「学校にフィットしない子ども」の居場所
が必要だが、フリースクールなどに通わせたくても経済
面、居住地、子どもの特性などで難しく、結果的にひき
こもっている子どもの話を、市内に何人も聞いた。そこ
で、「学校ではない居場所、学び場」に、そういった子
どもたちが通えるよう、制度を整えていただきたい。
　具体的には・フリースクールの情報についての一覧表
を作成し、市のホームページなど見やすい場所にまとめ
る。（区役所の窓口で、どこにフリースクールがあるか
聞いたことがあるが、「そういった情報はない」と言わ
れた。個人で走り回って調べた。）

　平成２９年２月に「義務教育の段階におけ
る普通教育に相当する教育の機会確保等に関
する法律」が文科省より施行されました。
　その１３条では「不登校児童生徒が学校以
外の場において行う多様で適切な学習活動の
重要性に鑑み、個々の不登校児童生徒の休養
の必要性を踏まえ、当該不登校児童生徒の状
況に応じた学習活動が行われることとなるよ
う、当該不登校児童生徒及びその保護者に対
する必要な情報の提供、助言その他の支援を
行うために必要な措置を講ずるものとす
る。」とされています。
　今後は、北九州市でも、不登校児童生徒へ
の支援は「学校に登校する」という結果のみ
を目標にするのではなく、本人の希望を尊重
した上で、適応指導教室やフリースクール、
ICTを活用した学習支援、民間施設やＮＰＯ
等と積極的に連携し、不登校児童生徒が、主
体的に社会自室や学校復帰に向かうよう適切
な支援や働きかけを行っていきます。

2 1

380

　指定された学校へ行くか行かないかは、子供自身に選
択権があり、指定された学校以外、支援室以外での教育
を受ける権利を確実に保障すべきである。
（義務教育を学校に登校すること以外の方法で修了でき
るようにすべき）

　平成２９年２月に「義務教育の段階におけ
る普通教育に相当する教育の機会確保等に関
する法律」が施行されたことにより、北九州
市においても学校以外の場（適応指導教室や
フリースクール、民間施設等）と連携し、教
育の機会確保について調査研究しているとこ
ろです。

2 1

381

　不登校の子・親が相談に行き（出向き）不登校状態を
脱することばかりに労力を使わずに、ＩＣＴを活用する
などして、在宅で義務教育、自分に合った学びを積極的
に行い、多様なかたちで社会参加する未来をつくれるよ
う応援すべきである。

　平成２９年２月に「義務教育の段階におけ
る普通教育に相当する教育の機会確保等に関
する法律」が文科省より施行されました。
　北九州市においても小・中段階の不登校児
童生徒が、自宅等において遠隔教育を含めた
ICT等を活用した学習活動についても、調査
研究しているところです。

2 1

施策７　青少年の非行防止や自立・立ち直りの支援（９件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

382

　いじめや長期欠席へのきめ細やかな対応について
　学校の先生ではない専門的なスタッフであるスクール
カウンセラーの方へ話すことにより、的確できめ細やか
な対応をしてもらえることはいじめを受けている子ども
にとって何より安心して学校生活を送れることになると
思う。

　児童生徒が安心して学校生活を送ることが
できるよう、スクールカウンセラーによる小
学校５年生全員面接や、小学校６年生・中学
校２年生へのメンタルヘルス教育（自殺予防
教育）を通して、身近な大人に相談できる体
制を整えるとともに、ＳＯＳを発信できる環
境づくりを推進します。

2 1

383

　スクールカウンセラーや、相談の場（子どもも大人
（親）も）を増やすと学校のことや育児の悩みを持つ人
たちを助けられるのではないか。

　北九州市では、拠点校方式としてスクール
カウンセラーを全中学校へ配置しており、中
学校から校区の小学校へ派遣して児童生徒、
保護者の相談対応をしております。 2 1

384

　いじめから不登校となり、学校へ行きづらくなった子
どもたちが、再び登校し、充実した学校生活を送れるよ
うに保護者を含めサポートしていくことは大変なことだ
が大事だと思う。

　いじめから不登校になった子どもが、再び
安心して学校に登校し、充実した学校生活が
送れるよう、学校と保護者が情報を共有し、
継続した支援体制作りを進めます。 2 1

385

　ひきこもり経験者（当事者）の“日中ひきこもれる
家”の開所・運営をサポートし、その際、空き家を有効
活用。次のステップとして放課後等デイサービスなどに
も関われる気力・体力づくりを応援する。

　様々な資源を有効に活用できるよう、関係
機関と連携を図って検討していきます。

2 1

386

　児童養護施設での不祥事が続いている。心や身体に傷
を負った子どもたちを守る最後の砦であり、子どもたち
の指導にあたる職員には高度な専門性や優れた人格を
もった人であってほしい。職員に対する研修やきちんと
した職員の採用、市の監査体制の強化を図ってほしい。

　今回の不祥事を受け、市内のすべての児童
養護施設に対して、不適切な児童処遇はない
か、法令を遵守した施設運営をしているかな
ど、指導や監査を強化しております。
　また、施設職員の専門性や倫理意識の向上
に向けての特別研修を今年度に追加で2回、
来年度も複数回実施することとしておりま
す。

2 1

施策８　社会的養護が必要な子どもへの支援（１件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

387

　虐待により幼い子どもが亡くなる事案が多発しており
悲しいニュースが流れるたびに、こうなる前にどうにか
できなかったと思う。未然防止のためにも、幼稚園、保
育所、小学校等と児童相談所や近隣の住民、民生委員の
連携が重要。子どもたちが、心身共に健康で成長できる
よう、周囲にいる大人達が協力して子どもたちの成長を
共に見守ることが大切ではないか。

　児童虐待の防止には、学校、保育所、幼稚
園などの関係機関をはじめ、社会全体で取り
組む必要があります。本市では今年4月1日
に「子どもを虐待から守る条例」を施行し、
市民が一丸となって虐待のないまちづくりを
推進することを定めました。今後とも、行政
をはじめ、市民の皆さんとともに児童虐待防
止に鋭意取り組みます。

2 1

388

　児童虐待を未然に防止するため、市民の誰もが気軽に
通報や情報提供ができる仕組みを構築し、市民啓発に取
り組んでほしい。

　通報や情報提供できる仕組みとしては、
24時間365日子ども総合センターにつなが
る全国共通ダイヤル「１８９」や、区役所に
は気軽に相談できる子ども・家庭相談コー
ナーがあり、広く市民に周知するよう取り組
んでいます。
　また、今年4月1日から北九州市子どもを
虐待から守る条例が施行され、条例の中で、
未然防止や市民の責務として通告することを
定めています。
　今後とも条例の周知も含め市民啓発に努め
ます。

2 1

389

虐待について
 　コンビニエンスストアに情報提供・協力を呼びかけを
したり、「どんなとき」「どこに」「どのように」通報
すればいいのか市民への周知を大々的に行ってほしい。

　北九州市では今年4月1日から北九州市子
どもを虐待から守る条例が施行されました。
　条例の中で、市民やコンビニエンスストア
などの事業者の責務として、虐待を受けたと
思われる子どもを発見した場合は通告しなけ
ればならないことを定めております。
　通告先の周知については、市政だよりやポ
スター、パンフレットの配布により広報して
います。今後とも市民や事業者に対して継続
的に周知を図ります。

2 1

390

　地域のみんなで子育て対策をすることにより幼児虐待
対策となるため、横縦のコミュニケーションの場を提供
してはどうか。

　児童虐待の防止には、学校、保育所、幼稚
園などの関係機関をはじめ、地域住民など社
会全体で取り組む必要があります。
　北九州市では、市民センターなど地域で子
育て支援を行っています。また、今年4月1
日に「子どもを虐待から守る条例」を施行
し、市民が一丸となって虐待のないまちづく
りを推進することを定めました。
　今後とも行政をはじめ、市民の皆さんとと
もに児童虐待防止に鋭意取り組みます。

2 1

391

　通報の有無に関係なく、定期的に子育て中の家庭への
家庭訪問などもあってよいのでは。

　児童福祉法に基づき、生後4か月までの家
庭に対し全戸訪問を行っています。
　その中で、養育支援等が必要な家庭へは継
続して訪問しております。 2 1

施策９　児童虐待への対応（北九州市子どもを虐待から守る条例の推進）（８件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

392

　対応できる専門家が少ない（虐待について）。 　児童虐待の対応では、専門的な科学的知見
に基づき、問題の本質、背景を分析すること
により、合理的・客観的見地からそれぞれの
子どもにとっての最善の援助方針を検討する
必要があります。
　北九州市では、虐待対応件数の増加に対応
するため、国の配置基準の見直しも踏まえ、
児童福祉司及び児童心理司を配置していま
す。
　また、医師や保健師などの専門職や警察
OBを配置するとともに、現職警察官である
青少年非行対策担当課長を、児童虐待対策担
当課長として兼務させるなど子ども総合セン
ターの体制を強化しています。

2 1

393 2 1

　親の虐待は、本人を責めても、何の解決にもならない
と思う。彼ら、彼女らは、子どもを育てることの、本質
を習っていない。子どもも、大人も、あなたは唯一無二
であるという基本を教わっていない。
　解決する方法は、人の力に頼ることだと思う。人に
は、誰かの力になりたいという本質が絶対にあるはずな
ので、市民センターや学校、児童館、学童等々、身近に
子どもと接している場所が、頼める人材を確保する努力
をしたら人は動くのではないか。
　子どもは未来の宝であること。親のモノではないこと
を意識してほしいが、それを教える、学校の先生・職員
などの教育が足りていないと感じている。もっとプロ意
識を持ってほしい。採用試験は面接と体力だけにすべき
である。

　児童福祉法は、児童を心身ともに健やかに
育成することについて、保護者に第一義的責
任があるとし、国及び地方公共団体は保護者
とともにその責任を負うと規定しています。
　北九州市は、生後4カ月までの乳児家庭全
戸訪問や乳幼児健康診査などの事業を活用
し、育児不安や母親の心身の不調が考えられ
る家庭については、保健師等が電話連絡や訪
問を行い、必要に応じて関係機関の支援につ
なぐなど、虐待の未然防止に取り組んでいま
す。
　また、子どもたちと直接接する機会の多い
保育所や幼稚園、小中学校の職員を対象にし
た研修などを通じて、虐待の早期発見・早期
対応に努めています。

　ご意見にございます「子どもは未来の宝で
あること」に間違いありません。
　北九州市におきましては、「北九州市子ど
もの未来をひらく教育プラン」や「北九州市
教育大綱」に基づき、将来を担う子どもたち
の育成のために様々な施策に取り組み、多く
の成果を上げています。
　また、教職員については、「北九州市教育
委員会　人材育成基本方針」に基づき、キャ
リアステージに応じた研修制度において、教
職員の資質及びプロ意識等の向上に努めてい
るところです。
　それに伴い、教員採用候補者選考試験にお
きましては、教職教養・専門教養の筆記試験
や適性検査・実技試験・模擬授業・面接等、
様々な視点から必要な選考資料を得た上で、
公正に選考を行っております。
　引き続き、優秀な教職員の人材確保、そし
て育成に取り組みますので、ご理解とご協力
をお願いいたします。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

394

　個人情報保護が先に立ち、保育園が必要な情報が得ら
れにくく、対応が遅れることがある。虐待について、社
会資源が連携しやすいネットワークを作れないものか。

　児童虐待の対応を迅速に行うためには、保
育所や学校などの関係機関と児童相談所や区
役所子ども・家庭相談コーナーが連携して取
り組む必要があります。
　そのためのネットワークとして、「要保護
児童対策地域協議会」を設置して、各機関が
情報を共有するとともにそれ以外に情報を漏
らしてはならない（守秘義務）ことが定めら
れています。

2 1

395

　障害について対応できる専門家が少ない。 　障害のある子どもへの支援については、
「総合療育センター」、「発達障害者支援セ
ンター」など、専門機関の整備を進め、支援
体制の充実を図っています。 2 1

396 3 1

397

　小学校で行われていた「通級」が民間に委託されると
聞いた。障害を持った子ども又はグレーゾーンの子ども
を、一般の子どもと隔離することで、社会性が育たない
のではと心配である。

　現時点で、市立小学校で行われている「通
級」を民間に委託する予定はありません。
　また、北九州市では障害のある児童生徒が
通常の学級に在籍しながら、在籍校において
特別な指導を受けられる特別支援教室の導入
を進めるなど、通常の学級で学習する機会を
できる限り確保しています。

2 1

　発達障害は　3歳児健診のあとに兆候が明確になるこ
とも多いが、その時期に発見するのは　園や保育園の先
生方になると思う。親としては園や保育園の先生方に指
摘されるより療育センターの職員などから指摘された方
がショックも少なく、その後の療育もスムーズだと思
う。
　年少～年中期の、各施設への、療育センタースタッフ
の派遣と全園児の発達確認を希望する。

　「北九州市立総合療育センター」では、地
域支援事業の一環として、幼稚園・保育所・
学校等の職員に対して、講義や事例検討等に
より障害児者の療育に関する専門的技術支援
を行っております。
　また、「特別支援教育相談センター」で
は、幼稚園・保育所（園）を訪問し、集団の
中での行動観察を行い、教職員や保育士に対
して、就学を見通した適切な関わり方や支援
の方法等について具体的な提案を行い、必要
に応じて専門家チーム（臨床心理士や言語聴
覚士等）を派遣する早期巡回相談を実施して
おります。
　この他にも、様々な関係機関において発達
障害の早期発見・早期支援のための事業を推
進しています。
　これらの取り組みに加えて、北九州市で
は、令和元年度から『発達障害児早期支援シ
ステム研究事業』を立ち上げ、発達障害の早
期発見の方法及び発見後の各関係機関への繋
ぎ方を研究しているところです。
　ご指摘にあるような、全園児の発達確認等
も視野に入れながら事業を進めています。
　今後も、医療、福祉、教育等の様々な視点
から協議を重ね、よりよいシステムの構築に
向けて研究を進めます。

施策10　障害のある子どもや発達の気になる子どもへの支援（７件）

76/97



No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

398

　個人情報保護が先に立ち、保育園が必要な情報が得ら
れにくく、対応が遅れることがある。
　障害について、社会資源が連携しやすいネットワーク
を作れないものか。

　障害のある子どもの支援にあたっては、障
害の種別・程度等に応じた細やかな対応を行
うことが必要です。
　引き続き障害のある子どもが地域社会の中
で健やかに成長できるよう、保健・医療・福
祉・教育などの関係機関と連携しながら支援
に取り組みます。

2 1

399 2 1

　経済産業省がまとめている「未来の教室」のような学
びの場、もしくは、そういった学びをするための相談先
を作ってほしい。
　私の子どもは、WISC(分野別の能力の凹凸がわかるテ
スト）で、IQが上は130、下は70で、書字障害もあ
る。こういった理由からも、年齢に沿った学びを求めら
れる環境では、適応が困難だ。
　フリースクールに通わせているが、経済的負担が大き
い。　様々な特性により、一条校に通うことが困難な子
どもにも、経済的に断念する（もしくは無理をする）こ
となく、学ぶ権利を与えてほしい。そのために、費用の
捻出もしくは補助をお願いしたい。
　多様な学びを尊重してもらえるよう、サポートしてほ
しい。

  学びの自立化、個別適性化については、イ
ンクルーシブ教育の理念の下、連続性のある
「多様な学びの場」を充実していく上で、た
いへん重要な視点だと考えています。
　北九州市では、特別支援教育相談センター
において、教育相談など保護者が専門家等に
子どもの発達について相談できる場を設けて
います。
　特別支援教育は、特別支援学校、特別支援
学級だけでなく、通常の学級においても重要
と考えており、北九州市では、自閉症・情緒
障害、発達障害などの障害のある児童生徒が
通常の学級に在籍しながら、在籍校において
特別な指導を受けられる特別支援教室の導入
を進めているところです。
　また、特定の個人への対応ではありません
が、通常学級において特別な支援を要する児
童生徒に対して特別支援教育学習支援員を配
置するなど、安心して学習できる環境づくり
に努めています。
　経済的補助については、保護者の経済的負
担を軽減するため、小中学校へ就学する場合
は就学援助費を、また、小中学校の特別支援
学級へ就学する場合は特別支援教育就学奨励
費を支給する制度がありますが、いずれもフ
リースクールは支給対象となっていません。
　貴重なご意見として承ります。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

400

　支援学級の先生の育成
　支援学級があっても、先生方の支援スキルの差の開き
が大きい。知人の子どもは、先生の不適切な対応で子ど
もが傷つき不登校になったり、心身を壊しながらも通常
クラスに移動せざる得なくなった子もいる。早急に先生
方のスキルの育成、支援スキルのある先生の人数の確保
が実現してほしい。

　教員の大量退職、大量採用の影響などか
ら、特別支援学級の担任も通常の学級の担任
と同様に経験の少ない教員が増えています。
　そこで、臨床心理士などの専門家を派遣し
て特性や対応について、教員に直接助言・指
導を行ったり、本年度から近隣の５～６校で
の協力体制を充実し、教員がグループで授業
や子どもの支援方法の共有や検討ができるよ
うに年間を通じたグループ研修を取り入れる
など、指導・支援のスキルアップを図ってい
ます。
　また、 北九州市では、教員が大量に退職
する中、特別支援学校免許を有した教員の採
用を増やすとともに、実践的なOJTの実施等
により、専門性を持った教員を意図的・計画
的な人材育成を行っています。
　今後も引き続き、専門性を持った教員の確
保及び育成に努めます。

2 1

401

特別支援学級の新設について
　今年度から、校区に希望人数が3人いないと開設され
なくなった。せめて、新設の場合の人数カウントは、校
区内ではなく越境で通える範囲以内に広げてカウントし
てほしい。

　北九州市における特別支援学級の新設につ
いては、市全体の視野に立って、検討を行っ
ております。
　特別支援学級の新設については、ニーズが
高いことも承知していますので、今後も引き
続き、優れた資質を持つ教員の確保や人材育
成に努めることによって、このニーズにでき
る限り応えられるよう努力します。

2 1

402

ひとり親が一人で安心して子供を産み育てられる街にし
てほしい
　養育費の市による代理取り立てや、学費の無償化、
シェアハウスの充実などで若い親が自立して子育てに取
り組めるような環境の整備を行う。例えば職場内保育
所、や学童保育を、まずは、公立大学内に設置する
（例：北海道大学など）。

　ひとり親家庭の生活状況は、定期的に実施
している市の実態調査によると、平均年収、
就職状況、就労形態等について改善傾向にあ
るものの、平均的な家庭と比べると依然とし
て経済的に厳しい状況にあります。
　ご提案の施策や他都市の取組み等も参考に
しながら、今後も、ひとり親家庭が自立し安
心して子どもを育てられるまちづくりに努め
ます。

2 1

403

　経済的に困難な環境に生まれ育った子どもでも、将来
自立した生活が営めるよう、教育の機会に差がないよう
な支援を望む。

  北九州市立の小中学校に就学する際は、経
済的理由により子どもの学習が妨げられるこ
とのないよう、給食費や学用品費等を支給す
る就学援助制度があります。
　さらに高校、大学への進学を希望する場合
は、私立や国公立を問わず、無利子の北九州
市奨学資金貸付制度があり、教育の機会均等
に資する取り組みを行っています。

2 1

施策11　ひとり親家庭等への支援（２件）

78/97



No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

404

　赤ちゃんのおむつ変えできる場所や授乳しやすい環境
を整えてほしい。

　赤ちゃんの駅は、現在、市内に４４７か所
ありますが、新たな協力店舗の開拓も続けて
います。これからも環境整備に取り組んでい
きます。 2 1

405

学校評議委員会について
　地域差があると思うが、学校評議員会が学校側からの
一方的な報告だけの場合が多く、地域や保護者の意見や
問合せに対応してもらえていない。
　地域で見かける子どもたちの心配な行動（深夜徘徊・
遅刻しているのに公園で遊んでいる等）を学校と共有で
きるネットワークの一つになって欲しい。

　地域の人々と目標やビジョンを共有し、地
域と一体となって子どもたちを育む「地域と
ともにある学校」への転換を目指し、本年度
より保護者代表や地域住民代表の方などを委
員として組織する北九州市型学校運営協議会
制度を導入し、一部の学校で実施しており、
今後広げていくことを検討しています。
　このような制度を活用して、地域と学校が
情報を共有できるネットワークづくりを目指
しています。

2 1

406

　子どもが少なくなっているので、定期的に地域単位で
触れ合えるイベントを企画してはどうか。運転できない
人・車がない人・交通機関使用が不便な人が参加しやす
いように、送迎バス等を使えるようにしてほしい。

　市民センターをはじめ、各地域においてイ
ベントが行われていますが、少子化が進む
中、より広範囲でイベントを行うことも必要
になってくると考えられます。
　ご意見も参考にしながら、地域活動の支援
の効果的な手法について研究します。

2 1

407

　子育てサポーターや子育て中のママが地元の商店街の
中にママと子どもが（には限らないが）集えるカフェを
つくる等のチャレンジを市が助成金や家賃補助をするこ
とにより、応援してはどうか。

　商店街の空きスペースを活用して、子育て
を応援する空間をつくることは、商店街の活
性化につながるとともに、子育て中の親子の
くつろぎの空間を提供することにもつながる
と考えます。
　ご意見も参考にしながら、今後の子育て支
援の効果的な手法について研究します。

2 1

408

　「みんなでがんばる」というようなお題目では、結局
誰も責任を取らないため、小さくても良いので、具体的
な目標を掲げて、可能なものから、地区ごとに取り組
み、改善を進める。
　そのための子供達からの提案をあつめるブーツスト
ラップミーティングを各小学校や中学校、子供会など自
由な集まりで実施し共有する。そのためのファシリテー
ター派遣の仕組みを作り、各地の小さな声をすべて拾っ
て表明していくことを行う。

　子どもの意見を聴きながら行う地域の自主
的な活動に対し、支援を行ってほしいとの要
望だと思います。
　地域の子ども・子育て支援の取り組みを検
討していく中で、参考とさせていただきま
す。

2 1

施策12　子育てを応援する体制づくり（44件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

409

　航空会社の座席指定時にわかる「幼児マーク」に賛否
両論がというネットニュースを見たことがある。狭い空
間で長時間過ごすので、静かに過ごしたいという気持ち
はわかるが、昔のように親族が近辺に住む時代ではない
し、子連れで新幹線や飛行機で移動することを止めるこ
とはナンセンスである。
　子どもも社会の一員として、親や身近な大人が、乗り
物に乗る際のルールについて教えることは必要だが、子
どものいる家庭を、家庭の中だけに押し込めないよう
な、寛容な社会になってほしい。

　子どもプランでは、「子どもは未来を担う
存在であり、わがまち北九州の将来を支える
存在となる大切な財産」であるとうたってい
ます。
　子どもの成長や子育ては他人事ではなく、
すべての市民が自らのこととして捉え、協力
して子どものために関わることが大切です。
　子どもに寛容な社会をつくっていくことは
簡単なことではないかもしれませんが、この
子どもプランの考えを、北九州全体に浸透し
ていけるよう取り組んでいきます。

1 1

410

　今の居住地においてはとても子育てしやすい環境だと
思う。市民センター・ふれあいルームの先生方も親切で
色々教えていただいて助かっている。

　引き続き、親子が気軽に集い交流する場の
提供や、地域で活動する育児サークルへの支
援などを通じて、地域社会全体で子育てを支
える取り組みを進めていきます。 1 1

411 2 1

子どもの途切れない支援を確かなものにすること
　支援の必要な家庭、支援の必要な子どもたちを、保育
所や幼稚園から送り出す時に、ケース会議などのみなら
ず、個別の支援員の担当制とし、関わる地域や大人全体
で家族ぐるみで広く見守る体制を整える必要がある。
　支援に手の届かない市民こそ、支援を必要としてい
る。既存の大きな組織（まちづくり協議会、社会福祉協
議会や教育委員会など）に丸投げするのではなく、草の
根の活動を生み出し支える仕組みを生み出すべきであ
る。
　既存の組織は、担うべき活動が大量にある。新しい、
草の根活動としての現場の活動の活性をあげ、民間も巻
き込んだ既存の組織の枠を取り払った活動を模索する。
　「なんとか教室」を開催しても、本当に必要な家族に
は届かない。いかにして、生活の現場へ浸透させていく
かの工夫が必要である。教室を実施するのであればリー
ダー研修として割り切って実施し、その後の活動へとつ
なげていくことが必須である。
　地道な活動が、子供達づてに広がり、すべての子ども
達へと届いていく。危機的状況に陥った際のライフライ
ンとして機能すると思う。
　ひまわり学習塾については、予算の集中が、支援を膠
着状態にしている。
　地域公民館や自主活動による学習支援活動の支援を行
う。多様な場所、多様な学びの機会を補償する必要があ
る。
　現在のひまわり学習塾は、学校に行けない子供を巻き
込むことができておらず、子供の事情に合わせた運用が
できていない。学校の学習授業の補いだけでは、子供の
学ぶ力を下支えすることは難しいため、勉強以外の取り
組みも含めた、福岡市のように空き教室活用の放課後教
室などを展開する方が自然である。２０年以上前から名
古屋市や神奈川県での取り組み事例もり、地域の子供を
地域で見守る出会いの機会としても、小学校の放課後活
動が機能している。

　ご提案いただいたご意見も参考にしなが
ら、改善の必要なものについて、見直しを検
討してまいります。
　「保幼小連携」については、より効果的な
取り組みとなるよう、検討を行っていきま
す。このほか、草の根活動の支援策、地域の
人材育成の手法、子どもひまわり学習塾の実
施方法についても、より実効性のある取り組
みとなるよう、検討を行っていきます。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

412

　幼稚園・保育所から小学校に切り替わるときに、共働
きの場合、見守る大人がいない空白の時間帯ができるこ
とが心配である。社会情勢や働き方の多様化に伴って、
とぎれない見守る体制が必要と思う。

　幼稚園・保育所から小学校入学に切り替わ
るタイミングで発生するいわゆる「小１の
壁」については、これまで取り組んできた放
課後児童クラブの全児童化（利用を希望する
児童は誰でも利用できる）、クラブ利用時間
の延長等により解消が進んできたと考えてい
ます。
　子どもプランでは、計画の視点として「子
どもの成長と子育てを切れ目なく支える」を
掲げています。
　これからも、利用者のニーズを的確に把握
しながら、切れ目ない支援に取り組んでいき
ます。

2 1

413 2 1

　 国のガイドラインと同等に、中学校校区に一つ、常設
の子育て支援施設を置くこと。
　可能な限り、屋外型の活動拠点を人的支援とともに設
置すること。
　具体的な取り組み事例として、今後日本で一番大きな
小学校になる予定の響きの小学校くないに常設型のプレ
イパークゾーンを設置すること。（塩屋公園の自然保護
地域は開放準備か途中で閉鎖されたままでである）。

　乳幼児期の子どもの発達と、身近な養育者との愛着形
成は、相補的な関係があり、子育て期の親を身近な地域
がしっかりと受け止め、確かに守っていくことは、現状
では不備であって、緊急性の高い課題である。

　そのためには、子育て支援の取り組みこそが、市民の
生涯学習のチャンスであるととらえ、アクティブラーニ
ングの現場として「他孫（たまご）そだて」「ともそだ
ち」「多世代群れ遊び」活動に、柔軟できめ細かい、市
民の活動として官民共同で取り組むことが必要である。
　そうすることで、学校現場の膠着や疲弊を緩和し、
「地域」の新しい形での復縁を可能とし、ワークライフ
バランスや働き方改革、の視点、高齢者の生きがいや健
康寿命増進など多面的な効果を包含するものとなる。
　当事者を広く巻き込みながら、地域資源を活かした草
の根の取り組みの中から、新たな課題と気づきが生じ
る。
　現場で見える事象は、複雑で、難解だが、現場での生
の知見を集め、経験や知恵を集め、具体的な活動を行
なっていくことで、普段の活動の現場での実践の積み重
ねの中から、子供主体、一人の子供を確実に支えていく
ことが可能になるのだと思う。

　新しい法令や国の目指していく方向、予算の投下方向
などが、現在の北九州では動きが確認できないことや、
情報として周知されていないことなどに、とてももどか
しさを感じている。

　北九州市は、政令市で、他の地域と比較して恵まれて
いる部分もあるが、まだまだ子供たちの日常生活には配
慮も必要で、できることはたくさんあり、様々な方々の
関与が必要である。
　各中学校区ごとにある市民センター（様々な福祉活動
の拠点となる施設）に、子育て支援拠点を置き始めた

　北九州市では「子育てふれあい交流プラ
ザ」と「子どもの館」のほか、各区役所（小
倉南区は生涯学習センター）や児童館（9
館）内に「親子ふれあいルーム」を設置して
います。
　また、概ね未就学の子どもとその保護者が
集い、交流することができるフリースペース
を設けている市民センターもあります。
　地域における子育て支援活動の活性化につ
いては、市民センターや児童館等を拠点に活
動する子育てサークルや支援団体に対して補
助金を交付する等の取組みを行っておりま
す。
　ご意見を参考に、今後も、地域における子
育て支援施策の更なる充実に努めます。
　愛知県児童総合センターや諫早こどもの城
は、屋内外でいろんな遊びが体験できる総合
施設ですが、北九州市には、こうした大規模
な屋内施設と野外施設が一体化した施設があ
りません。新たな施設を検討する際は、こう
した他都市の取り組みも参考にしていきたい
と考えています。
　現在は、既存の施設（５ヶ所の青少年の
家、6ヶ所の青少年キャンプ場）などをご活
用いただければと考えています。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

414

　他都市では多数あるが、いつでも親子が行ける、子ど
もの遊び場が戸畑区内に欲しい。（市民センターに常設
でもよい）

　北九州市では、各区役所内（小倉南区は区
役所隣接の生涯学習センター内）や一部の児
童館に、概ね３歳未満の子どもとその保護者
を対象とする「親子ふれあいルーム」を設置
しています。
　また、親子で安全に過ごせるフリースぺー
スを設置している市民センターもあります。 2 1

415

　地域の子育て支援として、「シニア世代による子育て
支援」は、子どもや保護者にとって頼りになるだけでな
く、シニア世代にとっても介護予防になり、良いと思
う。

　現在、北九州市では、子育てサポーターな
ど、多くのシニア世代が子育て支援に関わっ
ています。
　こうした現状をもっと盛り上げて、「シニ
アが支える子育てのまち」となるよう取り組
みを進めていきたいと考えています。 1 1

416

　地域の子育てを支える人材として、青少年期の人たち
にも参加してほしい。自分達の将来をイメージすること
もできるし、支援される側、特に学童期の子ども達に
とっては、大人よりもより感覚の近い人たちの支援が必
要な場合もあると思う。

　地域の子育てを支える人材として、青少年
期の人たちの参加を促すことは、子どもに
とって身近な存在との交流が生まれるととも
に、青少年にとっても今後の人生を考える
きっかけになるなど、お互いにとって良い影
響を生むことにつながるものと考えます。
　既に、「青少年ボランティアステーショ
ン」では、親子ふれあいルームや子どもまつ
りなどへボランティアを派遣し、活動の場を
提供しています。
　このほか、一部の市民センターでは、その
地域の青少年が子育て支援に深く関わる取り
組みも行われています。
　ボランティア派遣の呼びかけ、先進事例の
紹介など、各地域の青少年人材の活用を促す
効果的な方法を研究していきます。

2 1

の拠点となる施設）に、子育て支援拠点を置き始めた
が、現在は、お年寄りのための文化活動の拠点としての
色合いが強く、若い人や子供達が、居つくことができる
ような場所ではない。
　赤ちゃん対象の各センターでの取り組みも、多くて週
一回、二時間の活動しか確保できず、子供達対象の事業
は、さらに少ない。
　いつでも立ちよれる子育て支援施設、というものが、
実際不足している。
　屋外型の活動場所も、圧倒的に不足している。公園が
あれば良い、のではない。そこに子どもと親、を遊びに
繋ぐ、活動場所を保障する「人」が必要である。

82/97



No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

417

　子育て支援に係る、人材確保のための中・長期的な改
善を求める。

　現在、北九州市では、子育て中の親の身近
な相談相手や親子同士をつなぐ役割を担う、
「子育てサポーター」を養成し親子を地域で
見守る環境づくりに取り組んでいます。今後
もこの取組みを進めます。 2 1

418 2 1

419

　地域の中で子どもたちの姿を見かけず寂しい。何か子
育て世帯の手伝いをしたいと考えている方もいる。でき
ることを見える化することで、役に立つことの喜びと健
康維持へもつながれば、市民センターの意義が大きくな
ると考える。

　市民センターで実施している「育児サーク
ル」や「フリースペース」において、子育て
に関する保護者の悩みや不安の軽減を図るた
め、子育てサポーターを養成し、活動してい
ただいています。将来、子育てサポーターと
して活動していただく人材の確保につなげる
ため、子育てサポーターの活動をより多くの
方に周知して行きたいと思います。

2 1

シニア世代による子ども・子育て支援活動の実施方法に
ついて
　子育て中の保護者の方々は、様々な事に不安を抱えて
いる。特に転勤で北九州に来た方は、周りに子育てにつ
いて話を聞ける人（例えば祖父母等）が近くにおらず、
知識面でも不安を抱えている。
　一方で、祖父母が近くにいる子育て中の保護者から
は、祖父母からの「古い知識の押し付け」に不満を感じ
るという声も聞いている。
　シニア世代による子育て支援にあたり、支援者に対し
て、「傾聴（アクティブ・リスニング）」や「子育て世
代の現状」といった『保護者支援で重要な知識・技術の
研修を実施を行ったうえで、支援を実施する』を実施し
てはどうか。

　子育て中の親の身近な相談相手や親子同士
をつなぐ役割を担う、「子育てサポーター」
を養成し親子を地域で見守る環境づくりに取
り組んでいます。
　「子育てサポーター」の中には、シニア世
代の方も多く活動してくれており、「子育て
サポーター」として活動するうえでの基礎知
識の習得や「子育てサポーター」としてのス
キルアップを図る研修も実施しています。
「子育てサポーター」が活動しやすいよう、
研修内容を充実したものにしたいと考えてい
ます。
　このほか、福岡県の事業に「ふくおか子育
てマイスター」があります。これは、地域の
子育てを応援する高齢者を応援する福岡県独
自の制度で、６０歳以上の子育て支援活動に
関心がある方に対し研修を行い、「マイス
ター」として認定・登録するものです。
　研修会では、子ども・子育ての現状や、支
援を行う上での心構え・配慮、求められる役
割など、１か月にわたり計７回の講座を受講
することとなっています。北九州市でも実施
されており、市政だよりや市ＨＰ「子育て
マップ」で参加を呼び掛けています。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

420

　地域差があると思うが、市民センター職員、子を持つ
親として地域での子どもたちの活躍の場と、保護者や子
どもたちの意見をくみ取る機会の少なさを感じていた。
【改善のアイデア】
・こどもボランティアマイレージ
　市民センターなどで行われる講座や行事に子どもを対
象にしたボランティアをつのり、ボランティアとして参
加してくれた子どもにポイントを発行する。
　ポイントによって健康マイレージのように景品交換が
あるとやりがいがあると思う。
・ボランティア参加証明書の発行
　入試や就職などでボランティアに参加した証明書が必
要な場合があるので、市民センター等でボランティアに
参加して証明書を発行できるようになれば、市民セン
ターを利用する機会の少ない１０～２０代の青少年が市
民センターや地域行事にきてくれるきっかけとなり、将
来的に地域で活躍してもらえる人材育成につながるので
はないか。

　各市民センターで、それぞれの地域の特色
を生かし、家庭・地域・学校が連携して、子
どもたちに様々な体験活動や世代間交流の機
会を提供しています。
　例えば、１年を通して、地域のスポーツ推
進員や食生活改善推進委員等の方々に講座の
企画・運営に参加していただき、ニュース
ポーツやおてだま大会、恵方巻の作り方講座
を開催しています。
　また、子どもたちのリクエストによるス
ポーツ大会などを開催し、地域の方々と様々
な体験活動や世代間交流を行っています。
　ご提案いただいた件につきましては、市民
センターで実施できるか研究したいと思いま
す。

2 1

421

　自治会の部会に「学校支援部」を作り、きちんと機能
する体制が整え、お金を自治体に入れて（現在予算とし
て、学校に“謝金”としてあるもの）、安全・見守り・
ブックヘルパー・読み聞かせ等のスクールヘルパー・配
慮が必要な子どものいるクラスにクラスサポーターなど
学校の要望に応じて「学校支援部」が地域の人材を配置
してはどうか。

　現在、北九州市では、学校等において、ス
クールヘルパーなどの人材を学校につなげる
地域コーディネーターを委嘱し学校の支援を
お願いしています。
　一方、文科省では、地域と学校が相互に
パートナーとして連携・協働する「地域学校
協働活動」を推奨しています。
　北九州市でもそれを受けて、地域と学校と
の協働活動の体制構築について研究している
ところです。
　ご意見については、今後の検討の参考とさ
せていただきます。

2 1

422

　「ほっと子育て」とはなにか。「ふれあい事業」、
「トワイライトステイ」など、事業の名称から中身が分
からない。

　「ほっと子育てふれあい事業」とは、子育
ての援助（子どもの預かり等）を行いたい方
（提供会員）と子育ての援助を受けたい方
（依頼会員）による会員組織をつくり、相互
援助活動を行うことで、子育てと仕事の両立
や、地域における子育て支援環境づくりに資
する事業です。
　利用時間は、月曜から土曜の午前7時から
午後7時を基本としており、基本時間から引
き続く延長利用も可能です。ただし、宿泊を
伴う援助は行っておりません。なお、利用料
金は1時間８００円（基本時間外は１時間
１，０００円）です。

3 1

423

　ほっと子育てふれあいサービスには大変お世話になっ
ている。支援会員の参画を活性化させ、支援の輪が広が
るとよい。地区によっては、会員が少ないので支援が受
けられないこともある。

　ご意見のとおり、「ほっと子育てふれあい
事業」では、子育ての援助を行う会員の増加
が課題となっており、現在、援助を行う会員
が少ない地域を中心に出張説明会を行う等、
会員増加に努めているところです。
　今後も、更なる会員増加と質の向上に努め
ます。

2 1
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

424

　ほっとふれあいサービス等も利用させてもらい助かっ
た部分もあったが、どうしても料金が高くなったり、登
録や面接など利用するまでが面倒だと感じた。病児保育
もいざという時には使えないこともあった。

　本事業において最も重要なのは、子どもを
安全に預かることです。そのためには、会員
同士の信頼関係の構築や援助活動を行う上で
の約束事の確認が重要であり、面接や援助活
動に係る事前打合せ等の手続きは欠かすこと
ができません。
　また、病児の預かりに関しては、援助活動
を行う上で高い専門性が求められることか
ら、軽度の風邪等の対応のみとしておりま
す。
　ご理解いただきますようお願いいたしま
す。
　ご意見を参考に「ほっと子育てふれあい事
業」の更なる充実に努めます。

2 1

425

　高校生まで医療費軽減してほしい。 　医療費の助成を高校生まで拡充することに
ついては、さらに対象分の経費が必要となる
上、県の助成対象は小学校６年生までとなっ
ており、全額一般財源で賄う必要があるた
め、当制度の拡充は難しいと考えておりま
す。
　引き続き、国に対する助成制度の創設や県
に対する助成拡充の働きかけを積極的に行い
ます。

2 1

426

　子どものフォーマル服（入学式や卒業式用）など、誰
かに差し上げたいと思いつつ、そのままになっているご
家庭も多いと思うので、有効活用できるルートがあると
よい。

　現在、北九州市では、直接は、こうした取
り組みを行っていません。
　民間サービスとして様々なフリーマーケッ
トのサイトが開設されており、そのような形
で有効活用してもらうのも１つ方法かと思い
ます。
　このほか、元気のもりや子どもの館では、
不要になったものを持ち寄る「もったいない
バザール」というイベントを開催していま
す。
　年に数回開催しており、人気あるイベント
です。

2 1

427

　経済援助については慎重にしてほしい。本当に援助が
必要な人かどうかを見極めていかないと、逆差別になっ
てしまうと思う。（高級車を何台所有していても保育料
０円とか）

　保育の無償化については、国の制度であ
り、北九州市で異なる制度を実施することは
難しいと考えています。
　経済的支援については、国の基準があれば
その基準に沿って、また、市の制度であれ
ば、その制度の目的や解決すべき課題等を勘
案して、それぞれ適正な基準を設け、運用を
行っていきます。

2 1

428

　出生率の増加に向けた対策として、市で中古の新生児
用品（ベビーベッド、チャイルドシート、ベビーカー、
ベビーガード等）を格安でレンタルするか、無料提供し
てほしい。

　民間サービスではレンタルサービスが行わ
れていますが、現在、北九州市ではこうした
取り組みを行っていません。
　様々な支援策を検討する中で、こうした取
り組みについても研究していきます。 2 1
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

429

　学童手当や子育てに係る補助の充実を検討してほし
い。

　児童手当については、次代の社会を担う子
どもの育ちを支援することを目的に、中学校
修了前の子どもを養育する方に支給していま
す。
　引き続き、制度の周知に取り組み、受給者
の方の請求漏れの防止に努めます。

2 1

430

　幼児教育の無償化について、保育所と幼稚園でなぜ３
歳児の対応に違いがあるのか。同じ３歳児が保育所は学
年齢から、幼稚園は満年齢からというのは納得できな
い。

　今回の幼児教育・保育の無償化対象者につ
いての国の方針は以下のとおりであり、北九
州市においても同様の考え方で行うこととし
ております。
　小学校就学前の３年間分の利用料を無償化
することを基本的な考え方としており、この
ため、保育所等を利用する子供については、
満３歳になった翌年度の４月から利用料が無
償化されます。
　一方、幼稚園については、①学校教育法
上、満３歳（３歳になった日）から入園でき
ることとされている、②満３歳児は翌年度の
４月を待たず年少クラスに所属する場合も多
い、③従前の幼稚園就園奨励費も満３歳から
補助対象としている、といった他の施設・事
業にはない事情を踏まえ、満３歳になった日
から無償化の対象となります。

2 3

431

　安心して子どもを産み育て、健やかに成長し、その子
どもが、「自分もこのまちで子育てをしたい！」そう思
えるまちになるには、子どもとその保護者が安心して暮
らせる環境づくりが必要である。
　そのためには、気軽に相談できるコミュニティの充実
と情報発信や、地域の人・学校・課後児童クラブ等の魅
力の向上と維持、そして、その連携が大切だと思う。
　情報発信はＳNSの方が子育て世代には伝わりやす
い。
　核家族が多く、世の中が早いスピードで進んでいく
中、不安なこと、分からないこと等のさまざまな悩みや
事情を差別、偏見なく、信頼して相談できる場所があ
り、話を聞いてもらったり、アドバイスをしてもらった
り支援を受けることで問題を（様々なコミュニティが連
携し、それを利用することで）解決していけるようにな
ると良いと思う。
　それを実現するには、環境の整備と意識の向上、直接
その支援を行う機関やコミュニティに携わり、働く人が
働きやすい環境を作っていくことも大切だと思う。

　子どもプラン第３次計画は、５つの目標、
１５の施策を掲げ、子ども・子育てに関わる
様々な取り組みをまとめた総合計画となって
います。
　取り組みは数多くありますが、全ての取り
組みを基本理念「子どもの未来、みんなの笑
顔のために」でつなぎ、それぞれが関連し合
いながら、計画を推進していくことが重要だ
と考えています。
　情報発信については、素案１１７ページの
＜方向性＞にも記載しましたとおり、最新の
情報技術の活用も含め、保護者の生活様式に
合わせたものを検討していきたいと考えてい
ます。

2 1

432

　保育所の相談もコンシェルジュの方に親切に教えても
らったが、保育所や幼稚園に実際通わせてから問題も多
く、アフターフォローなどがあるとよいと思った。

　保育サービスコンシェルジュは、保育サー
ビスの利用に関する相談に幅広く対応してい
ます。
　入所後のことについてもお気軽にご相談く
ださい。

2 1
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

433

　未就学児、幼児のサポートは整ってきていると思う
が、学童期、思春期の親の悩みは多いサポートする必要
があると思う。

　子育てなどに関し、わからないことや困っ
たことがあった時には、「24時間子ども相
談ホットライン」等にご相談ください。
　子ども・若者応援センター「YELL」で
は、悩みを抱えた子ども・若者はもちろん、
ご家族からのご相談にも対応しています。

2 1

434

　たくさんの支援があっても、自分にどの支援が必要な
のか、どこに連絡したら良いのか全くわからない。代表
電話番号に連絡したら、必要な支援の担当部署に繋げる
など（たらいまわしではなく）、利用しやすいシステム
作りも必要である。

　各区役所に「子ども・家庭相談コーナー」
を設置し、子どもと家庭に関するあらゆる相
談にワンストップで応じ、各種支援制度を適
用したり、関係機関等へつなぐ等それぞれの
相談内容に応じた支援を行っています。「子
ども・家庭相談コーナー」について、広く皆
様に知っていただけるよう周知に努めます。

2 1

435

　企業に勤めている保護者は仕事に家事に大変忙しい状
況で、仕事終わりに子育ての相談を誰かに行う時間を確
保することが難しい。また、企業側は、育児支援が重要
なことを理解しつつある状況だが、そのために割くコス
トを確保することが難しい状況もある。
　そこで、行政からの働きかけとして、企業になるべく
負担をかけず、現実的に育児支援を保護者に届けるため
に、事業者への子育て支援相談員を派遣してはどうか。
　これにより、保護者は勤務時間内に子育て相談を受け
られ、企業側は（相談時間分社員が働かないことになる
が）無償で相談員を社員に提供でき、子育て支援が充実
していることをPRできるメリットがある。

　子育てに関する相談窓口として、各区役所
に「子ども・家庭相談コーナー」を設置し、
子どもと家庭に関するあらゆる相談にワンス
トップで応じ、各種支援制度を適用したり、
関係機関等へつなぐ等それぞれの相談内容に
応じた支援を行っており、お電話での相談も
受け付けています。
　また、お子さまや保護者のホットラインと
して、「子ども相談ホットライン」も開設し
ており、こちらは24時間電話での相談を受
け付けています。
　なお、20名以上の団体・グループへは
「出前講演」を実施していますので、子育て
に関する議題で合致するものがございました
らご利用ください。

2 1

436

　子育て支援に関して、市が率先して取り組まなければ
ならないのは当然だが、全てをカバーできるとは思えな
い。
　子育て世帯のために、子供たちのために力になりたい
と思っている人や団体、企業はきっとたくさんあると思
うので、そういった人たちの発掘にも力を入れてほし
い。また、そこから新たに生まれる斬新なアイディアも
あるのではないかと思う。
　行政の限界を補えるのは市民の力だと思うので、一方
的に協力を求めるのではなく、良い意見にも悪い意見に
も柔軟に耳を傾けてほしい。
　今、困っているから助けを求めているので、スムース
に適切な支援が受けられるよう対応してほしい。数ある
支援の全てにおいて、スピーディに対応できるシステム
を作ってもらいたいと思う。

　現在、少子高齢化や核家族化の進行などに
伴う社会状況の変化に伴い、子育て支援をは
じめとした公共サービスに対する市民ニーズ
は、多様化・複雑化し、拡大しております。
　その一方、地域が抱える課題を解決してい
こうとする地域団体や企業、専門性を有する
NPOやボランティア団体などが増加してお
ります。
　ご意見いただきましたとおり、市が全ての
公共サービスに対応することは難しく、様々
な地域活動の担い手が目的を共有しながら、
それぞれが持つアイデアや資源を持ち寄り、
協働して地域課題へ対応していくことは大変
重要だと考えております。
　今後も皆様からのご意見や声にしっかりと
耳を傾け、地域全体で子どもを見守り支える
まちづくりの実現に取り組みます。

2 1
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

437

　現在、「こそだて情報誌」は配布されているが、月
齢・年齢毎に利用できる行政サービスや情報・支援、各
種受けられる手順や予防接種など、もう少し分かり易
く、一目で分かるようなものがあるといいと思う。

　「こそだて情報」については、ご意見を踏
まえ、よりわかりやすい情報誌になるよう検
討を行います。

2 1

438

　計画の目標とSDG'ｓのゴールがはっきりと示されて
いて分かりやすかった。
　妊娠・出産期～青少年期まできめ細やかな取り組みを
計画されていて心強く感じたが、本当に制度が必要な人
に情報が伝わるよう啓発、PRに工夫が必要だと思う

　北九州市はＯＥＣＤより「ＳＤＧｓ推進に
向けた世界のモデル都市」にアジア地域で初
めて選定されるとともに、国より「ＳＤＧｓ
未来都市」に選定されました。
　こうしたことを踏まえ、子どもプランも、
各取り組みをＳＤＧｓの１７の目標と関連づ
けるようにしています。
　啓発、ＰＲについては、必要なサービスに
確実にアクセスできるよう、様々な媒体を活
用した広報に努めていく必要があると考えて
おり、子育ての悩みや不安の解消につながる
情報を、いつでもどこでも手軽に入手できる
よう、工夫を凝らしていきます。

2 1

439

　北九州市で生まれ（ほかのところで生まれても良いで
すが）育ち大人となって、北九州を愛し北九州に引き続
き住みたい、たとえ大学等で一時期北九州を離れたとし
ても帰ってきたい、そんな思いの子どもをより多く育て
ないと人口は減り続ける。
　北九州の良さを観光推進で、他の地域にアピールする
のも必要だが、その前にもっと市民の子どもたちに知っ
てもらい、市民一人一人が観光大使になるくらいの機会
を増やすなどして、市民の子どもたちの脳裏に、原風景
として北九州の各所各地域が残るような遊びや教育を受
ける仕組みがあったらいいと思う。

　子どものころの様々な体験が、大人になっ
てからも記憶として残り、地元への愛着を生
むことにつながると考えています。
　子どもたちが様々な体験をもつことができ
るよう、目標２に掲げる施策（３）～（６）
などを推進していきます。

2 1
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

440 2 1

441

　北九州市は、子育てに関してのいろんな施設もしっか
りしていて行政面において、子育てしやすい街だと思う
が、幼児時代は育てやすくても小中高と進むにつれ、教
育環境に魅力がないということが市の若い世代の人口増
につながらない原因だと思う。
　引越しするときにネットを調べたところ、引越し先の
相談をしているサイトで「どの校区はやめたほうがい
い」、「北九州市自体やめたほうがいい」など書き込み
を見て悲しくなった。実際、小学校時代に毎年数人が環
境のよい学区に引越し、ママ友達は中学になる前に北九
州から転勤したいといっていた。
　施策がいくら良くても、今の時代はネットで悪い噂は
あっという間に広まる。せっかく、このような魅力ある
施策をたくさん打ち出しているので、中学生、高校生の
活躍するケース等をアピールしていき、北九州市の子育
て環境だけでなくその後の立派な大人に育った姿をもっ
と全国に知ってほしいと思った。

　市内外の方に、北九州市の子育て環境の魅
力を知ってもらうには、様々な子育て支援策
を紹介することや、待機児童ゼロ・小児救急
医療の充実などの成果を紹介することも大事
ですが、こうした環境の中で立派に育った
（育っている）子どもたちにスポットを当て
ることも、非常に重要で、ＰＲ効果も大きい
と考えます。
　今後のＰＲの在り方を考えるうえでの参考
にさせていだたきます。

2 1

　この素案を読んで、改めて放課後児童クラブの支援員
としての子どもたちの現状を見ながら考えること、共稼
ぎをする娘夫婦のサポートをする祖母として思うことが
あった。
　まず、この第３次計画の全てが実現されることを期待
する。
　この計画が北九州市民に周知され、市民の皆さんの手
でさらに飛躍していくことが一番望ましいと思う。市の
施策が一方通行にならぬように、子どもから高齢者の
方々に北九州市の子どもプランはSDGｓの１７のゴール
の達成に向け、「北九州市民誰一人として取り残さな
い」ことをスローガンに１７のゴールを達成するという
強い意志をしっかりと持って宣言してほしい。
　市内の幼稚園、小学校や中学校、大学にこのプランの
出前講演や、学校の特別活動の学習中に取り組んだり、
また児童クラブの活動中に盛り込み、子どもたちに子の
施策を大いに理解してもらうことをお願いしたい。
　児童クラブの子どもたちに子ども用のパンフレットを
見せると興味深く読み始め、感想を述べ始めた。パンフ
を持ち帰り、家で親と話し合った子どももいた。
　きっかけ作りをすることで、子どもたちも市政に興味
関心を深めると思う。また、子どもから情報が入ること
で保護者も情報を共有できると思う。
　行政と市民の情報の共有はとても大切であり、イン
ターネットでの配信も効果があると思うが、子どもたち
に動機付けをしていく上では、学習の立場からの理解が
一番である。
　このプランを知るきっかけ作りを積極的に行ってほし
い。
　プランを「知らなかった」のではなく、この計画を
知っていたからこそ、「笑顔で生活できた！」「子育て
するなら北九州市に戻る」「ずっとこのまちに住みた
い」など、子どもたちからの声が出ると思う。保護者も
同じように感じるのではないか。
　このプランの達成に向けては色々とハードルが多いと
思うが、丁寧に実現化し、積み重ねていくことで、北九
州市が笑顔いっぱいあふれるまちになると考える。

　子どもプランを実効性のある計画にしてい
くためには、素案３４～３５ページにも記載
したとおり、行政だけでなく、地域や学校、
企業など、「オール北九州」で協力して取り
組むことが重要となります。
　今回のパブリックコメントでいただいた子
どもたちの意見の中にも、自分も関わりたい
という意識を感じました。
　この子どもプランの共通の目標「子どもの
未来を育み、みんなの笑顔があふれるまち北
九州」を実現していくため、子どもをはじ
め、たくさんの人にこのプランを知ってもら
えるよう、積極的に周知に取り組んでいきま
す。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

442

　より多くの人に情報が拡散される仕組みは多くある
が、関心の高い人にしか届かない可能性がある。本当に
困っている人にどうしたら届くのか考えてほしい。

　必要なサービスに確実にアクセスできるよ
う、広報に努めていくことが非常に重要だと
考えています。引き続き、効果的な手法につ
いて検討を行います。 2 1

443

　親の急な事情（体調不良や兄弟児の入院など）で子ど
もの世話ができなくなったときなど、緊急時の子どもの
受け入れ先などの情報をまとめたハンドブックを小児科
などに設置してほしい。情報を知っておきたい。

　必要なサービスに確実にアクセスできるよ
う、利用者目線に立った効果的な情報提供の
手法について検討していく中での参考とさせ
ていただきます。 2 1

444

　子育てに関する情報が届く仕組みの強化
　市内各所（市民センターや区役所など）で子ども向け
イベントが多数開催されているが、各施設等のＨＰ等を
確認する必要がある。イベント開催の日程や場所、天候
による実施の可否を一元管理するHPがあれば、子育て
で忙しい母親も最小限の労力と時間で予定を立てやすく
なり、大変便利である。
　このHPを運営する事務局をどこにするかという課題
はあるものの、こういったHPがあると大変便利なの
で、第3次計画で前向きに検討していただきたい。

　必要なサービスに確実にアクセスできるよ
う、利用者目線に立った効果的な情報提供の
手法について検討していく中での参考とさせ
ていただきます。

　市内で行っている様々なイベントを紹介す
るホームページは、利用者目線に立った効果
的な情報提供につながるアイデアだと考えま
す。ＡＩなど、最新技術の活用も検討しなが
ら、利便性が高いホームページに取組んでい
きたいと考えています。

2 1

445

　「子どもの権利条約」の普及を徹底して「子ども」に
行ってほしい。

　今回の子どもプランでは、新たに「子ども
の権利を大切にする視点」を盛り込みまし
た。
　「子どもの権利条約」にうたう４つの権利
も紹介しています。子どもプランや児童虐待
防止等の周知と合わせ、子どもに対し「子ど
もの権利条約」の周知を行っていきます。
　なお、新規の取り組みとして、「子どもの
権利の周知、啓発」を追加します。

2 2

446

外国籍の子どもたちが学校生活や地域での生活で困らな
いようサポートする体制をつくり地域・市民センター・
学校が連携して、北九州市全体で取り組むべきである。

 　教育委員会と連携し、日本語のサポート
が必要な児童、生徒、保護者の支援を（公
財）北九州国際交流協会で実施しています。
　日本語や生活について教える教室を子育て
施設や市民センターで開催し、学習や保護者
の相談に対応しています。
　今後学習者のニーズに応じて、開催場所・
時間などを検討していきます。

2 1
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

447

概要版P16　⑥外国人市民の子ども・子育てへの支援、
について
　現在、子どもが通っている幼稚園に外国人が複数いる
が、園から配付されるお便りの中の表現で、翻訳ソフト
では訳しにくいものが多々あり困っていた（たとえば、
登園、降園などが難しい）。
　園に向けて、外国人家族向けには、より一般的な単語
で書かれたお便りを作成するよう働きかけ、支援が欲し
い。

　北九州市の私立幼稚園においても、外国人
市民の受入れが増えており、特に幼稚園と保
護者とのコミュニケーションが上手くいかな
いケースがあることを認識しております。
　今後は、国際交流協会による行政通訳派遣
等に加え、外国人市民を受け入れている幼稚
園に対し、どういった支援が行えるのかを検
討します。

2 2

448

　小・中学校の家庭教育学級には、まず、北九州市職員
の保護者が積極的に出席してほしい。

　家庭教育学級の周知は、学校で配布する案
内チラシや館報、市民センターのホームペー
ジ等で周知しています。
　北九州市職員を含め多くの保護者が積極的
に出席していただけるよう、様々な機会を捉
えて周知していきたいと考えています。

2 1

449

　４つの視点で、たくさんの取組みを検討されていて、
どれも素晴らしいが、敢えて一点だけもっと充実させて
ほしいと思うのは、特に母親向けの教育である。
　また、幼稚園・保育園児の両親向けの講座の充実、小
中学校のPTAで開催されている家庭教育学級を、より効
果的のものにすることも必要だと思う。

　核家族や共働き世帯の増加、地域のつなが
り等、子どもや家族を取り巻く環境が変化し
ている中で、今後の家庭教育学級のあり方に
ついて考え、今年度、家庭教育学級の運営等
の見直しを実施しました。
　また、参加できない保護者でも、家庭教育
や子育てに役立つ情報の発信を行うこととし
ています。
　今後、見直しの効果を検証し、家庭教育学
級をより充実していきたいと考えています。

2 1

450

　お母さんが学べる場が増えると家庭教育の面で、子育
てしやすいまちにつながると思う。

　親などが家庭で子どもの教育する心構えや
子どもとの接し方、教育上の留意点など、家
庭教育上の問題を勉強する家庭教育学級を市
立幼稚園、小・中・特別支援学校・私立幼稚
園・保育所で実施しています。
　この家庭教育学級を、より充実したものに
していきたいと考えています。

2 1

451

　子ども図書館で“親子読書会”、“親子勉強会”、
“大人VS子ども　ビブリオバトル”等の企画をしては
どうか。

　子ども図書館では、親子で読書が楽しめる
ようなイベントを企画していきたいと考えて
います。

2 1

施策13　家庭の育児力・教育力の向上（６件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

452

　成人の生活習慣病は、子ども時代からの食事のあり
方、考え方が影響していると思うので、子どもの頃から
の食育は本当に大事だと思う。

　ご意見のとおり、成人の生活習慣病は、子
ども時代からの食事のあり方や考え方に大き
く影響を受けますので、子どもの頃からの食
育は大変重要だと考えています。
　子どもプラン第３次計画の中でも、各区役
所等で行う「育児教室（離乳食教室、幼児食
教室）」や保育所、幼稚園等で行う「親子で
すすめる食育教室」などにおいて、引き続き
食育を推進します。

2 1

453

　子どもの８割以上が栄養不足であるということを耳に
する。夫婦共働きの家庭が増え、家庭生活に時間を割く
余裕ないと思うが、食生活習慣は大人になり、家庭を
持った後にも引き継がれるものである。
　生活習慣病予防、医療費の抑制にもつながるので、素
案P１６に挙げられている「基本的生活習慣の定着や食
育の推進」には、乳幼児期のみならず、小学生次期以降
も対象にした継続した取り組みが必要ではないかと思
う。

　頂いたご意見のとおり、子どもの頃の食生
活習慣は大人になり、家庭を持った後にも引
き継がれることが多いと思います。第３次計
画の中でも、各区役所等で行う「育児教室
（離乳食教室、幼児食教室）」や保育所、幼
稚園等で行う「親子ですすめる食育教室」
「幼児期からの生活習慣病予防教室」等にお
いて、引き続き食育を推進してまいります。

　また、小・中学生には、望ましい食習慣の
習得のため、学校給食を「生きた教材」とし
て活用し、栄養教諭等と連携した食育指導を
行っているほか、献立表等の家庭配布、給食
レシピのホームページ掲載など、家庭や地域
に対する情報発信を行っています。

2 1

454

　市の職員から男女ともに育児休暇を義務化して、他の
企業にも広めてはどうか。

　平成30年度の市職員育児休業取得率は男
性が20.3%、女性が100.0%となっていま
す。
　現時点で、市職員への育児休業の取得義務
化は考えておりませんが、男性職員に対する
育児休業取得促進に関する取り組みを進めて
いきます。

2 3

455

　育休からの復職ではなく、再就職を希望するママの支
援をしてほしい。

　北九州市では、「北九州市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」「北九州市SDGs未来都
市計画」等において、女性の就業支援を目標
に掲げており、女性の就業支援施設である
「ウーマンワークカフェ北九州」において、
働きたい女性の就業支援をワンストップで
行っています。
　また、出産・育児等で離職し、今後働くこ
とに関心を持つ女性を対象に、未就業女性の
再就職を支援するセミナーを実施していま
す。
　今後も引き続き、再就職を希望する母親も
含めて、女性の就業支援に取り組みます。

2 1

施策14　子育てと仕事の両立に向けた環境づくり（５件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

456

　子どもの急病等のときは、保護者が仕事を遅刻・早
退・休暇できることに加え、PTA活動、学校行事に参加
するための遅刻・早退・休暇ができることが必要だと思
う。
　北九州市全体で働き方・子育て・生き方改革に取り組
むためには、まずは北九州市がお手本になり、それから
その経験を持って企業等に強く働きかけてほしい。

　北九州市では、子等の看護又は行事への参
加が可能な子育て支援休暇を設けており、時
間単位での取得が可能です。
　また、自治会等への参加を促すとともに、
そうした活動ができるよう職員のワーク・ラ
イフ・バランスの推進を図っています。
　管理職の意識改革を図るイクボスの実践を
推進し、市役所全体で職員の働きがいのある
職場づくりを進めてます。

2 1

457

　共働きの家庭が増加している現代では子育てと仕事の
両立支援を強化し、子ども達も元気に楽しく過ごせる環
境づくりが更に必要になってくると思う。この取組を強
化すれ親子共に安心して幸せな家庭づくりができるので
はないかと考える。

　子育てを楽しみ、子どもの成長に喜びを感
じるため、保護者が男女問わず子育てに向き
合うことができる時間、親子で過ごす充実し
た時間を持てるよう、仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・バランス）の推進に取り
組むことが重要です。
　北九州市では、企業、働く人、市民、行政
で構成された「北九州市女性活躍・ワークラ
イフバランス推進協議会」を中心に取組を進
めています。
　また、平成２９年に、働きやすいまち北九
州を目指して、企業・団体のトップによる
「北九州イクボス同盟」を設立し、仕事と家
庭生活の両立や多様な働き方を推進すること
で、誰もが能力を発揮できるよう企業の働き
方改革を後押ししています。
　今後も引き続き、男女が共に働きながら子
育てしやすい環境づくりを推進するため、企
業への取り組み支援や広報啓発事業を進めて
いきます。

2 1

458

　共働き世帯が増えており、夫婦が協力しあって子育て
をすることは、非常に重要である。働く女性が増えてい
ても、依然として、家事や育児は女性の方に負担が大き
くなりがちであり、早い段階から父親にも育児を自分の
こととして積極的に関わってもらう必要がある。
　子育て支援施設で、父親も参加しやすいよう、休日に
両親と子ども、父親と子どもなどて参加できるプログラ
ムがあればいいと思う。

　夫婦で協力して出産・育児を取り組む大切
さを学ぶため、両親学級を実施しています。
区役所で実施している育児学級等は、父親も
一緒に参加できます。
 また、子育て支援施設（子育てふれあい交
流プラザ）内の子育て支援サロン“ぴあ
ちぇーれ”でも、年10回育児講座を開催し
ています。無料の託児所があり、両親でも参
加していただけます。
　なお、区役所等に設置している親子ふれあ
いルームについては、父親や週末利用を希望
する方へのサービス向上を図るため、対応可
能な区の土曜日開所を進めていきます。

2 1
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

459

　ママと子どもが（には限らないが）集えるカフェ等
に、Wi-Fi環境をつくれば外国の方も情報を得たり、つ
ながりやすい。

　市ではお店でWifiが使えるようにすること
はできませんが、商店街やお店を経営する人
たちを支援し、皆さんが行きたくなるような
お店が増えるように取り組んでいきます。 2 4

460

　通学路が車道・歩道ともに狭く、危ないなと感じるこ
とがある。白線で区切られているだけの段差のない歩道
なので、車が離合のために歩道内に入って走っているの
もよく見かける。
　また、車の運転手側でも大きなカーブの先など見通し
が悪いところで子どもが急に出てくるのでは、と危ない
思いをすることもある。
　歩道を広げたり、ガードレールを設置したり、見通し
の悪い場所では横断できないようにする、など安全性向
上のための整備をしてほしい。

　通学路の安全確保については、平成27年
11月に策定した「通学路交通安全プログラ
ム」に基づき、学校関係者による事前点検を
毎年度実施し、５年に一度は全ての小・中学
校において、道路管理者や警察、学校関係者
が連携して通学路の合同点検を行っていま
す。
　これらの点検で抽出された危険箇所につい
ては、道路管理者と警察で必要な対策を実施
しております。
　今後とも、通学路交通安全プログラムを活
用しながら、通学路の安全確保に向け、必要
な取り組みを進めます。

2 1

461

子どもの安全を守る環境整備について
　子どもも（大人も）、自転車を交通手段として気軽に
利用できる環境になればいいと思う。
　今はレーン分けがあっても中途半端で逆に怖く思える
事象もあり、レーン分けが正しい解決手段なのか疑問に
思う時がある。

　自転車は、法律で車道の左端を通行するよ
うになっています。このため、北九州市では
交通状況に応じて、自動車、自転車、歩行者
を適切に分離する自転車走行空間の整備に取
り組んでいます。
　自転車走行空間には、いくつかの整備形態
があり、自転車と自動車、歩行者を柵等で分
離する「自転車道」、車道内で自転車の通行
位置を区分する「自転車レーン」などがあり
ます。自転車道は安全性に優れていますが、
設置には広いスペースを必要とするなど、そ
れぞれに特性があります。
　そこで、北九州市では、道路の幅、交通
量、住民の出入りなどから総合的に判断し、
交通管理者である警察と協議しながら、適切
な形態の自転車走行空間の整備を進めていま
す。

2 1

462

　道路の状態が悪いところや、車道と歩道のつなぎ目部
分の段が高いところでは、ベビーカーを押しにくい。道
路をフラットにしてもらえると、ベビーカーだけでな
く、身体の不自由な人やお年寄りも歩きやすくなると思
う。

　子育て家庭をはじめ、誰もが安心して移動
できる環境を実現するために、公共施設を中
心とした地域における歩道の段差解消などの
バリアフリー化に取り組みます。

2 1

463

　小さな子どもが歩きやすいように歩道のバリアフリー
化を検討してほしい。

　地域の要望などを聞きながら、歩道や側溝
などの修繕、段差の解消等を行い、歩行空間
の安全性や快適性、利便性の向上を図りま
す。 2 1

施策15　子どもの安全を守る環境整備（11件）
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

464 2 1

465

　公園、街灯を増やしてほしい。 「街灯」のうち、住宅地内など身近な道路を
照らしている防犯灯は、自治会・町内会等が
設置、管理しています。防犯灯を増やす場合
には、設置箇所の住民合意をえた上で、自治
会・町内会等の負担により、設置されます。
一方、市が設置する街路灯・生活街路灯は、
車を運転するドライバーが、夜間の歩行者に
気付きやすくなるよう、交差点、横断歩道な
ど決められた場所に設置しています。街路
灯・生活街路灯が消えている場合は、各区ま
ちづくり整備課にお知らせください。

2 1

　ひとたび惨事が起こったときの、心構えがとても大事
である。
　体験を伴う訓練を通じて、実際被災した方々への思い
やりや配慮ができるようになるのではないか。土砂災害
指定区域マップを見たことがない市民をゼロにすべきで
ある。
　若い人が集まりやすい状況下でエリアごとに区切り、
実際に避難行動を体験し、避難所として指定されている
会場での宿泊体験や断水体験などを行なっておく必要が
あると思う。ローリングストックなど備蓄の工夫につい
ても周知する。

　北九州市では、市民の防災意識の向上を図
るため、「防災ガイドブック」の全戸配布や
ハザードマップの紹介、出前講演などによ
り、日ごろからの備えについて、啓発を行っ
ています。
　また、市民が災害を体感し、イメージでき
るよう、①「地震体験車」の活用、②総合防
災訓練や区の防災訓練、③ＤＩＧ、ＨＵＧ等
の災害図上訓練（※）、④消防職員が指導す
る避難訓練等により、地域防災力向上のため
の支援を行っています。
　また、「みんなdeBousaiまちづくり推進
事業」では、北九州市立大学での講義を通じ
た人材育成や、住民による地区防災計画の策
定等、多方面から防災の取組に参加できるよ
う事業を展開しています。
　今後も、あらゆる機会を通じ、防災訓練や
啓発を続けていきます。

※DIGとは、「住民参加型災害図上訓練」の
ことで、大きな地図にグループで油性ペンや
付箋などで、過去に発生したがけ崩れ個所や
浸水個所等を書き込み、見えてきた地域の災
害リスク(脆弱性)について、その対応策を検
討し、地域の防災力向上を図る、ゲーム感覚
で行う災害図上訓練のこと
　HUGとは、「避難所運営ゲーム」の略
で、避難所を舞台とし、参加者が避難所運営
担当者となって、スペースを有効活用しなが
ら、数多くの避難者を適切に配置できるか模
擬体験する図上訓練のこと
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

466

地域の安全のために、防犯カメラの設置してはどうか。
（例）各家庭に一台ずつ玄関先に設置できるように補助
金を出す。通学路となるところには防犯カメラを設置す
る。

　道路上のカメラについては、プライバシー
保護の観点から道路を維持管理する目的を
もったものに限って設置しています。
　防犯の観点では、主要駅周辺に市が設置し
た防犯カメラの運用を続けており、地域団体
や事業者が防犯カメラを設置する場合には、
その設置費用の一部を補助しています。
　今後も、地域や警察と協力しながら安全対
策に取り組みたいと考えています。

2 1

467

　夜になると街灯が少なく暗いため、犯罪が起きやすい
のではないか。死角のない明るい街づくりをお願いした
い。防犯カメラを設置してほしい。

　市民の暮らしの安全・安心に配慮し、道路
空間の規定の明るさが保たれるよう努めてい
きます。
　地域団体が管理する防犯灯については、設
置費用及び維持管理費用の一部を補助すると
ともに、市が通学路上の防犯灯を設置するな
ど、夜間の安全対策を行っています。
　また、道路上のカメラについては、プライ
バシー保護の観点から道路を維持管理する目
的をもったものに限って設置しています。
　防犯の観点では、主要駅周辺に市が設置し
た防犯カメラの運用を続けており、地域団体
や事業者が防犯カメラを設置する場合には、
その設置費用の一部を補助しています。

2 1

468

　子どもを守るため、地域の高齢者による通学支援とし
て、交通量の多い場所等での誘導や挨拶指導を行う。

2 1

469

　子どもが１人で出歩くようになると、安全・安心面を
不安に思うことがある。自治会に加入していなくても、
地域の人とふれあい、深く関わり合っていくことで、地
域の目で子どもたちを守っていけるような安全・安心の
仕組みがあれば、よりいいと思う。

2 1

　北九州市では子どもたちが安全・安心に暮
らせるように、以下の取り組みをしていま
す。
①北九州市の全校区には、地域住民の方々が
結成している「生活安全パトロール隊」とい
うボランティア団体があり、登下校の時に児
童の安全指導や誘導を行っています。
　通学路以外でも地域の見回りをして、声掛
けをしながら、不審な車や人がいないか、防
犯灯が切れていないか、などを確認していま
す。
②子どもがあぶない場所を自分で見分けられ
るように、小学生を対象とした「地域安全
マップづくり」を教えています。これは「入
りやすくて見えにくい」場所を「危ない場
所」として、実際に歩きながら調べ、地図を
つくり、そういった場所に近づかない、ひと
りで行かないということを学びます。
③そのほかに、「子ども防犯セミナー」があ
ります。このセミナーでは防犯の専門家が先
生になって、不審者からの「声かけ・つきま
とい」から自分を守る方法を学びます。
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No. 意見概要 市の考え方 内容
反映
結果

【意見の内容】

1 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見

2 計画の今後の進め方に対する考え方を述べた意見

3 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見

4 計画には直接関係しない意見

【意見の反映結果】

1 計画に掲載済み（計画期間中に実施予定・検討を含む）

2 計画の追加・修正あり

3 計画の追加・修正なし

470

　常に若者世代ではないと放置されてきた５０代も含め
対策を本気で行う。当事者家族講座、だけではだめで、
ぴあサポートや情報開示と地域の取り組みを本格化させ
る。居場所作りや丁寧な社会復帰支援を行う。
　高齢者の全戸訪問、だけでなく、引きこもりの全戸把
握を行う、防災面などからも行なっておくべきである。

　50代も含めた大人のひきこもり対策につ
いては、北九州市でも重要な課題と考えてい
ます。今回のご意見も参考にしながら、北九
州市の関係部署や機関等が連携して、ひきこ
もり対策を進めていきます。 4 4

471

　ふれあいルームに行き、役所のトイレをよく利用して
いる。便座の除菌スプレーを設置してほしい。

　ご意見を参考に、市民の皆様が利用しやす
い環境づくりにつとめます。

2 1

472

　ルールをきちんと教え、筋を通していくには、小学校
と中学校の連携が必要だと思う。
　中学生になると制服・校則があるが、小学校では校則
がないので、個性尊重＝好き勝手になりがちである。小
学校で、個性尊重＝好き勝手で先生方が黙認し、中学に
入り、環境が変わり慣れない中学生活の中、急に制服だ
校則だと色々言われ、一番戸惑うのは子ども達である。
　中学生は、まだまだ子供なので、大人の価値観で決め
つけて、子どもの希望をつぶしてしまうような対応をし
ない為にも小学校と中学校が連携し、統一した教育をお
願いしたい。

　北九州市では、平成25年1月に策定した
「北九州市小中一貫・連携教育基本方針」に
基づき、現在の小中学校の施設（いわゆる分
離型）の下で、小中学校の連携による一貫教
育に取り組んでいます。各中学校区において
は、児童生徒や地域の課題・実情等について
共通理解を図り、課題等に応じた教職員交
流、児童生徒交流、保護者、地域交流等に組
織的・計画的に「できるところから」取り組
んでいます。

4 1

473

　一般の人から意見を募集したいのなら、もう少し読み
やすい（簡単な言葉など、文字も多すぎる）冊子や選択
式のアンケートにした方が良い。

　できる限り分かりやすい資料づくりに努め
ていますが、ご意見を踏まえ、改善を図って
いきます。

3 1

474

　子どもの意見を聞くために、子ども用の概要版を作ら
れており、素晴らしいご判断だと思う。子どもの権利条
約の「参加する権利」を行使することが出来る機会にな
る。実際に、今回、誰にどのように意見を聞いたのか紹
介すると、子どもたちにとって、より「子どもプラン」
が身近なものになると思う。

　今回、初めての試みとして、子ども向けの
概要版を作成しました。小学校や、放課後児
童クラブなどから、子どもたちの意見がたく
さん届きました。この場で紹介しています。

3 4

475

　子ども用のプランについて、何歳ぐらいの子どもを対
象として作成をしているのか。子どもの意見を反映する
のは良いことだと思うが、プランの表現等が平易すぎで
対象年齢が低すぎるように感じる（意見が言えるの
か）。

　子ども用の概要版については、概ね小学５
年生くらいのお子さんが理解できるものを作
成しました。
　事前に専門の方にもご意見をいただきなが
ら、作成を行いました。
　たくさんの子どもたちから意見をいただく
ことができました。

3 4

≪その他≫（６件）
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